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春
日
若
宮
祭
礼
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鏑
馬
頭
役
勤
仕
史
料
1
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紹
介
と
解
題
福
　
原
　
敏
　
男
題解
解
題
　
春
日
若
宮
祭
礼
の
研
究
が
日
本
祭
礼
史
研
究
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
が
、
未
だ
祭
礼
史
料
の
公
刊
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
い
。
　
若
宮
祭
礼
史
の
研
究
は
、
従
来
、
芸
能
史
的
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
る
芸
能
が
、
日
本
の
古
代
・
中
世
芸
能
史
の
縮
図
と
言
い
う
る
程
、
貴
重
で
興
味
深
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
の
反
面
、
諸
芸
能
の
背
景
に
あ
る
祭
祀
組
織
の
研
究
が
、
外
に
顕
れ
た
現
象
と
し
て
の
芸
能
の
研
究
に
つ
い
て
い
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
研
究
上
の
偏
向
が
あ
る
。
　
春
日
若
宮
祭
礼
は
、
興
福
寺
大
衆
が
、
藤
原
氏
氏
長
者
主
宰
の
春
日
祭
に
対
し
て
、
保
延
二
年
（
＝
三
六
）
に
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
祭
り
の
メ
イ
ン
は
若
宮
の
神
幸
を
興
福
寺
領
東
端
の
御
旅
所
に
む
か
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
若
宮
祭
礼
は
興
福
寺
の
祭
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
若
宮
祭
礼
は
、
様
々
な
変
容
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
れ
は
儀
礼
の
形
態
よ
り
も
、
祭
祀
組
織
の
面
に
顕
著
で
あ
る
。
祭
祀
組
織
は
当
時
の
社
会
構
成
・
社
会
構
造
の
反
映
で
あ
る
か
ら
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
治
承
四
年
（
＝
八
〇
）
の
南
都
焼
討
、
松
永
・
三
好
三
人
衆
の
合
戦
に
よ
る
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
よ
り
九
年
間
の
中
絶
な
ど
は
、
前
近
代
に
お
け
る
祭
礼
変
容
の
大
き
な
画
期
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
し
、
明
治
維
新
の
廃
仏
棄
釈
に
よ
る
興
福
寺
の
疲
弊
は
、
若
宮
祭
礼
祭
祀
組
織
改
編
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。　
祭
祀
組
織
は
以
上
の
よ
う
な
政
治
的
事
件
を
契
機
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
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実
際
は
社
会
経
済
史
的
背
景
の
も
と
、
漸
次
変
貌
を
遂
げ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
が
、
史
料
的
に
残
ら
な
い
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。
　
若
宮
祭
礼
の
諸
芸
能
は
、
各
芸
能
の
頭
役
が
差
定
さ
れ
、
当
番
毎
に
施
主
と
な
る
祭
祀
組
織
を
と
る
。
こ
れ
は
中
世
の
大
寺
社
の
祭
祀
組
織
の
一
般
的
形
態
で
あ
る
が
、
春
日
社
の
場
合
は
規
模
が
大
き
い
だ
け
に
組
織
が
複
雑
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、
田
楽
頭
役
は
上
席
学
侶
で
あ
る
僧
綱
の
所
役
、
馬
長
頭
役
は
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
業
・
五
師
（
学
侶
）
の
所
役
、
競
馬
頭
役
は
興
福
寺
三
綱
衆
か
ら
選
ば
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
興
福
寺
寺
僧
の
学
侶
を
中
心
と
し
た
集
団
か
ら
祭
祀
組
織
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
細
男
に
関
し
て
は
、
　
「
興
福
寺
年
中
行
事
」
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
七
月
一
日
若
宮
御
祭
諸
廻
請
等
事
に
、
「
細
男
頭
七
郷
内
二
郷
合
巡
勤
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
前
述
し
た
頭
役
と
は
異
な
る
シ
ス
テ
ム
が
予
想
さ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
春
日
若
宮
祭
礼
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
神
事
頭
役
制
に
っ
い
て
の
研
究
は
、
宮
座
研
究
と
相
倹
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
先
学
で
あ
る
豊
田
武
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
は
神
事
頭
役
の
形
態
を
以
下
の
三
分
類
に
整
理
し
、
研
究
の
方
向
を
示
し
た
。
　
一
、
神
官
の
間
に
の
み
行
わ
れ
る
も
の
　
　
　
香
取
社
・
阿
蘇
社
・
賀
茂
社
・
住
吉
社
な
ど
　
二
、
僧
侶
及
び
社
家
関
係
者
の
参
加
す
る
も
の
　
　
　
春
日
社
（
御
八
講
季
頭
・
田
楽
頭
・
流
鏑
馬
頭
・
馬
長
頭
）
　
　
　
手
向
山
八
幡
宮
（
転
害
会
馬
頭
・
小
五
月
会
頭
）
な
ど
　
三
、
国
中
或
い
は
郡
内
の
地
頭
更
に
神
領
内
の
住
民
全
て
に
及
ぶ
も
の
　
　
　
出
雲
社
（
三
月
会
頭
・
九
月
会
頭
）
　
　
　
鹿
島
神
宮
（
常
楽
会
頭
な
ど
）
　
　
　
竹
生
島
明
神
（
蓮
華
会
頭
）
　
　
　
諏
訪
社
（神
使
御
頭
・
花
会
頭
・
五
月
会
左
右
頭
・
御
射
山
頭
）
　
　
　
宇
佐
八
幡
（
正
月
頭
・
安
居
僧
供
頭
・
弥
勒
会
僧
供
頭
）
　
　
　
日
吉
社
（
小
五
月
会
頭
）
　
　
　
石
清
水
八
幡
（安
居
頭
）
な
ど
　
豊
田
氏
の
三
分
類
が
、
神
事
頭
役
制
研
究
に
と
っ
て
有
効
か
否
か
は
こ
こ
で
検
討
す
る
問
題
で
は
な
い
が
、
氏
が
第
二
に
分
類
し
た
春
日
社
の
頭
役
の
内
、
流
鏑
馬
頭
役
に
関
し
て
は
、
第
三
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
　
春
日
若
宮
祭
礼
の
頭
役
の
内
で
も
、
田
楽
・
馬
長
・
競
馬
頭
役
と
流
鏑
馬
頭
役
で
は
、
組
織
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
即
ち
、
前
者
は
興
福
寺
寺
僧
集
団
内
の
所
役
で
、
後
者
は
大
和
国
内
の
武
士
団
か
ら
選
ば
れ
る
。
特
に
、
南
北
朝
期
は
、
大
和
武
士
団
勢
力
の
勃
興
著
し
く
、
若
宮
祭
礼
の
祭
祀
組
織
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
再
編
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
　
さ
て
、
流
鏑
馬
頭
役
を
考
え
る
際
に
は
、
興
福
寺
寺
僧
集
団
や
他
の
頭
役
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
理
解
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
長
い
引
用
に
な
る
が
、
永
島
福
太
郎
氏
の
論
を
骨
子
に
、
渡
辺
澄
夫
・
稲
葉
伸
道
氏
の
説
で
補
い
な
が
ら
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
寺
僧
集
団
の
変
遷
の
概
略
を
記
し
て
お
こ
72
題解
う
。
　
本
来
、
強
訴
や
他
寺
と
の
抗
争
の
際
に
臨
時
に
編
成
さ
れ
る
大
衆
集
団
が
、
鎌
倉
中
期
以
降
、
学
侶
・
衆
徒
・
六
方
と
い
う
日
常
的
な
集
団
組
織
に
発
展
し
て
い
く
過
程
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
衆
、
衆
徒
（
広
義
）
か
ら
学
侶
と
衆
徒
（
狭
義
）
に
分
離
し
、
さ
ら
に
、
衆
徒
（
狭
義
）
が
衆
中
（
官
符
衆
徒
）
と
六
方
衆
に
分
化
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
る
と
推
定
し
た
。
（
稲
葉
説
）
　
六
方
制
度
の
発
生
は
平
安
末
期
に
あ
る
。
諸
院
坊
の
地
縁
的
共
同
体
的
性
格
を
も
つ
。
平
素
は
自
治
・
自
衛
の
機
能
を
有
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
有
時
に
は
軍
事
編
成
と
な
り
、
六
方
末
寺
の
僧
徒
や
堂
衆
な
ど
が
動
員
さ
れ
た
。
　
六
方
衆
の
構
成
員
は
本
来
全
住
侶
で
あ
り
、
六
方
大
衆
（
六
方
衆
徒
）
は
満
寺
衆
徒
で
あ
っ
た
（
こ
の
場
合
の
衆
徒
は
修
学
者
の
意
）
。
六
方
大
衆
は
鎌
倉
中
期
以
降
、
若
衆
（中
繭
）
・
老
衆
（
上
藺
）
・
下
藺
分
に
階
層
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
六
方
衆
・
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
侶
・
衆
徒
に
な
る
。
（
渡
辺
説
）
　
治
承
四
年
（
＝
八
〇
）
南
都
焼
討
後
の
興
福
寺
復
興
に
際
し
て
は
（
若
宮
祭
礼
は
ー
福
原
註
ー
）
盛
大
化
し
た
。
こ
こ
で
若
宮
祭
の
催
行
権
は
全
寺
衆
徒
か
ら
半
僧
半
俗
の
衆
徒
団
（
い
わ
ゆ
る
僧
兵
団
）
に
委
ね
ら
れ
た
。
寺
領
荘
園
の
人
夫
を
多
く
徴
収
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
こ
れ
の
指
揮
統
制
に
は
荘
官
と
し
て
武
力
兼
備
の
衆
徒
が
適
任
で
あ
る
。
興
福
寺
に
お
い
て
武
力
兼
帯
者
は
古
く
か
ら
は
堂
衆
が
あ
り
、
こ
こ
に
衆
徒
団
が
成
立
し
て
両
立
し
た
わ
け
だ
が
、
実
は
有
力
堂
衆
（
在
地
領
主
）
は
衆
徒
団
に
加
入
し
て
し
ま
っ
た
た
め
漸
次
弱
体
化
す
る
。
な
お
、
学
侶
に
昇
進
す
る
少
青
年
僧
が
弓
箭
を
帯
せ
し
め
ら
れ
、
寺
中
・
寺
外
の
警
備
を
課
せ
ら
れ
て
六
方
衆
徒
団
を
組
織
し
た
が
、
こ
れ
は
修
学
者
と
し
て
脇
功
も
あ
る
の
で
衆
徒
団
の
指
揮
に
当
る
も
の
と
さ
れ
た
。
鎌
倉
時
代
、
興
福
寺
の
武
力
集
団
と
し
て
は
六
方
衆
（
中
繭
）
・
衆
徒
お
よ
び
堂
衆
（
下
藺
）
の
三
組
織
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ほ
か
に
国
衙
領
と
武
士
化
名
主
（
公
民
）
が
春
日
神
人
に
列
せ
ら
れ
、
興
福
寺
に
従
属
し
て
国
民
と
称
せ
ら
れ
る
。
興
福
寺
の
大
和
守
護
職
の
権
能
行
使
に
は
、
や
が
て
在
地
小
領
主
化
の
衆
徒
・
国
民
（
一
乗
院
・
大
乗
院
に
分
属
し
て
坊
人
と
な
る
）
が
専
ら
当
て
ら
れ
る
と
い
う
い
き
さ
つ
で
あ
る
。
　
衆
徒
団
は
多
数
で
あ
る
。
し
か
も
、
寺
内
の
止
住
を
望
ん
だ
。
こ
の
た
め
二
十
人
が
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、
官
符
衆
徒
の
号
を
与
え
ら
れ
て
寺
内
に
止
住
し
、
衆
中
（
衆
徒
仲
間
）
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
（
中
略
ー
福
原
註
ー
）
と
こ
ろ
で
、
衆
徒
団
に
対
す
る
命
令
権
（
奉
行
職
）
は
、
興
福
寺
の
老
職
の
五
師
の
年
行
事
た
る
別
会
五
師
（
東
大
寺
で
は
年
預
五
師
）
が
握
っ
て
い
た
。
衆
中
の
意
志
も
こ
の
別
会
五
師
を
通
じ
て
寺
務
に
申
達
さ
れ
る
。
　
（
中
略
－
福
原
註
ー
）
官
符
衆
徒
は
一
任
四
年
に
限
ら
れ
た
。
そ
の
二
十
人
集
団
の
衆
中
は
早
く
も
寺
内
徒
党
（
寺
中
党
）
・
若
徒
党
（嘉
禎
二
年
に
見
え
る
）
の
両
党
に
組
織
さ
れ
、
こ
の
両
党
が
四
年
ご
と
に
交
替
す
る
し
く
み
で
あ
る
（
貞
和
四
年
興
福
寺
軌
式
）
。
　
若
宮
祭
の
催
行
権
は
衆
徒
団
に
委
ね
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
衆
中
が
こ
れ
を
握
っ
た
。
し
か
し
、
主
宰
は
衆
徒
に
対
す
る
命
令
権
者
た
る
別
会
五
師
の
職
掌
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
別
会
五
師
が
興
福
寺
の
代
表
者
と
し
て
若
宮
祭
奉
行
と
な
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
主
宰
権
は
興
福
寺
別
当
、
さ
ら
に
氏
長
者
に
在
る
。
と
こ
ろ
で
、
若
宮
祭
の
催
行
は
六
月
朔
日
、
別
会
五
師
が
衆
中
に
蜂
起
（
集
会
愈
議
）
を
命
ず
る
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
。
そ
こ
で
寺
僧
か
ら
の
田
楽
頭
役
両
口
を
選
ん
だ
り
、
芸
能
座
な
い
し
流
鏑
馬
随
兵
（
国
民
の
勤
仕
）
に
参
仕
命
令
が
発
せ
ら
れ
（
沙
汰
衆
が
催
す
）
、
ま
た
一
国
か
ら
黒
木
が
徴
せ
ら
れ
（
別
会
五
師
が
別
当
に
申
達
す
る
）
、
興
福
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『若宮會目録』・『長川流鏑馬日記』の紹介と解題
寺
修
理
目
代
（
三
綱
）
の
指
揮
に
よ
っ
て
御
旅
所
が
設
営
さ
れ
、
九
月
十
七
日
の
祭
日
が
待
た
れ
る
。
な
お
、
翌
日
に
後
宴
が
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
若
宮
祭
礼
の
費
用
は
、
若
宮
神
事
祭
礼
料
所
に
宛
て
ら
れ
た
春
日
社
兼
興
福
寺
領
荘
園
か
ら
弁
進
さ
れ
る
。
し
か
し
、
渡
物
の
費
用
の
補
足
と
し
て
、
有
徳
の
寺
僧
の
寄
進
が
も
と
め
ら
れ
た
。
と
く
に
祭
礼
渡
物
の
呼
び
も
の
は
田
楽
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
京
都
白
川
本
座
・
奈
良
新
座
を
勤
仕
せ
し
め
る
し
、
衣
裳
は
美
麗
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
田
楽
頭
役
の
称
で
寺
僧
二
口
が
選
ば
れ
、
こ
れ
が
そ
の
費
用
を
分
担
し
た
（
祭
礼
費
に
も
流
用
す
る
）
。
（
中
略
ー
福
原
註
ー
）
　
ち
な
み
に
、
衆
徒
代
表
二
十
人
の
構
成
は
、
当
初
の
う
ち
は
有
力
衆
徒
を
も
う
ら
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漸
次
衆
徒
が
武
士
化
、
強
力
と
な
る
の
で
、
配
下
あ
る
い
は
被
官
を
送
り
こ
む
こ
と
に
な
る
（
こ
れ
も
強
力
と
な
る
）
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
衆
徒
は
そ
の
若
宮
祭
参
与
の
名
誉
を
領
民
に
誇
示
す
る
た
め
も
あ
り
、
有
縁
の
猿
楽
座
を
若
宮
祭
礼
に
送
り
こ
ん
だ
。
（
中
略
ー
福
原
註
ー
）
同
じ
く
、
当
代
に
衆
徒
・
国
民
を
構
成
員
と
す
る
大
和
武
士
の
六
党
（
の
ち
八
党
）
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
党
的
結
合
の
紐
帯
は
若
宮
祭
に
在
っ
た
。
い
わ
ぽ
若
宮
祭
に
大
和
武
士
の
宮
座
六
つ
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
た
る
。
こ
れ
に
は
、
若
宮
祭
礼
流
鏑
馬
役
勤
仕
の
便
か
ら
、
興
福
寺
が
こ
れ
の
結
成
を
誘
導
し
た
傾
き
が
あ
る
。
南
北
朝
動
乱
時
代
だ
が
、
武
士
の
富
力
は
増
進
す
る
し
、
祭
祀
の
意
欲
は
つ
の
っ
た
（
若
宮
祭
の
中
止
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
神
木
動
座
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
動
乱
の
せ
い
だ
と
は
い
え
る
が
、
戦
乱
時
代
の
実
情
を
見
よ
）
。
実
は
在
地
領
主
化
の
た
め
に
若
宮
の
祭
祀
権
を
狙
っ
た
。
こ
こ
で
六
党
が
協
議
し
て
、
流
鏑
馬
願
主
人
の
称
の
も
と
、
と
か
く
祭
礼
料
所
の
動
揺
や
田
楽
頭
役
の
寺
僧
の
窮
乏
で
祭
礼
費
に
悩
む
寺
家
に
肩
代
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
流
鏑
馬
願
主
人
は
二
党
ず
つ
が
当
番
と
し
て
勤
仕
す
る
し
く
み
で
あ
り
、
各
党
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
首
領
も
生
じ
た
。
（
中
略
ー
福
原
註
ー
）
当
時
、
若
宮
祭
の
式
日
が
神
木
動
座
な
ど
に
よ
り
延
引
さ
れ
た
り
し
た
。
や
が
て
応
永
末
年
に
至
る
と
、
十
一
月
二
十
七
が
式
日
と
な
る
。
こ
れ
は
収
穫
の
終
わ
っ
た
時
節
で
あ
る
。
農
村
領
主
た
る
衆
徒
・
国
民
が
願
主
人
と
な
り
、
領
民
を
率
い
て
奈
良
入
り
す
る
の
に
は
好
便
で
あ
る
大
和
武
士
が
若
宮
祭
礼
主
宰
権
に
割
込
ん
だ
の
が
示
さ
れ
　
　
　
　
（
7
）
る
。
（
永
島
説
）
　
南
北
朝
期
以
前
に
も
衆
徒
は
若
宮
祭
礼
に
随
兵
と
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
同
期
に
な
る
と
流
鏑
馬
願
主
人
と
し
て
祭
礼
を
主
導
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
祭
礼
は
、
衆
徒
・
在
地
武
士
団
の
祭
礼
と
い
う
側
面
も
も
っ
て
い
た
。
南
北
朝
期
に
結
成
さ
れ
た
祭
祀
同
盟
と
も
い
え
る
大
和
武
士
団
の
構
成
　
　
　
　
　
　
（
9
）
は
、
　
『
坊
目
遺
考
』
に
引
用
さ
れ
た
「
大
倭
武
士
春
日
大
宿
所
願
主
人
勤
番
次
第
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
大
倭
武
士
春
日
大
宿
所
願
主
人
勤
番
次
第
　
　
　
散
在
竺
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
市
郡
畝
火
山
西
　
　
　
　
越
智
姓
物
部
　
　
　
　
　
　
　
　
二
萬
四
千
石
除
　
　
　
　
　
　
大
宿
所
毎
年
相
詰
長
谷
川
等
　
十
市
姓
中
原
　
　
　
大
宿
所
隔
年
勤
之
中
川
等
　
箸
尾
姓
藤
原
十
市
山
城
住十
萬
石
廣
瀬
郡
箸
尾
住
六
萬
石
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大
宿
所
隔
年
勤
之
　
　
　
乾
等
　
　
　
　
姓
大
神
　
　
　
　
　
　
大
宿
所
五
年
目
勤
之
　
　
　
南
等
　
　
　
　
楢
原
　
　
　
　
　
　
大
宿
所
五
ケ
年
目
勤
之
　
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
川
党
、
箸
尾
の
藤
原
氏
は
中
川
金
剛
山
麓
の
楢
原
氏
は
南
党
と
、
を
刀
禰
と
も
称
し
て
お
り
、
越
智
氏
を
刀
禰
と
す
る
散
在
党
十
市
氏
を
刀
禰
と
す
る
長
谷
川
党
添
下
郡
居
城
筒
井
村
　
　
　
十
二
萬
石
葛
上
郡
金
剛
山
麓
住
　
　
　
三
萬
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畝
火
の
越
智
氏
は
散
在
党
、
十
市
の
中
原
氏
は
長
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（後
に
長
川
）
党
、
筒
井
の
大
神
氏
は
乾
党
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
党
の
首
領
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
首
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
理
す
る
と
以
下
の
五
党
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
流
鏑
馬
願
主
人
は
毎
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
流
鏑
馬
願
主
人
は
隔
年
）
箸
尾
氏
を
刀
禰
と
す
る
長
川
（
長
河
・
中
川
）
党
（
流
鏑
馬
願
主
人
は
隔
年
）
筒
井
氏
を
刀
禰
と
す
る
乾
（
戌
亥
）
脇
党
（
流
鏑
馬
願
主
人
は
五
年
に
一
度
）
楢
原
氏
を
刀
禰
と
す
る
南
党
　
　
　
　
　
（
流
鏑
馬
願
主
人
は
五
年
に
一
度
）
　
後
に
は
、
か
つ
て
興
福
寺
領
平
田
の
荘
官
で
あ
っ
た
萬
財
・
布
施
・
高
田
氏
を
中
心
と
す
る
平
田
党
も
成
立
し
、
隔
年
に
流
鏑
馬
願
主
人
を
勤
仕
す
る
よ
う
　
　
（
1
0
）
に
な
る
。
　
流
鏑
馬
頭
役
を
勤
仕
す
る
願
主
人
の
組
合
せ
は
、
毎
年
勤
仕
す
る
散
在
党
を
中
心
と
し
て
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
き
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
変
動
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
願
主
人
二
党
の
組
合
せ
の
例
が
、
　
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
上
巻
（
7
）
二
番
ノ
願
主
心
得
ヘ
キ
事
L
の
項
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
年
は
、
長
川
・
長
谷
川
の
組
合
せ
の
と
こ
ろ
、
長
谷
川
党
の
願
主
人
味
間
氏
が
勤
め
ず
、
長
川
・
散
在
の
組
合
せ
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
同
項
に
は
、
平
田
党
と
乾
（
脇
）
党
の
組
合
せ
も
見
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
ま
た
、
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
の
「
春
日
社
若
宮
祐
臣
祭
礼
記
」
に
は
、
流
鏑
馬
十
騎
の
内
、
芳
野
二
騎
、
箸
尾
二
騎
の
記
載
が
あ
り
、
既
に
こ
れ
以
前
よ
り
二
組
の
組
合
せ
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
　
従
来
、
流
鏑
馬
行
事
自
体
の
研
究
は
、
武
家
故
実
と
し
て
の
作
法
の
研
究
が
主
で
あ
っ
た
が
、
最
近
、
神
事
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
流
鏑
馬
行
事
の
研
究
が
、
鴇
田
泉
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
論
旨
を
以
下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
　
　
（
1
2
）
て
い
る
。
　
　
院
政
期
に
記
録
上
初
め
て
現
わ
れ
て
き
た
流
鏑
馬
は
、
中
央
に
お
い
て
院
の
主
催
　
す
る
城
南
寺
祭
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
遊
興
の
域
に
と
ど
ま
ら
　
ず
、
行
事
と
し
て
成
立
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
す
で
に
朝
廷
で
行
わ
れ
　
　
て
い
た
「
騎
射
」
の
伝
統
を
継
承
し
た
側
面
は
あ
っ
て
も
、
む
し
ろ
在
地
に
お
い
て
　
射
芸
・
あ
る
い
は
神
事
と
し
て
発
達
し
て
き
た
も
の
を
新
た
に
取
り
入
れ
、
再
編
・
　
整
備
し
て
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
意
義
は
、
院
の
下
で
　
流
鏑
馬
を
北
面
衆
に
勤
仕
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
院
の
側
近
勢
力
の
結
集
を
図
っ
て
　
　
い
く
と
共
に
、
在
地
と
の
結
合
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
院
の
行
事
の
な
か
で
成
立
し
た
流
鏑
馬
は
、
鳥
羽
院
政
期
に
盛
ん
　
と
な
っ
た
が
、
後
白
河
院
政
期
に
入
っ
て
院
の
本
拠
が
鳥
羽
殿
か
ら
移
動
す
る
こ
と
　
に
よ
り
城
南
寺
祭
が
す
た
れ
て
い
く
と
、
今
度
は
後
白
河
院
に
よ
っ
て
新
た
に
始
行
　
さ
れ
た
新
日
吉
小
五
月
会
の
中
核
行
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
や
が
て
鎌
倉
時
代
に
　
入
っ
て
か
ら
も
、
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
新
日
吉
小
五
月
会
は
受
け
継
が
れ
、
院
の
行
　
事
と
し
て
の
性
格
は
一
層
強
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
　
鴇
田
氏
の
論
の
中
心
は
、
流
鏑
馬
は
在
地
の
住
人
の
間
で
発
達
し
て
き
た
芸
能
で
、
そ
れ
が
院
に
よ
っ
て
神
事
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
で
は
、
春
日
若
宮
祭
礼
の
場
合
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
若
宮
會
目
録
』
序
に
は
「
鎌
倉
八
幡
ノ
若
宮
ノ
會
ウ
ツ
サ
レ
ケ
リ
」
と
あ
り
、
鶴
岡
八
幡
の
流
鏑
馬
が
春
日
若
宮
祭
礼
の
源
流
で
あ
る
と
い
う
願
主
人
の
認
識
が
指
摘
で
き
る
。
　
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
下
巻
（
3
）
夜
宮
流
鏑
馬
事
の
項
に
は
、
長
川
流
流
鏑
馬
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
流
鏑
馬
は
武
田
・
小
笠
原
家
の
流
派
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
承
し
て
き
た
。
若
宮
祭
礼
は
元
弘
年
中
（
二
一
三
＝
～
四
）
よ
り
永
徳
元
年
（
二
二
八
一
）
の
五
十
年
弱
の
間
に
二
十
八
年
（
回
）
も
行
わ
れ
な
い
年
が
あ
っ
た
。
自
然
と
流
鏑
馬
の
師
匠
も
い
な
く
な
っ
た
。
永
徳
年
中
（
一
三
八
一
～
四
）
よ
り
の
流
鏑
馬
は
、
武
田
・
小
笠
原
流
を
取
り
合
わ
せ
て
独
自
の
長
川
流
流
鏑
馬
と
な
っ
た
。
　
春
日
若
宮
祭
礼
に
お
け
る
流
鏑
馬
は
、
祭
礼
創
始
の
保
延
二
年
よ
り
行
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
て
い
た
。
　
『
若
宮
祭
禮
記
』
に
は
、
興
福
寺
別
会
五
師
の
奉
行
す
る
同
年
八
月
三
日
付
の
大
衆
倉
議
の
差
定
状
が
記
さ
れ
、
春
日
社
司
ら
に
流
鏑
馬
馬
場
の
俘
結
い
が
課
さ
れ
て
い
る
。
流
鏑
馬
の
み
な
ら
ず
、
十
列
馬
・
茎
・
一
物
・
細
男
・
田
楽
・
競
馬
・
相
撲
・
勝
負
舞
（
舞
楽
）
が
既
に
揃
っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
書
に
は
、
　
「
射
流
鏑
馬
十
騎
國
中
住
人
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
流
鏑
馬
は
大
和
国
中
よ
り
馳
せ
あ
つ
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
『
類
聚
世
要
抄
』
巻
十
四
の
九
月
の
巻
に
は
、
一
乗
院
の
「
玄
覚
僧
正
日
記
」
を
引
用
し
て
保
延
三
年
の
祭
礼
渡
り
物
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
も
「
流
鏑
馬
十
騎
國
中
武
者
役
」
と
あ
り
、
鴇
田
氏
の
論
の
通
り
若
宮
祭
礼
創
始
時
よ
り
在
地
の
流
鏑
馬
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
春
日
若
宮
祭
礼
の
形
態
ー
神
幸
や
風
流
・
渡
り
物
（
芸
能
）
の
形
態
ー
が
、
創
始
よ
り
整
っ
て
い
る
理
由
を
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
論
考
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
、
永
島
氏
は
は
っ
き
り
伝
播
経
路
を
指
摘
し
た
。
そ
の
祖
型
を
京
都
の
舐
園
御
霊
会
と
し
、
漸
次
整
っ
て
宇
治
離
宮
祭
に
展
開
し
て
い
き
、
『
中
右
記
』
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
五
月
八
日
条
に
記
さ
れ
た
、
巫
女
・
馬
長
・
一
物
・
田
楽
・
散
楽
・
雑
芸
・
競
馬
が
揃
っ
た
形
態
に
な
っ
た
、
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
る
。
そ
し
て
、
春
日
若
宮
祭
礼
は
宇
治
離
宮
祭
を
な
ら
っ
た
、
と
結
論
す
る
。
　
ま
た
、
鴇
田
氏
は
『
殿
暦
』
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
五
月
八
・
九
日
条
よ
り
、
宇
治
離
宮
祭
に
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
前
述
『
中
右
記
』
の
雑
芸
の
な
か
に
は
流
鏑
馬
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
測
し
た
上
で
、
「
宇
治
離
宮
祭
は
宇
治
周
辺
地
域
の
住
人
の
芸
能
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
が
流
鏑
馬
の
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（
1
6
）
原
型
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
考
察
す
る
。
　
従
来
、
あ
い
ま
い
に
考
え
ら
れ
て
い
た
問
題
だ
け
に
、
そ
の
成
果
は
貴
重
で
あ
る
。
　
但
し
、
宇
治
離
宮
祭
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
て
、
東
大
寺
の
鎮
守
社
八
幡
社
の
祭
礼
で
あ
る
転
害
会
の
風
流
と
の
関
係
も
視
野
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
は
流
鏑
馬
の
伝
書
で
あ
り
技
術
的
な
記
述
が
多
い
が
、
武
芸
と
し
て
の
流
鏑
馬
は
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
芸
能
と
し
て
見
倣
さ
れ
た
。
中
世
芸
能
者
の
目
か
ら
見
た
武
士
・
武
芸
に
対
す
る
観
念
の
一
斑
を
、
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
金
春
禅
竹
の
『
明
宿
集
』
に
み
て
と
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
　
　
河
勝
ノ
御
子
三
人
、
一
人
ニ
ワ
武
ヲ
伝
工
、
一
人
ニ
ワ
伶
人
ヲ
伝
工
、
一
人
ニ
ワ
　
　
猿
楽
ヲ
伝
フ
。
武
芸
ヲ
伝
工
給
フ
子
孫
、
今
ノ
大
和
ノ
長
谷
川
党
コ
レ
ナ
リ
。
伶
　
　
人
ヲ
伝
工
給
フ
子
孫
、
河
内
天
王
寺
伶
人
根
本
也
。
　
（
中
略
）
猿
楽
ノ
子
孫
、
当
　
　
座
円
満
井
金
春
大
夫
ナ
リ
。
　
長
谷
川
党
・
天
王
寺
伶
人
・
金
春
大
夫
が
同
列
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
中
世
芸
能
と
し
て
の
武
芸
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
若
宮
會
目
録
』
・
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
は
共
に
写
本
で
あ
る
。
『
若
宮
會
目
録
』
の
成
立
は
、
同
書
（
2
3
）
中
綱
仕
丁
付
事
の
項
に
、
「
往
古
ヨ
リ
雁
仁
年
中
ノ
比
マ
テ
ハ
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
応
仁
（
一
四
六
七
～
九
）
年
間
以
降
の
成
立
で
、
書
写
年
代
は
室
町
後
期
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
書
に
お
け
る
若
宮
祭
礼
の
祭
日
は
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
そ
の
内
容
よ
り
長
谷
川
党
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
同
書
（
1
）
願
主
人
を
き
め
る
集
会
が
長
谷
川
党
の
氏
寺
で
あ
る
法
貴
寺
（
そ
の
跡
は
現
在
の
磯
城
郡
田
原
本
町
）
で
行
わ
れ
、
　
（
2
）
差
定
案
文
の
発
給
は
長
谷
川
党
の
公
文
で
あ
り
、
　
（
6
）
六
月
一
日
に
法
貴
寺
天
満
宮
へ
参
り
神
楽
を
催
し
、
　
（
9
～
1
2
）
九
月
十
九
日
の
法
貴
寺
の
神
事
の
宵
宮
に
神
楽
・
流
鏑
馬
を
行
い
、
　
（
2
1
）
十
二
月
二
十
六
日
の
春
日
若
宮
祭
礼
の
際
は
、
法
貴
寺
天
満
宮
に
集
合
し
て
奈
良
に
向
か
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
は
、
　
『
若
宮
會
目
録
』
と
同
人
の
筆
に
な
る
が
、
原
本
の
成
立
は
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
で
あ
る
。
同
書
に
記
さ
れ
た
若
宮
祭
礼
日
は
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
り
、
こ
れ
は
長
川
党
の
記
録
で
あ
る
。
　
長
川
党
の
呼
称
は
盟
主
で
あ
る
箸
尾
氏
の
本
貫
長
河
荘
に
ち
な
み
、
現
在
、
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
萱
野
・
的
場
・
弁
財
天
に
わ
た
る
城
跡
（
箸
尾
城
）
を
拠
点
に
し
た
。
　
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
下
巻
（
6
）
条
で
は
願
主
人
の
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
、
一
乗
院
方
国
民
で
あ
り
、
応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
の
二
乗
院
坊
人
用
銭
・
給
分
支
配
状
L
　
（
天
理
図
書
館
保
井
文
庫
）
に
よ
る
と
、
長
河
荘
執
行
職
・
検
断
職
に
あ
っ
て
荘
内
に
多
く
の
名
田
を
も
っ
　
　
（
1
8
）
て
い
た
。
同
書
に
は
、
長
河
荘
名
主
職
と
し
て
、
広
瀬
与
楽
寺
が
み
え
る
が
、
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『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
上
巻
（
2
6
）
条
に
よ
る
と
、
広
瀬
市
に
お
け
る
流
鏑
馬
の
後
宴
が
与
楽
寺
で
行
わ
れ
る
と
あ
る
。
　
　
『
若
宮
會
目
録
』
・
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
共
、
現
在
天
理
図
書
館
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
、
　
『
春
日
若
宮
御
祭
禮
之
事
』
と
し
て
、
今
中
廣
俊
に
よ
っ
て
合
綴
さ
れ
て
伝
来
し
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年
以
来
斎
藤
美
澄
氏
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
、
大
正
三
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
大
和
誌
料
』
に
は
、
　
『
中
川
流
鏑
馬
日
記
』
と
さ
れ
、
「
川
東
村
大
字
唐
古
住
今
中
氏
蔵
、
今
中
氏
ハ
長
谷
川
薫
ノ
後
也
」
と
割
註
が
あ
り
、
当
時
は
式
下
郡
川
東
村
住
長
谷
川
党
の
後
畜
今
中
氏
に
伝
来
し
て
い
た
。
後
、
北
葛
城
郡
王
子
町
の
考
古
・
歴
史
研
究
者
保
井
芳
太
郎
氏
に
帰
し
た
。
昭
和
十
五
年
大
和
国
史
学
会
よ
り
『
保
井
家
古
文
書
目
録
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
（
永
島
福
太
郎
氏
作
成
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
同
目
録
番
号
一
〇
一
に
『
長
川
流
鏑
馬
注
進
日
記
爲
』
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
古
文
書
群
は
、
大
和
国
内
を
中
心
と
す
る
元
和
・
寛
永
以
前
の
中
世
文
書
約
五
千
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
昭
和
二
十
年
天
理
図
書
館
の
所
蔵
と
な
り
、
保
井
文
庫
と
し
て
収
蔵
さ
れ
　
　
（
2
0
）
て
い
る
。
　
な
お
、
『
若
宮
會
目
録
』
に
関
し
て
は
、
前
述
『
大
和
誌
料
』
、
改
定
『
大
和
誌
料
』
　
（
昭
和
十
九
年
刊
）
に
翻
刻
さ
れ
た
が
、
序
文
が
省
か
れ
て
い
る
上
に
誤
り
も
若
干
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
。
近
世
の
流
鏑
馬
伝
書
で
あ
る
『
類
聚
流
鏑
馬
次
第
』
に
は
、
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
が
引
用
さ
れ
、
『
長
谷
川
流
鏑
馬
日
記
』
と
称
す
る
混
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
　
『
若
宮
會
目
録
』
が
長
谷
川
党
の
記
事
の
故
に
お
こ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
　
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
は
、
中
世
大
和
武
士
団
研
究
に
あ
た
り
最
適
な
史
料
で
あ
る
た
め
、
奈
良
県
の
市
町
村
史
に
部
分
的
に
引
用
さ
れ
た
り
、
　
『
奈
良
県
の
地
名
』
　
（
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
に
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
　
両
史
料
と
も
、
武
家
故
実
・
有
職
故
実
を
始
め
、
服
忌
令
、
装
束
、
神
撰
、
神
器
な
ど
広
範
な
知
識
な
し
に
は
注
釈
・
解
釈
が
不
可
能
で
あ
る
。
本
来
、
注
釈
も
合
わ
せ
て
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
の
能
力
不
足
の
故
本
稿
で
は
翻
刻
の
み
に
留
め
、
注
釈
・
研
究
は
以
後
に
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
註（
1
）
　
永
島
福
太
郎
氏
「
春
日
若
宮
祭
と
一
っ
物
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
第
九
七
号
、
芸
　
　
能
史
研
究
会
、
一
九
八
七
年
）
（
2
）
　
永
島
福
太
郎
氏
「
播
州
の
神
事
稚
児
『
一
っ
物
』
」
（
『
兵
庫
県
の
歴
史
』
第
二
　
　
十
三
号
、
兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）
（
3
）
笹
田
治
人
編
「
内
閣
文
庫
所
蔵
本
興
福
寺
年
中
行
事
（
三
）
」
（
『
大
和
文
化
研
　
　
究
』
一
九
六
七
年
十
月
号
、
大
和
文
化
研
究
会
）
（
4
）
豊
田
武
氏
「
中
世
に
於
け
る
神
社
の
祭
祀
組
織
に
つ
い
て
」
（
『
宗
教
制
度
史
　
　
豊
田
武
著
作
集
第
五
巻
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
（
5
）
　
稲
葉
伸
道
氏
「
鎌
倉
期
の
興
福
寺
寺
僧
集
団
に
つ
い
て
」
（
『
年
報
中
世
史
研
　
　
究
』
第
十
三
号
、
一
九
八
八
年
）
（
6
）
渡
辺
澄
夫
氏
「
興
福
寺
六
方
衆
の
研
究
」
（
『
増
訂
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
』
下
　
　
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）
（
7
）
永
島
福
太
郎
氏
「
春
日
臨
時
祭
芸
能
記
録
解
題
」
（
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
　
　
成
』
第
二
巻
田
楽
・
猿
楽
、
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）
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（
8
）
　
折
口
信
夫
氏
は
、
願
主
人
を
「
祭
り
を
し
て
も
ら
う
人
で
、
祭
り
を
行
っ
た
効
　
　
果
は
全
体
の
人
が
受
け
る
の
だ
が
、
そ
の
効
果
を
自
分
が
第
一
に
ま
と
も
に
受
け
　
　
た
い
と
願
う
人
」
と
表
現
し
て
い
る
。
　
（
「
春
日
若
宮
御
祭
の
研
究
」
『
新
訂
折
口
　
　
信
夫
全
集
』
第
十
七
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
）
（
9
）
『
改
訂
大
和
史
料
』
上
巻
、
天
理
時
報
社
、
一
九
四
四
年
（
1
0
）
・
（
1
1
）
「
若
宮
祭
と
大
和
武
士
」
（
『
広
陵
町
史
』
、
町
史
編
纂
室
、
一
九
六
五
　
　
年
）
（
1
2
）
　
鴇
田
泉
氏
「
流
鏑
馬
行
事
の
成
立
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
　
　
第
四
十
巻
、
一
九
八
七
年
）
（
1
3
）
　
永
島
福
太
郎
氏
校
注
『
神
道
体
系
神
社
編
春
日
』
　
（
神
道
体
系
編
纂
会
、
一
九
　
　
八
五
年
）
（
1
4
）
　
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
成
賛
堂
文
庫
大
乗
院
文
書
（
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
レ
　
　
ク
チ
グ
ラ
フ
に
よ
る
）
（
1
5
）
　
注
（
1
）
・
（
2
）
に
同
じ
。
（
1
6
）
　
注
（
1
1
）
に
同
じ
。
（
1
7
）
『
日
本
思
想
体
系
　
世
阿
弥
　
禅
竹
』
（
表
章
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
　
　
年
）
（
1
8
）
『
奈
良
県
の
地
名
』
箸
尾
城
跡
の
項
、
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
（
1
9
）
　
永
島
福
太
郎
氏
「
春
日
社
興
福
寺
文
書
」
（
『
國
學
院
雑
誌
』
第
八
十
巻
十
一
　
　
号
、
一
九
七
九
年
）
（
2
0
）
富
永
牧
太
氏
「
参
考
館
史
の
一
と
コ
マ
ー
二
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
」
（
『
天
理
　
　
参
考
館
四
十
年
史
』
、
一
九
七
三
年
）
『
若
宮
會
目
録
』
・
『
長
川
流
鏑
馬
圓
記
』
（天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
翻
刻
第
五
一
（表
紙
）
一号
）
春
日
若
宮
役
事
春
日
若
宮
御
祭
禮
之
事
今
中
廣
俊
一保
井
文
庫
＝
　
　
若
宮
會
目
録
序
日
夫
春
日
若
宮
祭
礼
之
傳
聞
根
元
恭
モ
彼
ノ
四
所
大
明
神
ト
奉
申
者
河
内
國
平
岡
ヨ
リ
神
護
慶
雲
年
中
・
一
當
國
三
笠
山
ニ
ヤ
ウ
カ
ウ
ナ
ラ
セ
給
フ
抑
奉
尋
大
宮
ノ
御
本
地
つ
釈
迦
薬
師
地
蔵
観
音
ニ
テ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
然
二
大
慈
大
悲
ノ
御
恵
フ
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カ
ウ
シ
テ
衆
生
ヲ
利
シ
給
フ
其
後
経
歳
月
於
當
宮
一
一
其
キ
ス
イ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
テ
王
子
御
出
生
L
シ
タ
マ
ウ
今
ノ
若
宮
殿
是
ナ
リ
御
本
地
ハ
大
聖
文
殊
一
一
テ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
其
外
末
社
山
上
山
下
ニ
ア
ト
ヲ
タ
レ
給
フ
彼
諸
神
ノ
御
名
ハ
マ
チ
〈
ナ
リ
ト
申
セ
ト
モ
何
モ
大
慈
悲
萬
行
ノ
御
チ
カ
イ
難
有
カ
リ
ケ
ル
御
事
也
愛
二
當
社
中
ノ
人
々
興
福
寺
奉
初
雨
門
跡
つ
井
諸
院
家
寺
僧
衆
徒
國
民
等
各
得
其
意
つ
天
下
ナ
ラ
ヒ
ナ
ラ
ヒ
ナ
キ
大
神
事
ヲ
執
行
ア
リ
此
神
事
ヲ
鎌
倉
八
幡
ノ
若
宮
ノ
會
ウ
ッ
サ
レ
ケ
リ
サ
レ
ハ
彼
神
事
L
ハ
中
古
ヨ
リ
タ
イ
テ
ン
ア
ル
ト
云
也
頼
哉
当
社
ノ
祭
礼
ハ
昔
ヨ
リ
猶
相
マ
サ
リ
テ
毎
事
結
構
二
取
ヲ
コ
ナ
イ
給
フ
コ
ト
誠
目
出
タ
カ
リ
ケ
ル
御
威
光
ト
カ
ヤ
抑
御
祭
礼
執
行
ト
者
是
人
間
ノ
ナ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ス
添
モ
和
光
同
塵
ノ
御
方
便
三
ア
一
切
衆
生
ヲ
サ
イ
ト
シ
給
ハ
ン
カ
為
也
殊
・
一
彼
願
主
奉
勤
タ
ル
仁
体
ニ
ヲ
ヰ
テ
ハ
忽
二
蒙
神
明
ノ
御
加
護
つ
現
世
ニ
テ
ハ
家
門
繁
昌
武
運
長
久
子
孫
繁
栄
福
寿
円
満
所
願
満
足
セ
シ
メ
又
来
世
三
ア
ハ
」
（
1
）
（
2
）
　
全
ク
悪
所
ニ
ヲ
ト
シ
給
ハ
ス
極
楽
浄
土
二
迎
ヘ
タ
　
マ
フ
コ
ト
ウ
タ
カ
イ
ナ
シ
同
又
彼
神
事
二
供
奉
ノ
人
々
此
庭
二
連
タ
ル
貴
賎
ノ
輩
其
外
鳥
類
　
チ
ク
ル
イ
ニ
至
マ
テ
悉
以
御
サ
イ
ト
ニ
頼
テ
草
木
國
土
悉
皆
成
佛
ウ
タ
カ
イ
ナ
シ
相
構
テ
〈
末
世
末
代
ノ
人
々
イ
ヨ
〈
信
力
ヲ
ヲ
コ
シ
毎
年
ソ
ノ
タ
シ
ナ
ミ
ヲ
ハ
ケ
マ
シ
可
致
精
誠
給
者
也
伍
記
録
如
件
L
一
當
年
願
主
請
取
事
二
月
中
二
法
貴
寺
氏
人
等
成
集
會
↓
其
藤
次
　
ニ
マ
カ
セ
サ
シ
定
也
願
主
杏
之
仁
躰
モ
ト
ヨ
リ
其
心
カ
ケ
有
ア
ヰ
タ
吉
日
ヲ
モ
ツ
テ
何
ノ
日
請
取
ベ
キ
由
公
文
方
へ
云
也
彼
使
ハ
公
人
ヲ
ツ
カ
バ
サ
ル
願
主
ノ
分
限
ニ
ヨ
ッ
テ
種
e
ニ
モ
テ
ナ
シ
テ
引
出
物
ニ
ア
ル
イ
ハ
太
刀
或
ハ
料
足
ト
ラ
シ
テ
返
事
ヲ
渡
ス
然
二
此
日
流
鏑
馬
ノ
射
手
御
師
願
主
ノ
一
家
一
門
ヲ
シ
ヤ
ウ
シ
申
テ
酒
ヲ
モ
ル
也
祝
言
ノ
初
也
何
・
三
可
祝
事
也
」
一
自
寺
本
差
状
之
案
文
営
年
若
宮
之
御
祭
礼
願
主
役
事
任
藺
次
二
差
定
申
候
目
出
可
致
勤
仕
之
由
衆
80
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（
3
）
（
4
）
儀
評
定
候
也
恐
≧
謹
言
　
　
二
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
公
文
名
判
願
主
之
名
字
　
　
　
　
御
宿
所
同
返
事
之
案
文
若
宮
之
御
祭
礼
願
主
役
之
儀
私
杏
之
由
承
候
意
得
申
候
　
　
錐
爲
如
形
目
出
可
」
奉
勤
仕
之
由
可
有
御
披
露
候
也
恐
〉
謹
言
　
　
乃
冠
　
　
　
　
　
　
　
願
主
　
長
谷
川
公
文
殿
御
返
報
一
願
主
自
請
取
可
心
精
進
事
請
取
テ
ヨ
リ
出
陣
セ
ス
ケ
カ
レ
タ
ル
所
へ
不
入
又
ケ
カ
レ
タ
ル
人
ヲ
家
ノ
内
へ
不
入
但
服
者
ナ
ン
ト
ハ
六
月
　
マ
テ
ハ
凡
ソ
ク
ル
シ
カ
ラ
サ
ル
欺
一
所
ξ
へ
助
成
可
申
事
纏
而
以
テ
吉
日
↓
ス
ル
〈
ト
誇
取
給
フ
ヘ
キ
人
ノ
所
へ
行
テ
L
助
成
ヲ
云
ソ
ム
ル
ナ
リ
揚
　
随
兵
先
打
ナ
ン
ト
ノ
太
儀
ナ
ル
役
者
ヲ
イ
カ
ニ
モ
〈
急
申
定
ヘ
シ
但
去
年
ノ
祭
礼
過
ハ
則
杏
ノ
仁
ハ
ソ
ノ
心
カ
ケ
ア
ル
間
ウ
ケ
ト
ラ
サ
ル
前
ヨ
リ
モ
其
器
量
二
伍
テ
契
約
ア
ル
コ
ト
有
也
（
5
）
惣
テ
月
日
ノ
立
コ
ト
ハ
ホ
ト
モ
ナ
シ
次
第
く
二
役
者
井
カ
ケ
物
以
下
何
レ
ヲ
モ
人
々
二
申
契
約
ス
ヘ
シ
彼
助
成
ノ
シ
ツ
タ
ウ
ナ
ン
ト
ハ
委
細
他
本
ニ
シ
ル
セ
リ
一
願
主
精
進
初
之
事
五
月
晦
日
二
立
田
ノ
塩
瀬
ニ
テ
コ
リ
ヲ
カ
キ
給
フ
ヘ
シ
」
彼
ト
コ
ロ
へ
新
キ
ヒ
シ
ヤ
ク
コ
リ
カ
タ
ヒ
ラ
ウ
ハ
シ
キ
ヲ
　
モ
タ
ス
ル
ナ
リ
サ
テ
塩
瀬
ノ
御
エ
ヒ
ス
へ
参
銭
同
　
ハ
ラ
ヒ
シ
タ
ル
御
子
ニ
モ
料
足
百
文
又
ハ
ニ
百
文
ツ
ム
マ
イ
ラ
ス
最
下
ノ
願
主
ハ
人
別
二
一
文
ツ
ふ
バ
カ
リ
マ
イ
ラ
　
ス
ル
ナ
リ
同
彼
在
所
ノ
茶
屋
三
プ
伴
衆
ユ
モ
茶
ヲ
ノ
　
マ
セ
テ
チ
ヤ
ノ
銭
ヲ
置
ナ
リ
同
ク
一
家
中
精
進
ノ
事
コ
リ
カ
キ
ニ
行
マ
エ
ヨ
リ
服
者
月
水
ノ
女
等
悉
ク
出
シ
テ
御
湯
ヲ
ツ
カ
バ
セ
高
シ
メ
ヲ
引
ヘ
シ
今
日
　
ヨ
リ
彼
シ
メ
ヨ
リ
内
へ
重
服
軽
服
ト
モ
ニ
入
ヘ
カ
ラ
ス
願
主
」
人
ハ
則
今
日
ヨ
リ
烏
帽
子
ヲ
召
給
ヰ
コ
モ
ヲ
ア
テ
飲
事
二
火
ヲ
打
懸
別
火
別
座
敷
ノ
儀
式
タ
リ
塩
田
石
ヲ
取
テ
来
テ
日
コ
リ
ヲ
カ
キ
給
フ
ヘ
シ
又
余
所
へ
行
給
テ
人
ノ
内
へ
入
タ
マ
フ
共
若
ケ
カ
レ
　
ナ
ン
ト
ノ
行
フ
レ
ナ
キ
在
所
ヲ
ヨ
ク
〈
キ
ふ
テ
御
入
　
ア
ル
ヘ
シ
但
シ
服
者
ノ
内
ニ
ア
ル
ハ
ク
ル
シ
カ
ラ
サ
ル
ト
云
サ
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（
6
）
リ
ナ
カ
ラ
家
主
ノ
服
者
ナ
ラ
バ
其
門
ヨ
リ
内
へ
入
レ
ヘ
カ
ラ
ス
一
⊥ハ
月
一
日
御
社
参
ノ
事
」
先
法
貴
寺
天
満
宮
へ
毎
月
マ
イ
リ
給
テ
御
神
楽
在
之
則
ミ
キ
ヲ
祝
イ
給
フ
御
神
楽
銭
ハ
願
主
ノ
分
限
二
伍
テ
多
少
ア
リ
最
下
ハ
六
月
　
マ
イ
リ
ト
八
月
ト
九
月
十
八
日
ト
十
一
月
廿
六
日
ト
此
四
度
ハ
米
一
斗
ツ
ふ
ナ
リ
其
外
ノ
月
マ
イ
リ
ニ
ハ
三
升
ツ
ふ
ナ
リ
是
ハ
地
下
ニ
テ
ヨ
ク
く
ノ
無
力
ナ
ル
願
主
ノ
サ
タ
ナ
リ
ヨ
ソ
ヨ
リ
ノ
願
主
二
如
此
日
記
シ
ツ
タ
ウ
ユ
メ
〈
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
同
奈
良
三
ア
タ
チ
カ
ラ
ヲ
ノ
御
前
ヨ
リ
サ
ル
サ
ハ
ノ
」
池
ノ
ハ
タ
ヨ
リ
ワ
キ
ノ
坂
ヘ
ト
ヲ
リ
給
フ
ヘ
シ
南
大
門
ヲ
ス
ク
ニ
馬
三
ア
通
ル
事
ハ
御
祭
礼
二
両
日
ナ
ラ
テ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
サ
テ
コ
マ
ツ
ナ
キ
三
ア
下
馬
シ
給
ヘ
ハ
ニ
ノ
鳥
居
二
祢
宜
マ
チ
申
テ
ハ
ラ
ヰ
殿
ヨ
リ
案
内
者
ヲ
申
ス
也
大
宮
殿
ニ
テ
願
主
エ
ン
サ
ノ
上
二
祈
念
シ
給
ヘ
ハ
御
師
御
幣
ヲ
三
ヘ
イ
ヰ
タ
ふ
カ
セ
マ
イ
ラ
ス
ル
一
騎
別
二
一
ヘ
イ
宛
也
分
限
ア
ル
願
主
ハ
神
馬
ヲ
マ
イ
ラ
セ
給
フ
其
後
若
宮
殿
へ
参
（
7
）
（
8
）
リ
給
テ
拝
屋
ノ
エ
ン
サ
ノ
上
二
祈
念
ア
リ
是
モ
L
次
第
サ
キ
ノ
コ
ト
シ
サ
テ
一
拝
殿
へ
御
神
楽
銭
ヲ
　
マ
イ
ラ
ス
或
ハ
八
乙
女
ヲ
立
給
モ
ア
リ
或
ハ
乱
拍
子
ヲ
マ
ハ
セ
申
サ
ル
ふ
モ
ア
リ
或
ハ
常
ノ
御
神
楽
バ
カ
リ
マ
ヰ
ラ
セ
給
モ
ア
リ
又
両
社
井
諸
社
へ
参
銭
ア
ル
ヘ
シ
同
御
師
へ
御
幣
ノ
布
施
ア
リ
一
　
コ
ン
ノ
礼
銭
下
行
ア
リ
其
ノ
外
ケ
ヰ
エ
イ
衆
ノ
中
ヘ
モ
料
足
ヲ
出
シ
給
フ
也
一
流
鏑
馬
射
初
事
六
月
社
参
下
向
之
日
則
馬
場
へ
出
給
テ
三
度
」
引
渡
也
同
鞍
懸
ナ
ラ
シ
ヲ
モ
ヲ
シ
ヘ
ソ
メ
ケ
リ
但
シ
若
日
暮
ル
ふ
コ
ト
ア
ラ
バ
以
後
ナ
リ
ト
モ
吉
日
ヲ
以
テ
何
モ
サ
セ
ソ
メ
ラ
ル
ヘ
シ
流
鏑
馬
ヲ
シ
ユ
ル
次
第
他
本
二
注
置
上
ハ
不
能
一
二
者
也
一
法
貴
寺
之
神
事
用
意
事
彼
神
事
二
御
幣
之
入
目
井
一
コ
ン
ノ
注
文
公
文
方
ヨ
リ
兼
日
ニ
ツ
カ
ハ
ス
ナ
リ
彼
注
文
ハ
昔
ヨ
リ
ア
リ
付
タ
ル
日
記
也
ソ
レ
バ
カ
タ
ノ
コ
ト
ク
ナ
リ
此
他
イ
カ
程
モ
サ
ケ
サ
カ
ナ
ヲ
ホ
ン
ソ
ウ
ア
リ
テ
申
L
給
ナ
リ
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（
9
）
（1
0
）
（1
1
）
一
九
月
十
九
日
神
事
等
之
事
然
ハ
十
八
日
夜
宮
参
シ
給
テ
御
神
楽
マ
イ
ラ
セ
其
マ
ふ
ス
ク
・
一
流
鏑
馬
ア
リ
サ
テ
客
坊
へ
奉
行
人
ア
マ
タ
留
リ
ヨ
ヰ
ニ
タ
イ
ト
毛
立
共
モ
タ
セ
ラ
ル
ふ
ヲ
　
　
　
　
　
シ
請
取
テ
サ
テ
キ
ニ
夜
ノ
ウ
チ
ニ
カ
キ
立
テ
置
也
彼
膳
数
昔
ハ
百
六
十
膳
ナ
リ
今
比
ハ
百
廿
膳
バ
カ
リ
ニ
テ
ア
ル
也
サ
ル
程
二
辰
ノ
時
ノ
出
仕
也
御
杯
マ
イ
ル
鳥
ノ
コ
一
一
テ
五
コ
ン
マ
イ
ル
其
後
マ
ナ
」
イ
タ
物
三
ア
三
コ
ン
サ
テ
乱
酒
ニ
ナ
ル
一
藤
ノ
前
へ
願
主
シ
ャ
ク
ニ
立
給
フ
又
一
蕗
其
他
願
主
ノ
マ
　
へ
ふ
立
給
フ
御
杯
ト
モ
末
へ
悉
ク
ト
ヲ
リ
テ
一
同
　
・
一
座
敷
ヲ
立
給
フ
ナ
リ
一
揚
張
替
用
意
之
事
一
御
幣
注
文
好
⇔
ヨ
本
に
珊
柏
が
〃
仁
口
ρ
醐
糟
ン
形
リ
一
揚
之
道
具
醐
短
水
秤
か
埠
法
二
”
刈
ヲ
ヒ
ツ
ル
マ
キ
タ
ふ
ミ
ヲ
ヒ
　
　
　
　
㍍
↓
キ
。
霧
烏
努
ロ
フ
ガ
ッ
巳
詫
ハ
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ノ
ト
一
張
替
之
道
具
桐
疏
タ
洞
岬
嗣
紡
嬢
シ
ゥ
齢
締
ヤ
功
ヵ
ナ
カ
泣
”
”
ン
ツ
　
　
　
　
　
馬
ク
ラ
　
フ
サ
　
ウ
チ
マ
セ
一
當
色
二
人
和
舶
諺
澗
碧
＃
地
ル
一
渡
リ
馬
場
之
會
次
第
（1
2
）
（1
3
）
（4
1
）
（1
5
）
一
番
御
幣
　
二
番
的
　
三
番
張
替
　
四
番
揚
五
番
願
主
氏
人
等
貯
欄
陸
窃
俳
珊
い
拙
鶴
調
痴
晒
二
一
馬
場
會
之
繭
次
　
一
番
ハ
ふ
ア
カ
リ
　
ニ
番
的
　
三
番
小
揚
口
恥
冠
い
禰
駐
主
四
番
ハ
ふ
ミ
セ
　
五
番
ヤ
フ
サ
メ
三
番
ア
リ
L
其
後
願
主
井
役
人
等
宿
坊
へ
同
道
ア
ツ
テ
一
コ
ン
イ
　
ハ
イ
テ
後
直
垂
ヲ
ヌ
キ
上
下
ヲ
メ
シ
拝
殿
三
ア
猿
楽
ヲ
見
給
也
但
見
物
ハ
随
意
ナ
リ
一
京
上
之
事
十
月
中
二
上
洛
ア
リ
買
物
ノ
注
文
　
一
番
二
新
キ
皮
子
ヲ
カ
ヰ
テ
シ
メ
ヲ
引
テ
御
幣
ノ
ア
ツ
カ
・
三
二
帖
付
絹
　
カ
ケ
絹
　
ピ
サ
ツ
キ
　
小
刀
　
ス
テ
フ
チ
ノ
扇
等
買
給
フ
ナ
リ
又
射
手
ノ
装
束
願
主
ノ
装
束
惣
シ
テ
色
々
ノ
」
買
物
井
揚
ノ
装
束
契
約
的
ヲ
ア
ツ
ラ
へ
先
料
ヲ
ヤ
リ
悉
皆
此
時
事
ヲ
ナ
ス
一
小
精
進
屋
之
事
彼
注
文
ク
ワ
シ
ク
他
本
ニ
ァ
リ
十
一
月
廿
一
日
早
朝
ニ
エ
田
コ
リ
カ
キ
給
フ
塩
田
三
ア
ノ
　
ヤ
ウ
以
前
ノ
コ
ト
シ
同
精
進
屋
用
意
ノ
事
他
本
戸
リ
一
諸
奉
行
人
奈
良
へ
上
可
給
事
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（1
6
）
（1
7
）
（1
8
）
　
廿
日
廿
一
日
ノ
比
ヨ
リ
次
第
く
二
上
リ
テ
其
用
ノ
　
事
ヲ
ナ
シ
給
フ
ヘ
シ
ヲ
ソ
ク
上
テ
ハ
萬
事
取
コ
ミ
テ
　
事
ヲ
カ
ク
コ
ト
ア
ル
ナ
リ
同
大
宿
所
ニ
テ
可
　
入
L
資
材
道
具
借
物
等
之
注
文
イ
ツ
レ
モ
他
本
ニ
ア
リ
一
南
都
精
進
屋
用
意
之
事
　
カ
ハ
ラ
ケ
大
小
　
ホ
ウ
ロ
ク
　
タ
ふ
ミ
　
ヲ
ケ
大
小
ヒ
シ
ャ
ク
大
小
　
カ
ナ
ワ
　
ヒ
ウ
チ
　
イ
ワ
ウ
　
白
タ
イ
　
タ
ラ
イ
　
ウ
ハ
シ
キ
　
コ
ン
ヤ
ク
　
ナ
カ
タ
ナ
　
シ
ヤ
ク
シ
　
ヰ
ふ
ヒ
ツ
　
キ
テ
ウ
シ
一
御
湯
仕
之
事
廿
五
日
ノ
タ
部
地
下
ノ
御
子
ヲ
シ
ヤ
ウ
シ
テ
ツ
カ
ハ
ス
ナ
リ
入
目
ノ
事
　
コ
ノ
時
分
的
ヲ
請
取
ヘ
シ
中
紙
一
帖
白
ソ
ニ
カ
ブ
但
分
限
者
ハ
一
ワ
也
斗
ヲ
ケ
一
　
キ
テ
ウ
シ
一
ヒ
シ
ヤ
ク
一
ウ
ハ
シ
キ
一
枚
タ
ル
一
力
又
ハ
一
カ
モ
出
ス
ヲ
ケ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
テ
モ
出
ス
」
　
フ
セ
一
貫
文
或
ハ
五
百
文
最
下
ハ
三
百
文
ナ
リ
　
湯
カ
タ
ヒ
ラ
コ
レ
ハ
　
フ
ケ
ン
者
ノ
サ
タ
ナ
リ
ツ
ネ
ノ
願
主
バ
カ
タ
ヒ
ラ
湯
カ
マ
ヲ
ハ
ミ
コ
ノ
方
ヨ
リ
モ
タ
セ
テ
キ
タ
ル
ナ
リ
一
御
幣
挿
之
事
廿
六
日
ノ
朝
大
宿
所
へ
御
師
来
テ
ハ
サ
ミ
申
候
御
ヘ
イ
キ
ヌ
ノ
カ
バ
コ
ヲ
取
出
テ
カ
ミ
キ
ヌ
コ
カ
タ
ナ
　
ク
シ
カ
キ
イ
タ
此
二
色
ハ
的
二
付
テ
ヲ
コ
ス
ル
ナ
リ
（1
9
）
斗
桶
三
コ
レ
ニ
白
米
ヲ
入
テ
出
ス
キ
テ
ウ
シ
三
　
ヒ
シ
ヤ
ク
三
ウ
ハ
ム
シ
三
二
枚
　
タ
ル
三
　
九
ス
エ
ノ
膳
三
セ
ン
　
其
他
ネ
キ
ニ
人
　
ニ
モ
ス
エ
テ
酒
ヲ
モ
ル
ナ
リ
ス
エ
サ
カ
ナ
　
ワ
リ
コ
　
チ
マ
キ
　
マ
テ
フ
セ
ハ
拾
貫
文
或
ハ
五
貫
文
或
ハ
三
貫
文
最
下
ハ
一
貫
五
百
文
又
ワ
キ
ネ
キ
ニ
此
三
分
一
バ
カ
リ
出
ス
同
下
部
ニ
モ
百
文
力
二
百
文
　
カ
ト
ラ
ス
ル
ナ
リ
」
一
御
社
へ
進
上
物
之
事
廿
六
日
早
朝
二
御
神
楽
銭
懸
物
御
　
　
境
飯
何
レ
モ
〈
ネ
ン
コ
ロ
ニ
昼
ヨ
リ
其
奉
行
〈
二
仰
付
大
宿
所
ノ
庭
ニ
ソ
ロ
ヘ
ヲ
キ
テ
惣
奉
行
出
給
テ
能
〉
カ
ス
ヲ
色
メ
テ
可
然
中
間
ヲ
ア
マ
タ
奉
行
二
付
テ
ヨ
ミ
ワ
タ
ス
ナ
リ
彼
奉
行
ウ
ケ
取
テ
両
社
へ
渡
申
テ
沙
汰
人
ノ
請
取
ヲ
ト
リ
テ
カ
ヘ
ル
ナ
リ
同
ク
送
状
之
案
料
昏
二
破烏鳥進
籠　目上十一
月
廿
六
日
若
宮
殿
又
。
ク
ノ
御
カ
ク
ラ
ノ
ヲ
ハ
別
壁
ッ
カ
ハ
ス
L
御
樽
　
鵠
　
白
鳥
　
鴻
　
雁
　
鴨
菟
　
　
鯉
　
鮒
　
鯛
　
櫨
　
鮨
折
敷
餅
　
綜
　
以
上
　
　
長
谷
川
名
字
大
宿
所
奉
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
判
84
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（2
0
）
（2
1
）
御
エ
狩
殿
沙
汰
人
御
中
同
大
宮
殿
送
状
モ
今
ノ
コ
ト
ク
カ
キ
テ
大
宮
殿
神
人
御
中
ヘ
ト
カ
ク
一
揚
随
兵
井
諸
役
者
へ
送
状
事
L
御
橦
　
鵠
　
鴻
　
雁
　
金
鳥
　
兎
　
鯉
鮒
　
鯛
　
鮨
　
破
籠
　
折
敷
餅
　
綜
鳥
目
　
以
上
昔
ハ
料
足
ヲ
一
番
ニ
カ
ク
今
ハ
　
　
　
　
　
ヲ
ク
ニ
カ
キ
給
フ
カ
　
　
月
　
日
　
　
長
谷
川
名
字
大
宿
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
行
名
字
御
宿
所
サ
テ
如
此
次
第く
二
送
申
テ
願
主
田
舎
ヨ
リ
御
上
リ
ヲ
待
申
　
的
御
幣
神
馬
ナ
ン
ト
用
意
申
テ
マ
チ
申
ヘ
シ
L
一
願
主
奈
良
入
之
事
廿
六
日
ノ
朝
法
貴
寺
天
満
宮
へ
参
リ
給
フ
揚
張
替
コ
ト
く
ク
出
立
テ
揚
射
手
願
主
拝
殿
二
座
シ
　
給
ヘ
ハ
御
神
楽
マ
イ
ラ
セ
テ
ミ
キ
ヲ
祝
給
フ
傅
　
モ
悉
打
ヨ
リ
テ
客
坊
三
ア
一
コ
ン
ア
リ
サ
カ
ナ
　
ハ
タ
ウ
フ
　
ハ
ス
大
コ
ン
ナ
ン
ト
ス
エ
サ
カ
ナ
ノ
ヤ
ウ
ニ
用
意
（2
2
）
シ
テ
マ
イ
ラ
ス
余
所
・
リ
助
成
ニ
セ
ラ
ル
レ
ハ
一
貫
文
也
然
ハ
ナ
ラ
マ
テ
ノ
馬
打
ノ
次
第
一
番
射
馬
　
二
番
揚
前
打
　
三
番
張
替
三
騎
」
四
番
揚
三
騎
　
五
番
二
行
前
打
　
六
番
願
主
七
番
御
師
　
八
番
博
　
九
番
打
コ
ミ
畑
雛
恥
誇
h
同
大
宿
所
ヨ
リ
御
社
参
ノ
次
第
W
”
徽
申
胡
意
一
番
的
　
二
番
御
幣
　
三
番
助
竹
バ
衿
　
四
番
神
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
セ
ナ
カ
五
番
揚
之
前
打
　
六
番
張
替
三
キ
七
番
揚
三
キ
八
番
　
　
　
　
　
　
　
　
近
来
ハ
前
打
ノ
先
ニ
ウ
ツ
ニ
行
打
　
九
番
願
主
　
十
番
御
師
　
博
　
ウ
チ
コ
ミ
如
此
ノ
次
第
ヲ
折
帯
昌
シ
ル
シ
テ
奉
行
二
傅
又
ワ
ガ
サ
キ
モ
タ
セ
テ
次
第
く
二
参
リ
給
テ
ニ
ノ
鳥
居
ノ
下
三
ア
下
馬
シ
給
フ
祢
宜
待
マ
ウ
ケ
何
ツ
モ
ノ
」
如
ク
ハ
ラ
イ
申
両
社
へ
参
リ
給
フ
神
前
三
ア
ノ
作
法
他
本
二
在
之
口
傅
多
之
サ
テ
下
向
一
一
流
鏑
馬
ア
リ
當
方
ニ
ハ
夜
宮
二
馬
場
ア
カ
リ
ナ
シ
一
大
宿
所
へ
随
兵
傅
付
給
ヘ
キ
事
馬
場
ヨ
リ
ス
ク
ニ
殿
原
博
ヲ
モ
ツ
テ
次
第
く
二
御
ツ
キ
ア
ル
ヘ
キ
由
悉
ク
申
也
則
付
給
ヘ
ハ
居
肴
九
居
破
籠
綜
ヲ
ス
エ
テ
酒
ヲ
申
給
又
其
後
願
主
ノ
器
量
ニ
ョ
ツ
テ
或
ハ
マ
ン
ヂ
ウ
或
ハ
ム
シ
麦
数
ξ
ノ
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（2
3
）
（泌
）
（2
5
）
　
サ
カ
ナ
三
ア
別
而
酒
ヲ
マ
ヰ
ラ
セ
給
モ
ア
リ
此
時
」
　
ノ
シ
ヤ
ク
ハ
イ
セ
ン
人
ハ
足
本
吉
一
族
傅
ノ
サ
タ
也
　
若
殿
原
方
ヘ
ハ
同
カ
シ
ツ
キ
ノ
サ
タ
ナ
リ
　
サ
イ
ケ
ク
ニ
ケ
ン
ク
ワ
シ
ヲ
ト
リ
シ
ハ
ン
ニ
ヲ
キ
コ
ト
〈
ク
マ
ヰ
　
ラ
ス
一
中
綱
仕
丁
付
事
　
是
モ
傅
ノ
コ
ト
ク
ニ
九
居
ヲ
ス
エ
テ
酒
ヲ
モ
ル
ヘ
シ
乍
去
後
ノ
ケ
タ
ミ
ハ
ス
エ
ス
配
膳
人
ハ
仲
間
小
者
也
彼
両
座
へ
料
足
下
行
ハ
願
主
一
騎
別
二
貫
貫
五
百
文
宛
下
行
在
之
此
外
別
ノ
志
ト
テ
往
古
ヨ
　
リ
雁
仁
年
中
ノ
比
マ
テ
ハ
願
主
ノ
分
限
二
伍
テ
貫
貫
三
貫
下
行
ス
分
限
ア
ル
方
ニ
ハ
十
貫
廿
」
貫
文
下
行
ア
リ
シ
庭
二
越
智
之
弾
正
忠
家
栄
之
願
主
之
時
宮
本
一
千
貫
マ
ヰ
ラ
セ
給
フ
彼
時
別
ノ
志
百
貫
文
下
行
ア
リ
シ
ヲ
今
ハ
例
二
引
テ
宮
本
積
銭
ノ
十
分
一
取
也
是
無
力
ノ
願
主
ノ
太
儀
也
云
ぐ
一
廿
七
日
ノ
フ
ケ
ウ
ニ
揚
随
兵
へ
傅
ヲ
廻
事
急
之
御
用
意
候
テ
給
候
ヘ
ト
テ
一
両
度
モ
マ
ハ
ス
　
ヘ
シ
サ
ヤ
ウ
ニ
サ
イ
ソ
ク
ナ
ケ
レ
ハ
南
大
門
へ
遅
ク
ナ
リ
テ
珍
事
ナ
ル
コ
ト
モ
ア
ル
也
一
南
大
門
へ
上
次
第
」
（％
）
（ガ
）
　
一
番
的
　
二
番
揚
先
打
　
三
番
着
背
　
四
番
揚
五
番
ネ
リ
童
　
六
番
カ
シ
ツ
キ
　
カ
チ
郎
ト
　
七
番
前
打
八
番
願
主
九
番
御
師
十
番
博
打
コ
ミ
一
番
當
之
事
ヨ
キ
折
昏
ニ
カ
ク
ヘ
シ
　
一
番
名
字
ト
受
領
ト
カ
ク
同
ヨ
ミ
様
他
本
・
一
在
゜
一
自
南
大
門
渡
之
次
第
　
一
番
的
　
二
番
キ
セ
ナ
カ
漱
器
移
”
”
辞
歌
誤
心
新
⇔
彫
ド
ゥ
三
番
揚
次
二
張
替
次
二
随
兵
可
被
打
也
其
次
二
當
方
之
揚
二
騎
随
兵
十
騎
ワ
タ
リ
テ
L
其
次
二
散
在
之
願
主
一
騎
ノ
揚
随
兵
渡
ル
又
其
次
二
當
方
之
揚
一
騎
渡
ル
又
最
下
勺
二
散
在
ノ
揚
随
兵
渡
也
同
日
流
鏑
馬
モ
今
ノ
次
第
ノ
如
ク
射
給
フ
也
如
此
シ
ル
サ
ス
ト
モ
別
會
ヨ
リ
願
主
ノ
番
當
来
ル
也
然
ハ
南
大
門
ヨ
リ
渡
リ
過
ヌ
レ
ハ
ニ
行
先
打
願
主
傅
次
第
く
二
打
テ
鷺
原
ニ
ヒ
カ
ヘ
テ
揚
随
兵
ヲ
待
給
也
サ
レ
ハ
相
構
テ
く
サ
カ
リ
松
ノ
ク
ワ
ト
ウ
ノ
立
給
タ
ル
近
邊
へ
馬
二
乗
ナ
カ
ラ
行
テ
見
物
ナ
ン
ト
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ソ
ノ
ア
ヰ
タ
ヲ
バ
ク
タ
ヰ
ヘ
ダ
」
テ
タ
ル
カ
吉
也
サ
テ
御
旅
所
ヲ
過
渡
テ
鷺
原
へ
上
リ
給
フ
時
揚
随
兵
へ
願
主
ハ
礼
ア
ル
ナ
リ
カ
ク
テ
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（頒
）
（2
9
）
我
揚
随
兵
ワ
タ
リ
ス
ミ
給
テ
則
ア
ト
ニ
打
テ
帰
リ
給
也
又
今
朝
ノ
如
ク
博
ヲ
マ
ハ
シ
テ
皆
々
馬
場
へ
御
出
候
テ
行
候
ヘ
ト
申
也
一
馬
場
會
二
上
ル
次
第
　
一
番
的
　
二
番
射
手
前
打
　
三
番
射
手
四
番
二
行
打
五
番
願
主
　
六
番
御
師
傅
然
馬
場
本
へ
打
テ
上
リ
一
番
ヤ
フ
サ
メ
射
給
間
ハ
」
馬
ニ
ノ
リ
ナ
カ
ラ
待
給
フ
彼
流
鏑
馬
過
ヌ
レ
ハ
馬
　
ヨ
リ
下
リ
馬
場
ヲ
ツ
ク
ラ
セ
テ
的
ヲ
殿
原
カ
シ
ツ
キ
ニ
立
サ
セ
申
バ
ふ
ア
カ
リ
一
ツ
カ
イ
ニ
五
人
ツ
ふ
行
ツ
レ
也
三
番
ノ
ヤ
フ
サ
メ
⇒
合
十
五
人
用
意
ア
ル
　
ヘ
シ
又
其
自
分
衆
徒
馬
場
下
シ
給
ハ
願
主
出
向
ヒ
タ
カ
イ
ニ
礼
ヲ
シ
給
フ
サ
テ
流
鏑
馬
ノ
次
第
ハ
前
二
注
置
シ
コ
ト
ク
ナ
リ
第
三
番
射
ス
マ
シ
テ
馬
場
本
二
帰
リ
給
ハ
願
主
此
日
来
ヨ
リ
ノ
念
願
今
忽
・
一
令
成
就
一
ケ
レ
ハ
難
有
ト
モ
中
〈
二
不
及
申
L
然
ハ
一
族
与
力
皆
〉
打
ツ
レ
大
宿
所
へ
帰
リ
ケ
レ
ハ
　
一
同
二
成
喜
悦
之
思
↓
給
コ
ト
ソ
目
出
カ
リ
ケ
ル
一
願
主
精
進
落
同
浄
衣
ヌ
ギ
ノ
事
馬
場
ヨ
リ
帰
リ
付
給
ヘ
ハ
急
九
居
ヲ
取
出
シ
テ
願
主
（3
0
）
射
手
ヲ
初
申
精
進
屋
ニ
シ
コ
ウ
ノ
傅
等
ス
エ
酒
ヲ
マ
イ
ラ
ス
ル
也
御
師
ノ
祢
宜
参
申
目
出
由
ヲ
申
則
願
主
ノ
杯
ヲ
サ
シ
給
テ
浄
衣
ヲ
下
給
フ
分
限
者
ハ
ウ
ハ
ギ
ノ
小
袖
ナ
ン
ト
モ
ヌ
キ
給
フ
同
祢
宜
ノ
子
ヲ
ト
ふ
ナ
ン
ト
ニ
或
ハ
小
袖
或
ハ
鳥
目
以
下
L
ヲ
出
シ
給
フ
其
後
又
時
ノ
肴
ヲ
用
意
シ
一
族
一
家
ヲ
シ
ヤ
ウ
シ
申
御
酒
マ
イ
ラ
セ
姐
板
ヲ
出
也
カ
ク
テ
数
コ
ン
ニ
ナ
リ
ヌ
レ
ハ
乱
酒
ニ
ナ
ル
サ
カ
モ
リ
ス
キ
ヌ
レ
　
ハ
願
主
ハ
小
宿
ニ
ウ
ツ
リ
給
テ
一
コ
ン
ァ
リ
一
喜
社
参
之
事
廿
八
日
ノ
早
朝
・
一
社
参
ア
リ
御
神
楽
銭
ハ
分
限
次
第
二
涯
分
ホ
ン
ソ
ウ
ア
リ
神
馬
ハ
大
略
射
馬
又
ハ
乗
馬
ヲ
マ
イ
ラ
セ
給
フ
同
御
師
一
コ
ン
ヲ
申
必
振
舞
給
者
也
如
此
令
満
足
一
給
ヒ
我
宿
所
二
L
下
向
ア
レ
ハ
御
子
来
テ
御
シ
メ
ヲ
ア
ケ
奉
ケ
リ
抑
奉
勤
仕
彼
頭
役
事
ヲ
ヲ
ロ
ソ
カ
ナ
ル
タ
シ
ナ
ミ
三
ア
ハ
難
成
就
一
也
誠
二
神
力
ヲ
専
ト
シ
私
ノ
心
ヲ
ナ
ケ
ウ
テ
大
願
ヲ
襲
シ
奉
故
二
如
此
如
意
浦
足
之
靭
也
」
ウ
ラ
　
テ
　
　
　
ボ
ツ
　
テ
占
手
　
最
手
L
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長
川
流
鏑
馬
日
記
上
巻
　
　
　
　
合
條
〉
（
1
）
明
年
ノ
流
鏑
馬
ノ
願
主
当
年
祭
礼
以
前
沙
汰
ノ
事
（
2
）
當
願
主
稜
精
進
事
　
　
（
3
）
諸
服
井
月
水
ノ
事
（
4
）
願
主
別
盃
之
事
　
　
（
5
）
女
性
荒
秦
…
ノ
事
（
6
）
願
主
治
定
而
可
心
得
事
　
（
7
）
一
番
願
主
可
心
得
事
（
8
）
服
忌
量
之
事
　
　
（
9
）
大
宿
所
膳
数
ヲ
治
定
ノ
事
L
（
1
0
）
酒
之
事
　
　
（
1
1
）
助
成
可
申
事
（
E
）
新
儀
沙
汰
ノ
事
　
　
（
1
3
）
大
宿
所
可
定
置
事
（
1
4
）
流
鏑
馬
ノ
射
馬
ノ
事
　
　
（
1
5
）
願
主
ノ
宿
所
精
進
初
ノ
事
（
1
6
）
射
手
ヲ
師
二
付
テ
鞍
懸
習
事
　
（
η
）
馬
口
取
獅
●
飾
宇
事
（
8
1
）
行
騰
竹
笠
着
テ
馬
二
乗
事
　
　
（
1
9
）
鮎
鮨
ノ
事
（
2
0
）
衆
徒
⑰
儀
ノ
事
　
　
（
2
1
）
損
料
・
三
ア
借
装
束
事
（
2
2
）
京
都
三
ア
買
物
事
　
　
（
2
3
）
京
へ
上
ル
人
夫
ノ
事
（
2
4
）
廣
瀬
流
鏑
馬
集
来
事
　
　
（
2
5
）
廣
瀬
市
流
鏑
馬
事
」
（
2
6
）
大
宿
所
・
＝
ア
兼
テ
用
意
事
　
　
（
2
7
）
九
月
十
日
精
進
入
事
（
錫
）
奉
行
人
少
ミ
奈
良
へ
可
上
ス
事
　
（
2
9
）
精
進
・
一
不
入
前
・
一
微
人
出
事
（
3
0
）
精
進
人
食
物
事
　
　
（
3
1
）
諸
奉
行
悉
ク
奈
良
へ
可
上
事
（
3
2
）
大
宿
所
御
湯
仕
事
　
　
（
3
3
）
大
宿
所
精
進
屋
事
（
3
4
）
夜
宮
之
事
　
　
（
3
5
）
御
幣
挿
事
（
3
6
）
願
主
自
田
舎
肚
齢
苦
揃
宇
　
（
3
7
）
的
ノ
ハ
ギ
ヤ
ウ
ノ
事
（
3
8
）
御
幣
付
絹
事
　
　
（
3
9
）
神
馬
之
事
（
4
0
）
夜
宮
ノ
張
替
事
　
　
（
4
1
）
射
手
身
齢
〃
輌
L
（
4
2
）
境
飯
注
文
事
　
　
（
4
3
）
両
社
内
殿
へ
酒
肴
事
（
4
4
）
夜
宮
参
湯
ノ
装
束
事
　
　
（
4
5
）
的
持
御
幣
持
之
事
L
（
1
）
（
2
）
長
川
流
鏑
馬
日
記
　
　
　
條
ミ
一
明
年
ノ
流
鏑
馬
願
主
今
年
ノ
祭
礼
以
前
・
一
上
兄
井
随
兵
ノ
実
二
可
被
召
人
ぐ
ヲ
申
可
給
事
其
子
細
ハ
明
年
ノ
随
兵
ノ
具
足
等
今
年
ノ
祭
礼
時
ヨ
リ
人
ノ
申
二
領
状
セ
ラ
レ
給
モ
又
我
用
二
秘
計
シ
給
モ
此
時
タ
ル
ヘ
シ
次
二
的
立
口
取
射
手
見
同
馬
場
本
ユ
テ
馬
ノ
ロ
出
ヘ
キ
殿
原
　
又
」
馬
ト
ヲ
ス
ヘ
キ
中
間
申
定
テ
今
年
馬
場
ノ
次
第
ヲ
見
セ
置
ヘ
キ
者
也
何
モ
是
大
事
ノ
所
作
也
其
外
大
宿
所
ノ
諸
奉
行
人
可
致
沙
汰
人
〉
ヲ
上
セ
テ
各
才
覚
ヲ
付
給
ヘ
キ
者
也
一
當
願
主
ト
成
給
テ
ヨ
リ
諸
ノ
微
精
進
令
沙
汰
可
給
事
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夫
昔
ヨ
リ
ノ
願
主
忌
ヲ
ハ
　
春
日
ノ
服
忌
量
ヲ
マ
フ
リ
　
又
服
ヲ
ハ
其
祭
礼
ノ
前
七
日
マ
テ
ハ
其
沙
汰
ナ
キ
者
也
彼
前
七
日
ノ
精
進
ヲ
ハ
請
誠
ヲ
イ
タ
シ
テ
キ
ブ
ク
ソ
ノ
サ
タ
ア
ル
ヘ
シ
」
髪
二
近
年
ノ
願
主
ウ
チ
ニ
ア
ル
人
我
レ
人
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
信
ア
リ
ト
稻
シ
給
テ
私
ノ
心
ヲ
本
ト
セ
ラ
レ
彼
法
ノ
ホ
カ
ノ
忌
ケ
カ
レ
ト
ウ
井
二
別
盃
女
性
ノ
ア
ラ
ハ
タ
ノ
事
ヲ
自
由
ニ
サ
タ
ヲ
イ
タ
サ
ル
ふ
人
々
サ
イ
ナ
ン
多
ク
出
来
シ
給
フ
然
二
当
願
主
先
例
ヲ
タ
ッ
ネ
給
虚
二
其
説
大
二
不
同
ナ
リ
髪
・
一
箸
尾
二
或
人
永
徳
年
中
二
向
後
ノ
タ
メ
ニ
春
日
ノ
服
忌
量
ヲ
大
宮
ノ
神
主
殿
二
尋
申
虜
二
彼
服
忌
量
其
家
ミ
ニ
L
用
イ
付
タ
ル
子
細
候
祭
礼
ノ
事
二
付
テ
ハ
若
宮
ノ
神
主
へ
不
審
ア
ル
ヘ
キ
由
ヲ
仰
ラ
ル
然
者
若
　
　
　
　
　
　
　
ス
ケ
ミ
キ
宮
ノ
神
主
中
臣
ノ
祐
右
二
封
面
申
テ
条
ミ
申
定
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ウ
ソ
ウ
夫
当
願
主
ト
ナ
リ
給
ハ
ン
時
ヨ
リ
師
訪
イ
葬
送
ノ
伴
ス
ヘ
カ
ラ
ス
　
同
ク
重
服
忌
ノ
人
願
主
ノ
門
ノ
内
へ
入
ヘ
カ
ラ
ス
又
願
主
モ
彼
門
ノ
中
へ
入
ヘ
カ
ラ
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
ス
次
二
軽
服
ノ
忌
ノ
人
ハ
願
主
ノ
家
ノ
ア
マ
ダ
レ
ヨ
リ
内
へ
入
ヘ
カ
ラ
ス
同
願
主
モ
彼
忌
ノ
内
へ
入
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
也
L
是
マ
テ
ハ
願
主
諸
ノ
忌
ノ
ハ
ふ
カ
リ
ノ
事
也
一
諸
ノ
服
者
ノ
事
重
服
ノ
人
井
女
性
ノ
月
水
祭
礼
ノ
前
七
日
ノ
精
進
二
入
マ
テ
ハ
其
沙
汰
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
彼
精
進
ノ
時
ハ
イ
カ
程
モ
キ
フ
ク
サ
タ
ア
ル
ヘ
シ
一
願
主
ノ
別
盃
ノ
コ
ト
沙
汰
ナ
シ
但
六
月
一
日
ヨ
リ
以
後
他
所
ニ
テ
重
服
ノ
人
ト
酒
ノ
サ
シ
キ
へ
行
合
タ
ラ
ン
時
彼
盃
ノ
ミ
カ
ヨ
ハ
カ
サ
ン
事
其
ハ
ふ
カ
リ
ア
ル
ヘ
キ
者
也
此
時
ニ
カ
キ
リ
テ
各
盃
タ
ル
ヘ
キ
者
也
」
一
女
性
ノ
ア
ラ
ハ
タ
ノ
事
沙
汰
ナ
シ
如
此
ノ
条
〉
願
主
　
ノ
タ
メ
ニ
注
置
者
也
一
願
主
二
治
定
シ
テ
心
得
ヘ
キ
事
　
　
其
年
ノ
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ツ
　
マ
ツ
リ
ス
キ
ハ
願
主
二
定
ル
ナ
リ
ソ
レ
ヨ
リ
墓
ヘ
モ
骨
ア
ル
御
堂
ヘ
モ
マ
イ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
又
カ
ネ
起
請
カ
ク
事
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
又
合
戦
二
出
ヘ
カ
ラ
ス
合
戦
シ
タ
ル
願
主
ハ
ツ
ト
メ
ス
シ
テ
他
界
シ
タ
ル
ナ
リ
誼
櫨
三
ハ
細
井
戸
ニ
ア
ル
人
　
唐
古
ニ
ア
ル
人
　
越
智
ニ
ア
ル
人
少
ミ
シ
ル
ス
合
戦
ニ
ウ
タ
レ
タ
ル
モ
ア
リ
又
イ
タ
ハ
リ
」
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（
7
）
ヲ
シ
テ
他
界
シ
タ
ル
モ
ア
ル
ナ
リ
一
一
番
ノ
願
主
心
得
ヘ
キ
事
若
シ
末
〉
ノ
願
主
チ
ふ
シ
テ
当
年
ハ
ヨ
モ
祭
礼
ハ
御
入
ア
ラ
シ
ナ
ン
ト
申
共
一
番
ノ
願
主
ハ
ユ
タ
ン
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
末
ξ
ノ
願
主
ノ
ナ
キ
ニ
ハ
ヨ
ラ
ス
祭
礼
ハ
ア
ル
ナ
リ
其
讃
握
ニ
ハ
長
川
ニ
ハ
田
宝
殿
長
谷
川
ニ
ハ
味
間
殿
・
テ
御
入
ア
ル
時
相
論
ノ
シ
サ
イ
ア
ツ
テ
味
間
殿
ハ
勤
セ
ス
シ
テ
罪
科
カ
ウ
ム
ラ
セ
給
テ
長
谷
川
ハ
關
如
シ
ヲ
ハ
ン
ヌ
長
川
ト
散
在
ト
シ
テ
御
祭
ハ
勤
仕
申
讃
擦
」
是
分
明
ナ
リ
又
一
番
ノ
願
主
カ
ケ
テ
ニ
番
ノ
願
主
一
番
ノ
勤
仕
タ
ル
事
中
比
平
田
願
主
カ
ケ
テ
乾
脇
ノ
願
主
伴
堂
ノ
次
郎
殿
ニ
テ
俄
二
一
番
ノ
役
共
ヲ
勤
仕
給
フ
揚
随
兵
ヲ
一
番
ヲ
渡
シ
同
馬
場
ノ
役
的
立
口
取
流
鏑
馬
等
沙
汰
シ
給
フ
的
立
ハ
楊
本
次
郎
殿
立
給
－
貞
和
四
年
戊
子
九
月
十
七
日
平
田
カ
ク
ル
次
二
九
月
ノ
願
主
合
期
セ
ス
シ
テ
霜
月
へ
延
引
ノ
コ
ト
八
月
ノ
比
別
會
ノ
五
師
二
封
面
申
シ
テ
九
」
月
式
日
ノ
祭
礼
二
物
共
ト
ふ
ノ
ハ
ス
候
ヘ
ハ
式
日
ニ
ハ
御
事
ヲ
カ
キ
候
ハ
ン
ス
レ
ハ
十
一
月
へ
御
延
引
候
テ
（
8
）
給
候
ヘ
ト
申
ヘ
シ
如
此
別
會
ノ
五
師
ユ
事
ノ
子
細
　
ヲ
申
セ
ハ
別
會
ヨ
リ
衆
徒
へ
披
露
有
テ
延
引
　
ス
ル
ナ
リ
其
護
擦
ニ
ハ
長
川
ハ
佐
味
殿
長
谷
川
ハ
唐
古
殿
三
ア
御
入
ア
ル
時
唐
古
殿
随
兵
俄
ニ
チ
ふ
ス
ル
事
ア
ツ
テ
佐
味
殿
ヲ
唐
古
殿
カ
タ
ラ
ヰ
申
サ
レ
テ
別
會
二
事
ノ
子
細
申
サ
レ
タ
レ
ハ
霜
月
へ
延
引
云
，
但
一
番
ノ
願
主
ノ
申
サ
レ
ネ
　
ハ
末
ミ
ノ
願
主
ノ
延
引
ノ
コ
ト
申
サ
ル
ム
フ
ン
ハ
別
會
ニ
キ
ふ
入
ナ
キ
者
也
」
　
　
　
　
コ
レ
　
　
ワ
カ
じ
ヤ
　
　
カ
ン
ヌ
ツ
一
服
忌
量
抄
是
ハ
若
宮
ノ
神
主
中
臣
祐
右
本
云
　
　
合
チ
ム
ハ
ふ
父
母
ヤ
シ
ナ
イ
養
父
母
ヲ
ツ
ト
夫養
子
ヲ
ゥ
チ
　
ゥ
イ
ミ
ブ
ク
忌
服
一
年
＋
二
ヶ
月
忌
服
百
五
十
日
忌
服
如
父
母
つ
忌
服
一
ケ
月
　
　
ハ
祖
父
祖
母
忌
服
五
ケ
月
ヲ
　
チ
　
ヲ
　
ハ
伯
父
伯
母
忌
服
三
ケ
月
ア
ニ
プ
ト
ふ
ア
ネ
イ
モ
ト
兄
弟
姉
妹
三
ケ
月
ヲ
ツ
ト
ノ
　
　
　
イ
ミ
プ
ク
夫
父
母
　
忌
服
三
ケ
月
妻
　
忌
服
三
ケ
月
忌
五
十
日
忌
三
十
日
ξ忌
十
日
　
　
　
　
チ
ム
忌
三
十
日
父
方
忌
廿
日
　
父
方
忌
廿
日
」
忌
廿
日
霧
い
シ
ウ
，
メ
ノ
忌
廿
日
⇔
ジ
”
だ
弼
人
ニ
ハ
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ヲ
イ
　
メ
　
イ
甥
姪
女
チ
ヤ
ク
嫡
孫
タ
ホ
コ
ト
ノ
ア
ニ
ア
ネ
異
父
兄
姉
イ
　
ト
　
　
コ
従
兄
父
方
ハ
マ
ふ
チ
ム
継
父
ヲ
　
ヂ
　
ヲ
　
（
忌
服
七
ケ
日
忌
服
一
ケ
月
　
　
一
ケ
月
忌
服
七
ケ
日
忌
服
一
ケ
月
忌
三
日
忌
十
日
末
孫
忌
服
三
日
忌
十
日
忌
三
日
母
方
ハ
忌
服
ナ
シ
忌
十
日
但
非
同
宿
者
無
服
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ム
ノ
チ
ふ
コ
ト
ハ
伯
父
伯
母
母
方
忌
服
一
ケ
月
但
為
レ
母
異
父
者
無
服
ヒ
　
ヲ
ウ
チ
　
ヒ
　
ゥ
　
　
ハ
曽
祖
父
曽
祖
母
忌
服
三
ケ
月
忌
廿
日
館
唆
つ
晒
阻
貧
け
刊
ウ
ハ
也
」
ト
ヲ
ツ
ワ
　
ヤ
高
祖
父
高
祖
母
忌
服
一
ケ
月
忌
十
日
館
湘
校
卸
猷
栂
”
”
チ
ゥ
ハ
也
ワ
ウ
　
チ
　
ウ
　
バ
祖
父
祖
母
母
方
忌
服
三
ケ
月
忌
廿
日
ソ
ウ
　
ソ
曽
祖
父
母
於
母
方
者
七
ケ
日
忌
三
日
　
　
　
　
死
人
稜
カ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
カ
レ
甲
　
　
死
人
有
所
也
　
卦
ケ
日
微
也
ヲ
ツ乙
　
　
甲
所
二
出
入
ノ
人
也
同
計
ケ
日
稜
也
ヒ
ヤ
ウ
丙
　
　
乙
所
二
出
入
之
人
也
同
借
ケ
日
稜
也
随
↑
鴻
〃
臓
サ
刈
チ
ヤ
ウ
丁
　
　
丙
所
二
出
入
之
人
也
非
限
稜
也
　
　
此
等
ノ
穣
限
飲
食
着
座
L
サ
ソ産
借
ケ
日
㌻
毘
籏
輔
か
埠
謡
以
錯
〃
哩
リ
ウ
ミ
ナ
カ
シ
流
産
　
三
月
マ
テ
ハ
七
ケ
日
ノ
稜
ナ
リ
四
月
以
後
ハ
珊
ケ
日
稜
ナ
リ
　
　
　
四
月
ヨ
リ
ハ
人
形
出
頭
ス
ル
故
也
　
キ
ン
六
禽
　
死
タ
ル
ハ
五
ケ
日
乙
丙
壬
之
産
ハ
三
ケ
日
（
9
）
シ
ム
ク
ウ
鹿
食
酬監
認
檀
胴
鉄
鵠
所
ヲ
後
七
ケ
，
　
　
　
　
　
ケ
カ
レ
猪
鹿
七
ケ
日
微
也
一
改
葬
・
稜
彗
融
欝
嘉
尋
讃
＝
露
　
　
　
　
件
ノ
改
葬
役
人
稜
舟
ケ
日
也
一
無
服
」
ヲ
モ
イ
モ
ノ
マ
ム
ハ
ム
　
　
ハ
ユ
カ
タ
ノ
ヶ
イ
メ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ノ
妾
継
母
外
甥
姪
珊
樵
〃
娚
好
け
ほ
女
子
ヲ
云
妻
父
母
ヲ
チ
ノ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ハ
ノ
コ
舅
子
母
之
兄
弟
ノ
男
子
ヲ
云
媛
子
母
之
姉
妹
之
女
子
ヲ
云
カ
シ
ワ
コ
ヤ
ン
ワ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ス
メ
ノ
マ
コ
玄
孫
曽
孫
子
ノ
次
ハ
玄
孫
也
　
外
　
孫
女
子
之
子
云
赤
痢
病
者
赤
痢
ト
ふ
マ
ッ
テ
七
日
以
後
供
奉
神
事
云
　
ユ
キ
レ
イ
　
　
　
ヘ
イ
ユ
ウ
ノ
チ
疫
痛
者
　
平
癒
後
七
十
五
日
」
一
大
宿
所
ノ
膳
数
ヲ
治
定
シ
テ
人
々
二
申
事
此
膳
数
ヲ
治
定
ス
ル
コ
ト
一
大
事
ナ
リ
故
実
ニ
ハ
　
マ
ッ
揚
随
兵
傅
ニ
メ
サ
ル
ふ
方
々
一
定
シ
テ
揚
随
兵
其
里
ニ
カ
シ
ツ
キ
何
十
騎
≧
ぐ
ト
ケ
ふ
シ
テ
都
合
其
外
鹸
分
ヲ
了
簡
シ
テ
定
テ
ニ
又
仕
丁
中
網
ヨ
イ
ア
カ
ツ
キ
ニ
度
二
百
膳
ヲ
ム
ケ
テ
昌
京
ノ
装
束
師
ノ
方
願
主
ノ
コ
ロ
ヤ
ト
ヘ
カ
ル
ヘ
キ
　
フ
ン
ケ
ふ
シ
テ
惣
都
合
ナ
ン
百
膳
ト
定
テ
助
成
　
ノ
方
へ
申
者
也
カ
ヤ
ウ
一
一
委
細
ニ
レ
ウ
ケ
ン
ナ
ク
テ
ハ
」
大
方
サ
マ
ニ
人
々
申
テ
ハ
膳
数
カ
ア
マ
ル
事
モ
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）
（1
1
）
　
ア
リ
又
ハ
タ
ラ
ヌ
コ
ト
モ
ア
ル
ナ
リ
此
膳
一
定
　
ス
ル
コ
ト
一
大
事
ナ
リ
一
酒
ノ
員
数
ヲ
定
ル
事
拝
殿
井
二
大
宮
殿
八
幡
宮
揚
随
兵
射
手
傅
其
外
諸
方
へ
送
ル
ヘ
キ
楮
イ
カ
程
・
一
ナ
ン
十
石
又
大
宿
所
三
ア
ノ
膳
数
・
二
膳
・
二
升
ツ
ふ
ヲ
ム
ケ
テ
惣
都
合
イ
カ
程
ソ
ノ
外
二
鹸
分
ヲ
願
主
ノ
器
量
ニ
ヨ
ッ
テ
定
ヘ
キ
也
同
ク
酒
人
ノ
方
ヨ
リ
ノ
助
成
出
来
ノ
酒
ニ
ハ
道
三
ア
L
　
フ
夫
力
水
ヲ
入
テ
正
躰
ナ
キ
事
ナ
リ
然
ハ
兼
テ
ヨ
リ
酒
屋
ヲ
定
置
キ
酒
ノ
助
成
料
足
ヲ
彼
酒
屋
二
納
置
奉
行
ヲ
付
テ
取
タ
ル
酒
ハ
吉
物
ナ
リ
又
役
人
ノ
為
二
水
ノ
入
サ
ル
吉
酒
ノ
入
コ
ト
多
シ
大
宿
所
三
ア
ハ
必
ト
リ
チ
ラ
ス
也
然
ハ
別
ノ
所
呈
彼
酒
ヲ
ハ
置
テ
奉
行
ヲ
付
テ
用
シ
タ
イ
ニ
ト
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
若
又
助
成
ナ
ク
ハ
願
主
ノ
所
二
作
テ
ノ
ホ
ス
ヘ
シ
奈
良
ニ
シ
リ
タ
ル
人
ア
ラ
バ
兼
テ
米
ヲ
ノ
ホ
セ
テ
酒
ヲ
ツ
ク
ラ
ス
ヘ
シ
」
一
人
二
助
成
ヲ
申
ヘ
キ
事
　
正
月
ノ
末
二
月
ノ
初
比
ヨ
リ
彼
人
ぐ
ノ
交
名
ヲ
カ
キ
テ
其
器
量
・
一
ヨ
ツ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ッ
シ
ヤ
ウ
拝
殿
ノ
坑
飯
大
宿
所
ノ
雑
掌
井
二
酒
餅
（1
2
）
綜
銭
米
其
外
色
〉
ノ
物
共
申
シ
給
ヘ
キ
者
也
一
或
人
新
儀
沙
汰
ヲ
イ
タ
シ
テ
云
ク
我
世
二
又
ア
ル
　
ヘ
キ
願
主
三
ア
モ
ナ
シ
此
時
人
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
信
ヲ
イ
　
　
　
　
　
ハ
シ
メ
タ
シ
精
進
ヲ
初
ク
ワ
タ
ッ
ル
風
情
只
人
目
ニ
ハ
虚
假
ノ
ス
カ
タ
ナ
リ
夫
誠
ノ
信
ア
ル
ナ
ラ
バ
自
分
ノ
物
ヲ
涯
分
」
沙
汰
シ
給
テ
人
二
煩
イ
ヲ
カ
ケ
ス
勤
仕
給
ハ
目
出
度
ク
ア
ル
ヘ
キ
ニ
其
子
細
ナ
キ
故
力
彼
新
儀
ノ
願
主
無
為
ニ
ナ
シ
只
本
ア
ル
物
ヲ
ハ
本
ノ
コ
ト
ク
タ
ル
ヘ
キ
物
力
次
ニ
ア
ル
人
昔
ノ
流
鏑
馬
ノ
日
記
ヲ
見
給
ヘ
ハ
願
主
ノ
心
二
四
ツ
ノ
病
ア
リ
此
病
ナ
キ
願
主
ハ
無
為
二
勤
仕
セ
シ
メ
給
ト
云
フ
夫
彼
病
ト
申
ハ
　
一
ニ
ハ
虚
假
ノ
心
二
・
ス
名
聞
三
ユ
ハ
慢
心
四
一
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ウ
秘
ヲ
モ
ツ
心
此
四
ノ
心
ヲ
多
ク
モ
チ
給
願
主
中
天
ヲ
ヲ
シ
又
彼
心
ヲ
ス
ク
ナ
ク
モ
チ
給
願
主
ハ
中
天
ナ
シ
L
ト
云
然
ト
イ
ヘ
ト
モ
願
主
ニ
ヨ
ッ
テ
或
名
聞
慢
ノ
心
ハ
ナ
レ
カ
タ
シ
或
ハ
虚
假
私
ノ
心
ス
テ
カ
タ
シ
如
此
ノ
心
念
ヲ
ハ
ラ
ハ
ン
ト
ス
レ
ハ
弥
其
念
ヲ
コ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ノ
ツ
カ
ヲ
只
其
念
ヲ
打
ヤ
プ
リ
ヌ
レ
ハ
自
無
想
ノ
念
ニ
カ
ヘ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ウ
然…
ハ
彼
・
念
ニ
ト
ム
マ
ラ
サ
ル
ヲ
ス
住
セ
サ
ル
ヲ
其
病
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（1
3
）
ノ
業
ト
ス
只
誠
ア
ル
心
ヲ
以
テ
勤
ヘ
キ
事
ヲ
神
二
祈
奉
ル
願
主
ハ
古
モ
今
モ
無
為
二
勤
仕
シ
セ
シ
メ
給
ト
古
人
ノ
筆
ノ
跡
二
見
ヘ
タ
リ
一
大
宿
所
カ
ネ
テ
ヨ
リ
定
置
給
ヘ
シ
同
其
近
邊
二
L
宿
所
ア
マ
タ
取
ヘ
シ
一
ハ
願
主
ノ
精
進
屋
一
ハ
願
主
ノ
　
　
　
ヤ
　
　
ト
女
性
小
宿
所
一
ハ
諸
ノ
納
所
彼
ト
コ
ロ
ニ
雑
用
ノ
物
共
ヲ
取
置
テ
ヨ
ウ
ハ
ウ
ニ
ヨ
ツ
テ
奉
行
人
ヲ
付
テ
取
ヘ
シ
一
ハ
雑
掌
所
井
二
奉
行
人
ノ
食
モ
ノ
ス
ヘ
キ
所
一
ハ
諸
奉
行
人
ノ
私
小
宿
一
ハ
中
間
等
井
二
諸
人
夫
ヲ
一
所
ニ
ヲ
キ
テ
其
用
二
随
テ
夫
二
中
間
　
ヲ
奉
行
二
付
テ
仕
ヘ
キ
者
也
コ
ノ
ヤ
ウ
殊
二
大
宿
所
ノ
近
邊
タ
ル
ヘ
シ
一
ハ
装
束
師
ノ
宿
所
コ
レ
ハ
其
在
地
ノ
堂
ノ
ソ
ハ
ナ
ル
ヤ
ト
ニ
置
ヘ
シ
諸
装
束
ヲ
L
支
配
ノ
時
セ
ハ
キ
所
バ
カ
ナ
ハ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
其
外
願
主
ノ
分
限
ニ
ヨ
テ
其
年
ノ
人
々
ノ
宿
所
　
ノ
タ
メ
ニ
四
方
二
町
三
町
モ
取
ヘ
シ
此
時
ハ
大
小
事
二
付
テ
一
族
家
人
ヲ
ふ
ク
入
ニ
ヨ
ツ
テ
近
所
ニ
ヲ
ク
者
也
然
ニ
カ
ヤ
ウ
ノ
在
所
ヲ
心
得
テ
兼
テ
取
定
ヘ
シ
ヲ
ソ
ク
定
レ
ハ
他
ノ
方
二
指
　
合
コ
ト
ア
リ
大
宿
所
二
堂
ト
在
家
ト
バ
カ
ナ
ハ
ヌ
也
（1
4
）
（1
5
）
（1
6
）
（1
7
）
（8
1
）
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
ル
一
流
鏑
馬
射
馬
ヨ
ク
走
馬
ス
ク
ナ
シ
然
ハ
先
年
ノ
能
走
ル
馬
ヲ
見
ト
ふ
メ
テ
取
望
ス
ヘ
キ
ナ
リ
L
夫
射
馬
ハ
一
疋
二
疋
ニ
テ
ハ
事
ヲ
カ
ク
コ
ト
ア
リ
ト
リ
カ
ヘ
ノ
馬
用
意
ア
ル
ヘ
シ
一
五
月
晦
日
二
願
主
宿
所
キ
ョ
メ
テ
不
浄
ノ
者
共
ヲ
出
シ
カ
ド
ニ
高
シ
メ
ヲ
引
ヘ
シ
同
日
二
射
手
願
主
立
田
ニ
テ
塩
コ
リ
ヲ
カ
キ
テ
六
月
一
日
　
ヨ
リ
春
日
へ
月
参
ア
リ
同
日
下
向
シ
給
テ
馬
場
ニ
テ
射
手
ヲ
馬
ニ
ノ
セ
申
三
度
引
渡
　
ス
ナ
リ
一
射
手
ヲ
師
二
付
テ
鞍
カ
ケ
ナ
ラ
シ
ス
ヘ
キ
事
井
二
L
今
日
ヨ
リ
若
宮
ノ
神
主
ノ
服
忌
量
ノ
法
ノ
コ
　
ト
ク
カ
タ
ク
沙
汰
ア
ル
ヘ
キ
也
一
七
月
ノ
ハ
シ
メ
ヨ
リ
馬
ノ
ロ
出
シ
テ
馬
ナ
ラ
シ
ス
ヘ
キ
事
彼
馬
場
ノ
間
ノ
コ
ト
馬
場
本
ト
一
ノ
的
ノ
間
十
四
丈
三
尺
一
ノ
的
ト
ニ
ノ
的
ノ
間
ハ
ニ
十
丈
五
尺
ニ
ノ
的
ト
三
ノ
的
ノ
間
十
四
丈
五
尺
ナ
リ
　
コ
レ
ハ
奈
良
ノ
馬
場
ヲ
内
三
ア
ウ
ツ
シ
ト
メ
タ
ル
日
記
　
ナ
リ
一
八
月
初
ヨ
リ
行
騰
竹
笠
キ
テ
馬
ヲ
西
向
二
馬
ヲ
L
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（1
9
）
（2
0
）
引
立
テ
ノ
ル
ヘ
シ
弓
ヲ
右
ノ
手
二
取
テ
左
ノ
手
ニ
ト
　
リ
ヲ
サ
メ
テ
矢
ヲ
ハ
ケ
シ
ヲ
テ
ノ
ネ
ニ
ス
テ
フ
チ
ノ
扇
ヲ
ヌ
キ
笠
ノ
ハ
タ
ヲ
左
ヲ
サ
キ
ニ
ナ
テ
右
ヲ
後
二
　
二
度
ナ
テ
三
度
目
ニ
ム
カ
ウ
ノ
上
ヨ
リ
ヲ
ロ
シ
テ
馬
場
末
ヲ
右
ノ
カ
タ
ノ
上
ヨ
リ
見
ハ
ル
カ
シ
馬
ヲ
出
シ
左
ノ
手
ニ
モ
チ
タ
ル
弓
ニ
テ
打
入
ヒ
ラ
キ
テ
矢
ノ
カ
フ
ラ
　
ヲ
ソ
ラ
ニ
ナ
シ
捨
鞭
ノ
扇
ヲ
右
ノ
カ
タ
ノ
上
ヨ
リ
ス
　
テ
ふ
鳴
聲
ヲ
出
シ
鐙
フ
ン
ハ
リ
鞍
タ
チ
ス
ヵ
シ
腰
ヲ
左
ヘ
ブ
リ
弓
ノ
本
ヲ
ヒ
ラ
メ
的
ヲ
射
ヘ
シ
L
一
鮎
ノ
鮨
ス
ヘ
キ
時
分
フ
ル
セ
ウ
ナ
シ
ト
云
稲
ノ
出
来
タ
ル
米
ノ
飯
ニ
テ
シ
タ
ル
鮨
ハ
吉
也
ソ
レ
ヨ
リ
サ
キ
ニ
シ
タ
ル
鮨
ハ
ワ
ロ
シ
此
米
ノ
出
ク
ヘ
キ
比
ヲ
了
簡
　
シ
テ
鮎
ノ
塩
ヘ
シ
ヲ
ア
ツ
ラ
フ
ヘ
キ
モ
ノ
也
　
　
セ
ン
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
ク
一
衆
徒
⑰
儀
シ
テ
日
　
来
九
月
十
六
日
若
宮
ノ
祭
礼
長
川
流
鏑
馬
役
ノ
事
衆
徒
ノ
書
上
状
別
會
ノ
五
師
所
へ
付
ラ
ル
別
會
院
家
へ
此
由
披
露
セ
シ
メ
給
フ
院
家
ヨ
リ
長
川
ノ
給
主
へ
仰
出
サ
ル
又
給
主
長
川
執
行
へ
仰
下
サ
ル
執
行
」
長
川
ノ
当
願
主
へ
付
給
願
主
彼
状
ノ
請
文
調
日
被
仰
下
以
来
九
月
若
宮
祭
礼
長
川
之
（2
1
）
流
鏑
馬
役
事
可
存
知
仕
候
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
恐
懐
謹
言
　
　
月
日
　
　
　
　
　
藤
原
某
上
一
八
月
廿
日
比
二
京
上
シ
テ
諸
ノ
装
束
損
料
ニ
テ
取
ヘ
キ
注
文
一揚
ノ
水
干
一
具
舶
劫
擬
ル
註
野
脳
臼
た
色
，
枝
花
」
一
夜
宮
水
干
一
具
是
ハ
装
束
師
之
助
成
二
借
申
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ネ
　
リ
一
射
手
ノ
當
色
八
具
童
装
束
一
具
舎
人
装
束
一
具
　
　
　
　
　
　
　
ア
テ
ヲ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
ラ
的
持
装
束
一
具
　
宛
帯
十
一
　
烏
帽
子
十
頭
　
　
已
上
損
料
三
貫
八
百
五
十
文
計
肝
唄
ヨ
百
五
＋
文
一
随
兵
十
騎
　
当
色
四
十
具
　
帯
四
十
　
　
以
上
損
料
五
貫
文
　
一
騎
別
二
五
百
文
一
的
立
ノ
装
束
　
紅
打
手
在
袖
一
工
二
具
ア
コ
メ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
カ
マ
烏
帽
子
二
頭
　
大
帷
二
　
下
袴
二
　
宛
帯
二
帯
二
　
毛
沓
　
二
足
L
　
　
巳
上
損
料
六
貫
文
二
具
此
内
一
貫
文
助
成
二
定
卸
宇
刻
　
　
都
合
拾
六
貫
三
百
五
十
文
此
内
二
貫
文
先
料
二
近
年
取
此
装
束
ノ
損
料
ノ
注
文
ノ
案
ヲ
モ
チ
テ
装
束
師
二
回
答
ス
レ
ハ
子
細
ヲ
存
知
ノ
人
心
得
テ
当
方
ヤ
ス
ク
落
居
ス
ル
者
也
難
然
的
立
ノ
装
束
ハ
三
貫
文
口
取
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ノ
装
束
一
貫
五
百
文
二
具
ノ
損
料
合
四
貫
五
百
文
二
昔
ハ
多
年
取
付
タ
ル
者
也
　
愛
二
或
人
的
立
ノ
伴
ヲ
ク
シ
給
別
而
結
構
シ
給
・
≡
ッ
テ
定
ノ
損
料
ノ
上
二
又
一
貫
文
ソ
ヘ
ラ
レ
テ
装
束
ニ
メ
ッ
ラ
シ
キ
付
花
ヲ
」
ム
ス
ヒ
結
カ
ヘ
テ
ト
云
其
次
ノ
年
ノ
願
主
此
子
細
ヲ
ハ
存
知
セ
ラ
レ
ス
装
束
師
去
年
ノ
願
主
ノ
契
約
状
ヲ
見
セ
ケ
レ
ハ
ニ
具
ノ
損
料
五
貫
五
百
文
二
定
其
後
如
此
五
百
一
貫
文
ア
ケ
キ
タ
ル
程
二
十
貫
五
百
文
マ
テ
ナ
ル
是
願
主
ノ
タ
メ
ニ
以
外
ノ
難
儀
ナ
ル
者
也
愛
二
箸
尾
二
或
人
当
願
主
タ
ル
ニ
ヨ
ッ
テ
貞
和
二
年
九
月
三
日
装
束
師
ノ
所
へ
行
テ
諸
装
束
損
料
ア
ッ
テ
工
申
二
余
ノ
損
料
ハ
子
細
ナ
シ
但
シ
的
立
口
取
ノ
損
料
以
外
二
相
違
ス
ル
然
ハ
先
〉
ノ
願
主
L
ノ
注
文
ヲ
モ
チ
ノ
ホ
リ
給
フ
ト
コ
ロ
ニ
装
束
師
云
昔
ノ
日
記
ニ
ハ
ヨ
ル
マ
シ
ク
候
近
年
ノ
願
主
カ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
く
二
取
付
ラ
レ
テ
候
其
上
契
約
状
共
明
〉
二
候
上
ハ
十
貫
五
百
文
ヨ
リ
サ
ケ
申
事
難
儀
ト
云
願
主
重
テ
日
本
ハ
四
貫
五
百
文
タ
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
結
構
ノ
的
立
ノ
付
花
ヲ
ム
ス
ヒ
ソ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
一
貫
文
ア
ケ
ラ
レ
タ
ル
者
也
然
ハ
今
モ
結
構
ノ
的
立
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
イ
シ
ユ
タ
シ
給
ハ
一
貫
文
コ
ソ
上
給
ヘ
キ
・
一
亭
主
時
ノ
才
覚
ヲ
以
テ
上
来
給
タ
ル
事
也
此
装
束
ハ
ヨ
ノ
」
ツ
ネ
ノ
装
束
タ
ル
ヘ
キ
上
ハ
別
ノ
子
細
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
本
ノ
損
料
ノ
コ
ト
ク
ニ
沙
汰
候
へ
代
ξ
昔
ヨ
リ
取
付
タ
ル
由
ヲ
云
然
共
シ
ハ
ラ
ク
落
居
ナ
シ
鏡
・
一
或
人
中
作
シ
給
フ
テ
云
亭
主
ハ
今
ノ
五
百
一
貫
文
ニ
ハ
ヨ
リ
給
ハ
ス
後
ミ
年
〉
ノ
コ
ト
ヲ
思
テ
申
給
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
タ
ラ
又
箸
尾
殿
ハ
今
損
料
ノ
タ
カ
キ
事
ヲ
仰
渡
セ
給
フ
所
詮
二
具
ノ
損
料
ヲ
六
貫
文
二
御
治
定
ア
ツ
テ
箸
尾
殿
二
苧
主
御
助
成
二
申
給
テ
定
ノ
料
足
ヲ
五
貫
文
二
御
契
約
候
ヘ
カ
シ
ト
云
其
儀
二
治
定
シ
テ
L
其
後
ハ
毎
度
此
注
文
ヲ
持
テ
上
リ
長
川
ハ
廿
余
年
子
細
ナ
シ
但
平
田
ハ
今
モ
カ
ウ
〈
ナ
リ
ト
云
末
代
ノ
願
主
心
得
給
ヘ
キ
者
也
タ
ト
イ
結
構
ノ
人
ワ
タ
ラ
セ
給
テ
損
料
ヲ
マ
シ
給
コ
ト
ア
ラ
バ
・
本
損
料
ノ
外
ノ
用
途
ヲ
注
文
ニ
ノ
セ
給
ヘ
キ
者
也
的
立
ノ
損
料
・
二
貫
文
ノ
助
成
ト
申
ハ
此
時
ヨ
リ
始
者
也
　
　
　
カ
チ
ラ
ウ
ト
ウ
一
射
手
ノ
徒
郎
等
ノ
直
垂
十
具
ノ
損
料
上
品
ハ
十
貫
文
一
具
別
二
一
貫
文
中
品
ハ
五
貫
文
一
具
別
二
五
百
文
下
品
ハ
三
貫
五
百
文
一
具
別
二
三
百
五
十
文
L
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（2
2
）
（器
）
一
射
手
ノ
上
ノ
行
騰
ノ
損
料
五
百
文
キ
セ
ナ
カ
ノ
総
ノ
　
シ
リ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
シ
サ
ネ
鰍
一
具
其
外
随
兵
井
二
上
ノ
総
ノ
鰍
等
足
実
　
ノ
方
ヨ
リ
ア
ツ
ラ
へ
給
ハ
請
取
ヲ
取
テ
沙
汰
ア
ル
ヘ
キ
者
也
行
騰
フ
サ
ノ
鰍
ハ
装
束
師
ノ
所
ニ
ハ
　
ナ
シ
別
ノ
屋
ニ
ア
リ
装
束
師
二
引
付
ラ
レ
テ
　
ア
ツ
ラ
ユ
ヘ
シ
十
六
日
二
装
束
師
ノ
下
時
奉
行
人
沙
汰
シ
テ
下
者
也
今
時
ハ
山
内
ニ
テ
夏
毛
ヲ
ヵ
ヰ
テ
切
・
一
子
細
ナ
シ
一
京
都
ニ
テ
買
ヘ
キ
物
ノ
色
ぐ
一
番
ア
タ
ラ
シ
キ
L
皮
子
ヲ
買
テ
御
シ
メ
ヲ
引
テ
中
へ
入
ヘ
キ
物
ト
モ
夜
　
　
コ
ヘ
ィ
ア
ツ
カ
ミ
宮
ノ
御
幣
紙
同
付
絹
ピ
サ
ツ
キ
ノ
絹
白
拍
子
ノ
カ
ケ
絹
ヤ
フ
サ
メ
ノ
ス
テ
フ
チ
ノ
扇
以
上
此
分
彼
子
ノ
中
へ
入
ヘ
シ
其
外
拝
殿
ノ
諸
ノ
絹
染
物
等
射
手
ノ
見
装
束
共
同
ク
ケ
ハ
イ
ノ
具
足
願
主
ノ
衣
装
等
　
烏
帽
子
　
直
垂
　
大
口
色
ξ
ノ
絹
染
物
ク
ツ
其
外
上
随
兵
　
的
立
　
口
取
先
打
等
ノ
方
ぐ
ヘ
ノ
引
出
物
等
杉
原
ヨ
キ
ト
ワ
ル
キ
ト
ニ
色
ラ
ツ
ソ
ク
如
此
色
ミ
ノ
買
物
ノ
注
文
越
度
ナ
ク
シ
タ
ふ
メ
テ
上
L
給
ヘ
キ
者
也
一
装
束
取
二
人
夫
上
ヘ
キ
用
意
ノ
事
殿
原
中
間
ノ
ア
ヰ
タ
ニ
心
得
テ
沙
汰
ス
ヘ
キ
者
ヲ
兼
テ
装
束
ア
ツ
ラ
へ
給
時
彼
人
ヲ
メ
シ
ク
シ
テ
装
束
師
二
封
面
セ
サ
セ
テ
置
其
後
九
月
十
四
日
五
日
以
前
二
京
上
シ
テ
夜
宮
二
入
ヘ
キ
水
干
行
騰
御
幣
持
的
持
ノ
当
色
二
具
コ
ト
〈
ク
取
下
ヘ
シ
但
近
年
ハ
装
束
ノ
先
料
ヲ
取
ア
ヰ
タ
夜
宮
水
干
当
色
ヲ
先
料
ノ
銭
二
取
カ
ヘ
テ
ク
タ
ス
者
也
難
然
ム
カ
ハ
キ
ハ
カ
サ
ス
主
L
各
別
タ
ル
間
水
干
ノ
時
ハ
下
サ
ス
其
時
ニ
ヨ
ッ
テ
了
簡
ヲ
ク
ワ
エ
給
ヘ
シ
夫
凡
ノ
人
夫
ハ
十
五
日
ノ
タ
ベ
京
へ
上
付
タ
ル
ヲ
奉
行
人
色
ミ
ノ
物
ヲ
用
意
シ
テ
置
テ
十
六
日
二
奈
良
ヘ
モ
タ
セ
テ
下
者
也
彼
人
夫
ヲ
十
四
日
二
六
爪
良
マ
テ
上
テ
十
五
日
二
京
へ
付
テ
十
・
六
日
ニ
ナ
ラ
へ
下
リ
テ
又
十
八
日
二
京
へ
上
リ
十
九
日
廿
日
二
田
舎
ヘ
ヲ
チ
付
ク
已
上
七
日
ノ
煩
也
髪
二
箸
尾
二
或
人
ノ
願
主
ノ
時
京
ノ
西
院
ノ
人
夫
ヲ
奈
良
ノ
西
院
ノ
御
給
主
へ
申
テ
十
六
日
ノ
朝
彼
人
夫
ヲ
装
束
師
ノ
宿
所
へ
来
タ
ル
ニ
」
諸
ノ
装
束
ヲ
モ
タ
セ
テ
奉
行
人
ト
装
束
師
ト
相
ト
モ
ニ
奈
良
へ
下
ル
又
十
八
日
・
一
彼
人
夫
ヲ
モ
テ
京
へ
上
ス
是
言
語
道
断
ノ
人
夫
ナ
リ
然
此
才
覚
ヲ
以
テ
其
後
ノ
人
々
彼
人
夫
ヲ
申
給
タ
ル
願
主
ア
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（摺
）
（器
）
リ
向
後
モ
彼
給
主
二
縁
モ
チ
給
タ
ラ
ン
人
ハ
申
給
ヘ
シ
是
大
切
ノ
人
夫
ナ
リ
次
二
人
夫
ノ
人
数
ノ
コ
ト
其
時
ノ
義
ニ
ヨ
ッ
テ
装
束
師
夫
ノ
注
文
ヲ
出
ス
前
ミ
ノ
日
記
ノ
コ
ト
ク
ハ
随
兵
十
騎
ノ
分
ノ
装
束
ノ
人
夫
ハ
或
ハ
八
人
十
人
ト
云
」
　
　
私
云
京
ニ
テ
人
夫
ヲ
チ
ン
ニ
テ
ヤ
ト
ウ
ニ
吉
シ
ヒ
ト
リ
ヲ
ニ
百
文
　
　
ミ
チ
ノ
ハ
シ
チ
ン
フ
ナ
チ
ン
コ
チ
ョ
リ
サ
タ
ス
ヘ
シ
ナ
ラ
ニ
テ
中
一
日
　
　
ノ
分
ヲ
ク
ワ
ス
ヘ
シ
四
タ
ヒ
ノ
分
マ
ト
タ
テ
ク
チ
ト
リ
ノ
分
　
　
二
人
ア
ケ
一
キ
ニ
カ
イ
ク
ニ
人
コ
ノ
ホ
カ
バ
レ
ウ
ケ
ン
ス
ヘ
シ
一
廣
瀬
ニ
テ
流
鏑
馬
集
来
事
　
　
合
百
膳
ノ
分
巖
ψ
静
詰
米
三
斗
三
リ
酒
四
斗
居
肴
三
之星
エ
フ
ナ
　
毛
立
三
之
恩
脳
簗
㌻
ル
赤
飯
ヨ
〃
“
情
米
四
斗
　
酒
・
；
リ
六
斗
＋
合
　
取
肴
二
堵
欧
唖
汲
情
一
廣
瀬
市
流
鏑
馬
射
事
　
　
九
月
四
日
九
日
両
日
ノ
間
タ
ル
ヘ
シ
但
九
日
ヲ
契
テ
ハ
雨
モ
フ
ル
コ
ト
ア
リ
四
日
ノ
市
三
ア
射
ヘ
シ
其
時
ノ
的
ハ
ウ
ラ
ヲ
シ
キ
ナ
リ
檜
物
L
師
力
役
三
ア
出
立
又
扇
バ
カ
ル
物
座
ヨ
リ
出
ス
云
縄
二
束
竹
一
荷
モ
タ
セ
テ
市
ノ
馬
場
二
両
方
二
引
ヘ
シ
射
馬
ヲ
キ
ラ
サ
シ
用
也
但
庄
本
ヨ
リ
一
コ
ン
サ
タ
ア
リ
与
楽
寺
　
三
ア
ア
リ
ニ
コ
リ
酒
サ
カ
ナ
ニ
ア
ル
ヘ
シ
（
2
6
）
一
大
宿
所
三
ア
入
ヘ
キ
物
共
兼
テ
用
意
シ
テ
可
置
事
（2
7
）
（田
）
幕油木
銚
子
火
針踪
ハ
シ
荷
桶
杓
大
小
シ
ル
汁馬
ノ
大
豆
ナ
ヘ
カ
マ
鍋
釜
ソ
　
キ
タ
タ
ミ
畳
群
㌍
ハ
ヘ
キ
用
屏
風
住折
敷想
。
キ
　
　
　
チ
ヤ
ウ
チ
ン
ア
ン
ト
ン
灯
提
斗
桶
纏
ぱ
用
楓
㍗
味
噌
糠
藁
重
輪
曽
木
匙
フ
ハ
リ
ノ
縄
等
唐
笠
燈
書
杯
大
小
狙
板
需
箸
　
サ
イ
ケ
御
菜
笥
　
　
ピ
サ
ケ
銚
子
銀
塩柴指
縄
ラ
ッ
ソ
ク
同
ダ
イ
炭簾
㌶
桶辣
入
ヘ
キ
用
」
足
タ
ラ
イ
シ
ヤ
ゥ
シ
ヤ
ノ
用
飯
料
白
米
サ
イ菜破
木
竹
大
小
御
器
購
桁
以
ノ
折
敷
一
九
月
十
日
ノ
タ
ヘ
ヨ
リ
精
進
屋
二
入
ヘ
キ
事
精
進
以
前
二
塩
コ
リ
カ
ク
コ
ト
ハ
昔
ハ
住
吉
ノ
濱
ニ
テ
L
祭
礼
ノ
物
共
買
使
立
晶
今
宮
三
ア
塩
コ
リ
カ
キ
タ
ル
願
主
モ
ア
リ
但
今
ハ
多
分
龍
田
ノ
塩
瀬
三
ア
カ
キ
テ
精
進
二
入
二
子
細
ナ
シ
又
今
宮
へ
十
日
行
テ
十
一
日
ニ
カ
ヘ
ル
今
宮
ヨ
リ
精
進
二
入
別
火
ニ
テ
物
ヲ
食
　
ヘ
シ
一
大
宿
所
奉
行
人
奈
良
へ
少
ぐ
上
沙
汰
ス
ヘ
キ
事
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（2
9
）
（3
0
）
九
月
八
日
九
日
ノ
コ
ロ
ヨ
リ
大
宿
所
へ
物
共
ヲ
ノ
ホ
セ
　
シ
カ
ル
ヘ
キ
奉
行
人
上
テ
馬
屋
ヒ
ラ
ハ
リ
三
階
棚
　
ナ
ン
ト
用
意
二
付
テ
番
匠
ヲ
仕
ヘ
キ
者
也
次
二
L
此
時
人
ミ
ノ
方
へ
人
夫
ヲ
申
テ
仕
ト
キ
其
人
夫
二
奉
行
人
ヲ
付
給
ヘ
キ
由
ヲ
申
テ
其
用
ノ
時
奉
行
人
ノ
名
ヲ
ヨ
ヒ
テ
人
夫
ヲ
仕
フ
者
也
人
夫
　
バ
カ
リ
ヲ
ヨ
ヘ
ハ
メ
シ
ニ
モ
シ
タ
カ
ハ
ス
名
ヲ
モ
悉
ク
存
知
セ
ス
シ
テ
正
躰
ナ
キ
者
也
一
精
進
屋
へ
十
日
ノ
タ
ヘ
ヨ
リ
入
御
湯
ツ
カ
バ
ヌ
サ
キ
ニ
諸
ノ
稜
タ
ル
モ
ノ
井
二
重
服
軽
服
ヲ
イ
ハ
ス
出
ス
ヘ
シ
但
女
性
ノ
月
水
ノ
コ
ト
下
部
ヲ
ハ
悉
ク
出
ス
ヘ
シ
又
然
ヘ
キ
人
ヲ
ハ
其
屋
敷
ノ
内
タ
リ
ト
云
ト
モ
L
其
精
進
屋
ニ
ア
ラ
サ
ル
各
別
ノ
棟
ノ
下
二
置
申
テ
彼
精
進
屋
ノ
人
出
入
ヲ
セ
ス
ハ
子
細
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
也
次
二
御
湯
仕
テ
後
ハ
願
主
ト
射
手
ノ
見
ト
ハ
別
火
別
莚
三
ア
日
コ
リ
ヲ
カ
ク
ヘ
シ
川
コ
リ
也
一
精
進
人
ノ
食
物
ス
ヘ
キ
在
所
各
別
ノ
所
タ
ル
ヘ
シ
　
　
　
テ
ソ
テ
ン
其
故
ハ
展
轄
ノ
行
フ
レ
ノ
稜
ヲ
ノ
ソ
カ
ン
カ
為
也
食
物
ス
ル
下
部
ハ
老
タ
ル
女
ヨ
シ
若
女
ハ
穣
出
来
ノ
コ
ト
ア
リ
又
男
モ
ヨ
シ
次
二
精
進
屋
ノ
火
ヲ
（3
1
）
余
所
へ
出
ス
ヘ
カ
ラ
ス
毎
度
火
ヲ
打
カ
ヘ
テ
食
物
ヲ
L
　
ア
サ
ナ
ベ
ニ
テ
シ
テ
土
器
三
ア
メ
サ
ス
ヘ
シ
其
メ
シ
残
タ
ル
　
ク
ヰ
モ
ノ
モ
ハ
シ
モ
コ
ト
〈
ク
毎
度
土
ニ
ホ
リ
ウ
ツ
　
ム
ヘ
シ
人
ニ
モ
犬
ニ
モ
ク
ワ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
但
桶
杓
ア
サ
　
ナ
ヘ
ハ
同
物
ヲ
仕
フ
者
也
又
十
六
日
ノ
朝
ハ
食
物
ヲ
　
マ
イ
ラ
セ
テ
後
願
主
ノ
御
上
ヨ
リ
サ
キ
ニ
諸
ノ
雑
事
　
ア
サ
ナ
へ
等
キ
ヨ
キ
夫
ニ
モ
タ
セ
テ
奈
良
ノ
精
進
屋
　
三
ア
食
物
ヲ
ト
ク
ヰ
ト
ナ
ミ
テ
夜
宮
マ
イ
リ
ノ
出
立
ノ
時
マ
イ
ラ
ス
ヘ
シ
願
主
ホ
ネ
ヲ
ハ
ヲ
ラ
セ
給
ア
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
チ
ハ
イ
ナ
へ
土
器
タ
ル
間
其
味
ナ
シ
以
外
ク
タ
ヒ
レ
給
者
也
L
食
物
ヲ
用
意
シ
置
テ
ツ
ネ
ニ
サ
シ
出
シ
テ
マ
ヰ
　
ラ
ス
ヘ
シ
次
ニ
ヨ
ロ
ツ
ニ
付
テ
ユ
慨
ラ
ハ
シ
キ
事
ヂ
又
ハ
心
ニ
カ
ふ
ル
コ
ト
出
来
シ
給
ハ
ン
時
ハ
毎
度
神
子
ヲ
ヨ
ピ
サ
ン
ケ
ヲ
セ
サ
ス
ヘ
キ
者
也
一
十
二
日
三
日
ヨ
リ
奉
行
人
ヲ
悉
ク
上
ス
ヘ
シ
彼
奉
行
人
ヲ
老
タ
ル
ト
若
ト
ニ
人
ツ
ふ
モ
又
ハ
三
人
四
人
ニ
テ
モ
其
物
ニ
ヨ
ッ
テ
取
合
テ
付
申
ヘ
シ
其
故
ハ
老
タ
ル
人
二
下
知
ヲ
セ
サ
セ
テ
若
人
ヲ
仕
テ
其
用
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
為
ナ
リ
如
此
用
意
シ
テ
待
申
虚
．
一
」
諸
方
ヨ
リ
助
成
ノ
銭
米
酒
肴
毛
立
懸
物
等
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（3
2
）
（3
3
）
（3
4
）
破
籠
餅
綜
諸
ノ
雑
用
物
竺
寸
モ
チ
来
ル
シ
ナ〈
ヲ
惣
奉
行
人
其
器
量
ヲ
守
テ
一
色
二
二
人
ツ
ふ
バ
カ
リ
ノ
奉
行
ヲ
付
テ
大
宿
所
井
二
少
宿
所
二
納
置
テ
仕
ヘ
シ
又
彼
奉
行
人
タ
チ
ニ
仕
日
記
ヲ
サ
セ
申
テ
惣
奉
行
取
ア
ッ
メ
テ
置
以
後
願
主
二
見
セ
申
ヘ
キ
者
也
一
大
宿
所
御
湯
仕
ノ
事
十
五
日
地
下
ノ
神
子
ヲ
請
シ
テ
御
湯
ヲ
ツ
カ
ヰ
テ
キ
ョ
メ
テ
願
主
ヲ
入
L
申
ヘ
シ
同
ク
入
目
ノ
日
記
コ
レ
ハ
ム
ヵ
シ
ノ
最
下
ノ
日
記
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
ヘ
イ
用
　
御
湯
ノ
布
施
二
百
文
中
紙
一
帖
散
米
白
一
升
　
桶
一
杓
一
木
テ
ウ
シ
一
コ
キ
ヲ
ニ
コ
キ
莚
一
枚
　
酒
　
又
御
シ
メ
ア
ケ
ト
テ
セ
ニ
ヲ
ト
ル
ナ
リ
一
大
宿
所
精
進
屋
事
　
　
　
二
間
バ
カ
リ
ナ
ル
別
ノ
間
　
二
御
シ
メ
ヲ
引
テ
新
キ
畳
ヲ
シ
キ
入
申
ナ
リ
　
又
精
進
屋
ノ
御
タ
イ
所
ハ
チ
カ
キ
別
屋
ヲ
コ
シ
ラ
へ
重
輪
　
ボ
ウ
ロ
ク
　
カ
ハ
ラ
ケ
ヨ
頒
杁
六
扮
は
ら
ハ
モ
リ
ツ
イ
カ
サ
ネ
　
ノ
御
タ
イ
大
小
桶
杓
白
米
味
曾
塩
御
菜
シ
ル
ノ
ミ
L
　
火
灯
ホ
ク
ソ
色
く
入
ヘ
キ
物
ト
モ
ヲ
為
中
ヨ
リ
用
意
シ
テ
　
上
ヘ
シ
一
夜
宮
ノ
事
　
十
六
日
ノ
朝
大
宿
所
ヨ
リ
御
神
楽
銭
（3
5
）
（3
6
）
（3
7
）
境
飯
　
酒
肴
　
種
　
鳥
　
兎
　
魚
　
破
籠
　
綜
折
敷
餅
等
悉
折
香
二
注
拝
殿
へ
送
申
テ
沙
汰
人
ノ
請
取
ヲ
ト
ル
ヘ
シ
彼
送
物
ニ
イ
カ
ニ
モ
く
ソ
ツ
シ
ニ
ナ
キ
中
間
ヲ
奉
行
二
付
ヘ
キ
者
也
一
御
幣
挿
ノ
事
　
　
祢
宜
二
兼
テ
ヤ
ク
ソ
ク
シ
テ
十
六
日
ノ
朝
願
主
ノ
上
ラ
サ
ル
以
前
ニ
ハ
サ
ミ
マ
ウ
ク
ヘ
シ
L
　
　
　
　
入
ヘ
キ
物
注
文
御
幣
昏
二
帖
　
　
　
御
幣
串
五
本
　
白
米
一
升
蜘
ハ
馴
フ
ク
白
米
一
升
噺
ン
米
ノ
　
ム
シ
ロ
一
枚
　
桶
一
木
テ
ウ
シ
一
　
　
杓
一
　
　
　
布
施
五
百
文
小
刀
　
　
以
上
但
布
施
ハ
願
主
ノ
器
量
ニ
ヨ
ル
五
百
文
ハ
下
品
其
後
大
宿
所
ノ
膳
ヲ
コ
ト
〈
ク
ス
ヘ
テ
酒
ヲ
モ
ル
ナ
リ
一
十
六
日
二
願
主
田
舎
ヨ
リ
上
給
ハ
ヌ
以
前
二
用
意
シ
テ
待
申
ヘ
キ
條
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
次
ニ
カ
ケ
キ
ヌ
ピ
サ
ツ
キ
モ
チ
　
的
三
枚
弔
畑
好
”
圷
榔
御
幣
弔
畑
”
”
W
榔
神
馬
覗
㍍
一
▽
の
付
テ
　
　
射
手
ハ
リ
カ
へ
出
立
・
タ
フ
ク
委
細
ヲ
ク
ニ
シ
ル
ス
一
的
ノ
ハ
キ
ヤ
ウ
ノ
事
檜
ノ
木
ノ
マ
サ
ノ
板
ナ
リ
　
コ
ワ
ト
〈
ト
ヲ
合
テ
ニ
枚
ハ
キ
ナ
リ
的
ノ
寸
法
　
　
　
廣
サ
一
尺
九
寸
　
厚
サ
一
分
〉
中
　
串
ノ
長
サ
四
尺
五
寸
　
　
　
串
ノ
面
一
寸
姻
巧
け
互
フ
但
的
串
ノ
長
サ
バ
射
馬
ノ
寸
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（銘
）
（3
9
）
　
身
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ
シ
ヲ
テ
ノ
ネ
ト
ク
ラ
フ
ヘ
シ
的
ノ
数
六
枚
ノ
代
三
百
文
三
ア
番
匠
請
取
ト
云
但
四
百
文
三
ア
モ
又
今
程
ハ
ナ
ラ
ニ
テ
ヒ
モ
ノ
シ
カ
ウ
ケ
取
ミ
ノ
マ
サ
　
ヨ
シ
次
二
御
ヘ
イ
串
ハ
的
二
付
ク
ナ
リ
L
一
御
幣
五
本
串
ノ
長
サ
五
尺
五
寸
ヒ
ロ
サ
一
寸
ナ
リ
ス
コ
シ
　
モ
長
力
吉
キ
ナ
リ
御
幣
付
絹
ノ
コ
ト
若
宮
殿
ノ
御
幣
ニ
バ
カ
ナ
ラ
ス
付
絹
ア
ル
ヘ
シ
付
サ
レ
ハ
申
上
ヲ
ヲ
サ
へ
給
者
也
大
宮
殿
一
ス
付
ネ
ト
モ
子
細
ナ
シ
其
故
ハ
コ
ナ
タ
　
ヨ
リ
有
縁
ノ
神
主
殿
二
申
上
ヲ
サ
セ
申
ニ
ヨ
ツ
テ
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
イ
但
其
四
本
ノ
御
幣
ノ
串
ヲ
結
合
テ
付
絹
ヲ
一
ツ
ク
ル
事
モ
ア
リ
又
四
本
二
絹
四
ツ
ケ
給
モ
ア
リ
其
願
主
ノ
器
量
ニ
ヨ
ル
者
也
次
二
当
社
ピ
サ
ツ
キ
ノ
絹
一
引
ヲ
ニ
ニ
キ
リ
テ
両
社
二
L
ス
ル
モ
ア
リ
又
両
社
へ
一
ツ
ふ
ス
ル
モ
ア
リ
願
主
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
次
二
録
ノ
神
楽
ノ
コ
ト
八
人
ノ
八
乙
女
五
人
ノ
神
楽
男
ニ
カ
ッ
ケ
物
八
人
二
絹
八
五
人
ノ
男
一
一
直
垂
布
五
ア
タ
ラ
シ
キ
白
フ
タ
ニ
一
二
入
テ
其
用
々
ノ
キ
ヌ
ニ
フ
タ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
付
テ
其
用
≧
ノ
時
見
テ
取
ヘ
シ
モ
チ
夫
一
人
装
束
ハ
上
下
ノ
サ
ハ
ヤ
カ
ナ
ル
ヲ
キ
ス
ヘ
シ
一
神
馬
ノ
事
願
主
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ
ナ
ク
ト
モ
子
細
ナ
シ
但
（4
0
）
（4
1
）
　
モ
シ
一
疋
マ
ヰ
ラ
セ
ハ
若
宮
殿
へ
引
ヘ
シ
ト
云
也
尾
ニ
　
シ
テ
ヲ
付
テ
サ
ヲ
ふ
サ
シ
テ
用
意
ア
ル
ヘ
シ
引
テ
ハ
L
下
部
装
束
ハ
上
下
ナ
リ
一
夜
宮
マ
イ
リ
ノ
張
替
具
足
ノ
注
文
事
　
　
ロ
イ
鎧
ヒ
タ
S
レ
ヵ
チ
ン
　
腹
巻
ド
ゥ
丸
　
烏
帽
子
獅
戯
ハ
　
ハ
ふ
キ
ヵ
チ
ン
手
縄
　
　
　
　
　
　
ワ
ラ
ク
ツ
白
　
弓
袋
　
馬
鞍
　
轡
　
鰍
鐙
　
　
腹
帯
　
　
　
ウ
チ
マ
セ
　
　
刀
　
　
同
サ
ネ
願
主
ノ
結
構
三
ヨ
ツ
テ
ハ
リ
カ
ヘ
ニ
フ
サ
ヲ
カ
ク
ル
モ
ア
リ
タ
フ
ン
ハ
ウ
ネ
フ
ト
ヒ
ラ
シ
リ
カ
ヰ
ナ
リ
一
射
手
ノ
見
ケ
ハ
イ
ノ
具
足
事
ツ
ロ
イ
モ
ノ
　
ヘ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ユ
白
粉
耗
粉
　
タ
ト
ウ
カ
ミ
一
ッ
ィ
眉
作
眉
ス
ミ
」
竃
繁
三
・
流
水
入
水
引
繋
羅
・
次
二
見
ノ
出
立
ノ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ヵ
　
ヲ
　
　
ヤ
ハ
シ
リ
水
干
　
竹
笠
　
弓
矢
　
逆
顔
　
矢
走
　
ユ
ゴ
テ
帯
ニ
ス
チ
　
扇
　
行
騰
ハ
リ
ニ
糸
ヲ
付
ケ
テ
用
意
ス
ヘ
シ
射
馬
ノ
鞍
具
足
悉
ク
十
七
日
ノ
物
タ
ル
ヘ
シ
次
二
射
馬
ヲ
ハ
イ
タ
ハ
ラ
ン
為
二
馬
場
本
マ
テ
引
セ
テ
ヲ
キ
給
ヘ
シ
夜
宮
参
ノ
見
ノ
乗
馬
ヲ
ハ
別
ノ
馬
タ
ル
ヘ
シ
鏡
二
結
構
ノ
義
力
夜
宮
参
ノ
射
馬
ニ
フ
サ
ノ
鰍
ヲ
カ
ケ
給
人
ア
リ
是
又
タ
カ
ウ
儀
ナ
リ
射
馬
L
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（4
2
）
（4
3
）
　
ハ
平
鰍
タ
ル
ヘ
シ
馬
場
本
二
引
セ
タ
ル
射
馬
二
見
ノ
召
給
タ
ル
馬
ノ
鞍
ヲ
置
カ
ヘ
テ
夜
宮
流
鏑
馬
ヲ
射
サ
セ
申
ヘ
シ
一
境
飯
ノ
注
文
　
飯
噛攣
蜘
妨
㌻
㍑
嬬
キ
用
　
汁
忽
竺
㌘
㌻
ア
’
菜
鷺
喫
⇔
㌃
カ
モ
ノ
　
大
瓶
押
”
淋
”
↑
洞
力
パ
”
桔
物
テ
㌶
い
剖
姻
諒
”
鋤
　
銚
子
銀
一
封
ア
タ
ラ
シ
キ
ナ
リ
L
　
酒
杓
舛
罵
▽
ハ
㌶
ノ
棚
O
W
蕩
”
ハ
髭
㌶
ハ
ヒ
ウ
チ
フ
　
ヲ
リ
物
ノ
ヲ
ヒ
一
ハ
タ
ハ
リ
是
ニ
テ
大
瓶
ノ
毫
ノ
足
　
ヲ
マ
ク
又
銚
子
銀
ノ
中
ヲ
ユ
ウ
ッ
ネ
ノ
ヲ
ヒ
タ
ケ
　
ヲ
六
ニ
ワ
ル
ナ
リ
　
扇
四
本
シ
ル
ノ
ゥ
へ
・
西
方
・
二
本
ッ
」
ト
チ
付
也
各
ξ
イ
ツ
レ
モ
毫
ア
リ
給
ヲ
カ
ク
丸
二
家
ノ
文
ヲ
カ
ク
也
拝
殿
ノ
御
前
ノ
間
ノ
寸
尺
ヲ
ト
リ
テ
境
飯
ノ
ヲ
ウ
キ
サ
ヲ
コ
シ
ラ
ユ
ヘ
シ
間
ヨ
リ
大
ナ
レ
ハ
　
ハ
ヰ
テ
ン
へ
入
ヌ
ナ
リ
」
一
大
宮
殿
若
宮
殿
御
内
へ
酒
肴
ノ
事
ヲ
ク
リ
状
散
館
蜘
鰯
納
ヘ
ト
カ
ク
拝
殿
ヘ
ノ
コ
ト
ク
願
主
為
中
ヨ
リ
注
文
ヲ
カ
キ
テ
奉
行
人
方
へ
仰
付
ヘ
シ
（4
4
）
　47
）
　　　　　
46　45
）　　　）
　
但
御
内
ヘ
ノ
酒
肴
ノ
事
ハ
近
年
マ
ヰ
ラ
セ
初
タ
ル
也
　
マ
イ
ラ
セ
ス
ト
モ
子
細
ナ
シ
又
願
主
ニ
ヨ
リ
テ
両
社
へ
　
御
供
ヲ
マ
ヰ
ラ
ス
ル
モ
ア
リ
是
ハ
私
ノ
心
サ
シ
ナ
リ
」
一
夜
宮
マ
イ
リ
上
ノ
装
束
用
意
注
文
　
上
ノ
水
干
笠
ム
カ
ハ
キ
　
タ
ビ
　
ク
ツ
　
ア
フ
キ
　
ユ
ゴ
テ
　
　
テ
フ
ク
ロ
　
ユ
ミ
　
ヲ
ヒ
　
上
矢
九
　
サ
カ
ツ
ラ
　
ウ
シ
ロ
ヲ
　
　
ウ
ハ
ヲ
ヒ
　
ッ
ル
マ
キ
　
ヤ
ハ
シ
リ
　
ム
マ
　
ク
ラ
　
　
ク
ツ
ワ
　
ア
ブ
ミ
　
シ
リ
カ
イ
　
タ
ツ
ナ
　
ハ
ル
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
サ
　
　
フ
チ
　
白
サ
シ
ナ
ハ
一
ハ
リ
カ
ヘ
ノ
用
意
ノ
事
　
マ
エ
ニ
シ
ル
ス
ナ
リ
一
マ
ト
モ
チ
ノ
装
束
　
　
　
同
サ
ネ
　
ワ
ラ
ク
ツ
一
御
ヘ
イ
モ
チ
ノ
装
束
　
　
同
サ
ネ
　
ワ
ラ
ク
ツ
」
同
下
巻
（
1
）
夜
宮
参
ノ
次
第
同
両
社
ニ
テ
奉
幣
御
神
楽
等
ノ
事
（
2
）
馬
場
破
事
　
　
　
　
　
　
（
3
）
夜
宮
流
鏑
馬
之
事
（
4
）
夜
宮
流
鏑
馬
ヨ
リ
下
向
大
宿
所
ニ
テ
雑
掌
ノ
事
（
5
）
宵
催
ノ
事
加
穎
主
交
名
　
　
　
（
6
）
大
宿
所
ヨ
リ
送
物
朋
矧
増
楠
持
（
7
）
暁
催
之
事
　
　
　
　
　
　
（
8
）
南
大
門
見
参
取
事
（
9
）
渡
物
用
意
朋
齢
靴
ナ
カ
　
　
　
（
ω
）
揚
之
注
文
事
（
1
1
）
張
替
注
文
事
　
　
　
　
　
（
1
2
）
随
兵
注
文
事
L
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（
1
3
）
童
ノ
具
足
注
文
事
　
　
　
　
（
1
4
）
十
七
日
朝
揚
随
兵
ム
朝
意
催
促
（
1
5
）
南
大
門
上
腐
次
事
　
　
　
（
1
6
）
番
宛
之
事
（
1
7
）
随
兵
二
乗
様
事
　
　
　
　
　
（
1
8
）
二
行
打
ノ
随
兵
事
（
1
9
）
的
立
口
取
用
意
事
　
　
　
（
2
0
）
馬
場
本
へ
上
腹
次
事
（
2
1
）
衆
徒
馬
場
下
事
（
2
2
）
上
古
願
主
吉
凶
事
」
（
1
）
一
夜
宮
参
リ
行
列
ノ
次
第
わ
輌
嬬
仁
禰
撒
鈴
”
是
γ
　
　
　
一
番
的
　
　
　
二
番
御
幣
　
　
　
　
三
番
い
軒
”
⇔
〃
⇔
鰺
絹
　
　
　
四
番
御
神
楽
　
五
番
神
馬
蛾
赴
ノ
サ
キ
　
六
番
着
背
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ
　
　
　
七
番
揚
　
　
　
八
番
ヤ
カ
タ
ロ
ニ
行
　
九
番
願
主
　
　
　
＋
番
傅
次
・
ウ
ζ
ミ
讃
舞
ガ
詳
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ヘ
シ
　
　
　
願
主
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
繭
次
ヲ
ト
ふ
ノ
ヘ
テ
夜
宮
ノ
参
L
　
　
　
シ
給
ヘ
ハ
随
兵
ニ
ノ
リ
給
フ
國
中
ノ
大
名
タ
チ
　
　
　
一
ツ
レく
詣
リ
タ
マ
フ
ナ
リ
願
主
ニ
ノ
鳥
居
三
ア
　
　
　
下
馬
シ
給
テ
揚
射
手
ヲ
ハ
中
間
ノ
カ
タ
ニ
ノ
セ
　
　
　
申
ヘ
シ
但
大
見
ハ
ア
ユ
ハ
セ
申
ヘ
シ
御
師
ノ
祢
宜
　
　
　
マ
チ
申
テ
ハ
ラ
ヰ
願
主
藤
ノ
鳥
居
ヨ
リ
西
ノ
　
　
　
廻
廊
ノ
南
ノ
慶
賀
門
ヨ
リ
入
テ
八
講
ノ
屋
ノ
　
　
　
ア
ヰ
ヲ
ト
ヲ
リ
御
前
ヘ
マ
ヰ
リ
給
フ
射
手
ト
　
　
　
願
主
ト
ハ
大
宮
殿
ノ
御
前
⇒
楡
二
枚
シ
キ
テ
置
タ
ル
．
一
西
、
一
射
手
東
二
願
主
座
シ
給
ナ
リ
」
射
手
ハ
左
ノ
ピ
サ
ヲ
立
テ
右
ノ
ピ
サ
ヲ
シ
キ
テ
弓
ヲ
立
テ
左
ノ
手
ニ
テ
モ
チ
給
フ
願
主
カ
ネ
テ
ヤ
ク
ソ
ク
申
タ
ル
神
主
殿
ノ
沙
汰
ト
シ
テ
御
幣
五
本
ユ
イ
合
テ
モ
タ
セ
タ
ル
ヲ
一
本
若
宮
ト
ノ
S
ヲ
ノ
コ
シ
テ
四
本
ヲ
一
ソ
ク
若
殿
原
取
テ
祢
宜
ノ
方
ヘ
ヤ
ル
ネ
ギ
ウ
ケ
取
テ
願
主
ト
射
手
ト
ニ
手
ヲ
カ
ケ
サ
セ
申
テ
願
主
ノ
童
名
ヲ
ト
イ
テ
ノ
チ
ピ
サ
ツ
キ
ノ
絹
ト
御
幣
ト
神
主
殿
ニ
マ
イ
ラ
ス
則
奉
幣
申
給
フ
也
其
間
ハ
L
キ
セ
ナ
カ
ト
的
モ
チ
ト
ハ
御
前
ノ
石
垣
キ
ワ
ニ
立
ナ
リ
若
宮
殿
ヘ
ノ
神
楽
モ
チ
ハ
南
ノ
ラ
ウ
門
ニ
マ
タ
ス
ル
也
其
後
神
馬
マ
イ
リ
大
宮
殿
ノ
申
上
ハ
ツ
レ
ハ
神
主
殿
願
主
二
封
面
シ
テ
目
出
度
候
由
ヲ
申
サ
ル
ふ
ナ
リ
ソ
ノ
瓦
チ
下
向
シ
給
者
也
次
二
若
宮
殿
へ
参
リ
給
フ
願
主
ト
射
手
ト
ハ
御
工
8
0
ニ
ワ
ラ
ン
タ
ニ
枚
シ
キ
テ
ア
リ
射
手
ハ
北
二
願
主
ハ
南
二
座
シ
給
ヘ
シ
風
情
大
宮
殿
ト
同
シ
神
馬
ハ
拝
ノ
屋
ヲ
引
マ
ハ
ス
キ
セ
ナ
カ
ト
的
モ
チ
ト
ハ
弄
ノ
屋
ノ
南
二
立
ツ
L
サ
ラ
神
主
殿
申
上
ハ
ツ
レ
ハ
射
手
ハ
奔
殿
ノ
内
へ
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入
テ
畳
カ
イ
サ
マ
ニ
敷
テ
ア
リ
其
上
二
弓
ツ
エ
ヲ
ツ
キ
御
前
ニ
テ
ノ
コ
ト
ク
居
給
ヘ
シ
願
主
ハ
ア
ラ
バ
ニ
立
給
フ
神
楽
銭
ヲ
ハ
神
楽
ヲ
ト
コ
ノ
祢
宜
・
一
ケ
ウ
タ
イ
ス
サ
テ
八
乙
女
タ
チ
給
フ
其
後
惣
ノ
一
立
テ
ミ
コ
マ
イ
ア
リ
テ
後
白
拍
子
ヲ
マ
ウ
時
カ
ツ
ケ
物
ヲ
カ
ク
ル
ナ
リ
一
ソ
ク
ワ
カ
殿
原
カ
ツ
ケ
物
ヲ
扇
ニ
ス
エ
テ
拝
殿
ニ
ヲ
ク
扇
ヲ
ハ
ト
ル
ナ
リ
又
5
0
テ
白
拍
子
ヲ
コ
エ
バ
カ
ツ
ケ
物
ヲ
一
ツ
ふ
カ
ク
ル
ナ
リ
シ
カ
ル
ヘ
キ
願
主
ハ
L
三
番
マ
ハ
セ
テ
ニ
色
ノ
カ
ツ
ケ
物
ヲ
カ
ケ
ラ
ル
ネ
リ
ヌ
キ
ノ
シ
メ
　
ヲ
リ
物
ナ
ン
ト
也
次
録
ノ
神
楽
ハ
シ
カ
ル
ヘ
キ
願
主
ハ
沙
汰
ア
ル
ナ
リ
八
人
ノ
乙
女
ニ
ソ
メ
物
一
ツ
ふ
五
人
ノ
神
楽
男
二
直
垂
布
一
ツ
ふ
沙
汰
シ
テ
乙
女
ヲ
立
モ
ア
リ
又
今
程
ハ
料
足
享
十
貫
文
或
ハ
五
貫
文
三
ア
乙
女
ヲ
立
ル
モ
ア
リ
願
主
ノ
バ
カ
ラ
ヰ
也
又
録
ノ
神
楽
ノ
時
惣
ノ
一
ヘ
ウ
ラ
ノ
布
施
ト
テ
ソ
メ
物
ヲ
カ
ク
ル
モ
ア
リ
是
モ
可
然
願
主
ノ
沙
汰
也
L
一
馬
場
ワ
リ
ノ
事
匹
べ
香
桐
噛
㌘
繊
鵡
功
淋
万
頬
隠
情
炉
W
カ
リ
夜
宮
ヨ
リ
下
向
ス
ル
時
夜
宮
流
鏑
馬
ノ
ハ
テ
ニ
ハ
S
ヲ
　
ワ
ル
ト
申
ハ
馬
場
本
ヨ
リ
一
ノ
的
ニ
ノ
的
三
ノ
的
ノ
在
前
ヲ
注
ス
ナ
リ
然
ト
イ
ヘ
ト
モ
廣
野
二
向
テ
其
口
傳
ヲ
得
ス
シ
テ
ハ
シ
リ
カ
タ
キ
也
的
立
ノ
役
人
ノ
沙
汰
三
ア
是
ハ
在
也
能
≧
タ
ッ
ネ
存
知
シ
給
ヘ
キ
也
　
　
夫
的
ノ
所
在
ヲ
定
ル
事
ハ
マ
ッ
ニ
ノ
的
ヨ
リ
ワ
リ
ハ
シ
ム
ル
ナ
リ
其
子
細
ハ
御
旅
所
ノ
前
ノ
西
ノ
假
屋
ノ
南
向
ノ
東
ヨ
リ
」
二
番
目
ノ
柱
ノ
本
ヨ
リ
南
へ
一
丈
五
尺
ニ
ア
タ
ル
所
是
ニ
ノ
的
ノ
在
所
也
彼
所
ヨ
リ
東
へ
十
四
丈
五
尺
ニ
ア
タ
ル
ト
コ
ロ
三
ノ
的
ノ
在
所
ナ
リ
是
ヨ
リ
北
二
南
ヘ
カ
タ
ム
キ
タ
ル
松
ア
リ
彼
松
ト
的
ト
ノ
ア
イ
三
丈
ア
リ
又
ニ
ノ
的
ヨ
リ
西
へ
二
十
丈
五
尺
ニ
ア
タ
ル
所
是
一
ノ
的
ノ
在
所
ナ
リ
此
北
二
柿
木
ア
リ
其
東
ノ
柿
ノ
木
ノ
ト
ヲ
リ
也
又
一
ノ
的
ヨ
リ
西
へ
十
四
丈
三
尺
打
テ
行
其
在
所
　
馬
場
本
ナ
リ
　
彼
所
ヨ
リ
北
ヲ
見
レ
ハ
東
ノ
新
御
L
御
塔
ノ
廻
廊
ノ
辰
己
角
ノ
柱
ヨ
リ
西
へ
七
本
目
ノ
柱
ト
ヲ
リ
也
　
是
ヨ
リ
射
馬
ヲ
ハ
出
ス
ヘ
シ
願
主
ハ
ス
コ
シ
西
二
馬
ヨ
リ
ヲ
リ
テ
立
給
ヘ
シ
次
二
如
比
的
間
ヲ
打
分
テ
彼
興
福
寺
大
垣
ノ
辰
己
角
ノ
尾
ノ
ハ
ナ
ニ
ア
ン
ト
ン
ヲ
ト
ホ
サ
セ
テ
ニ
ノ
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的
ヲ
本
ニ
シ
テ
三
ノ
的
ヨ
リ
西
ヲ
見
ハ
ル
カ
シ
テ
一
ノ
的
ト
三
ノ
的
ト
北
南
ヘ
ノ
出
入
ア
ラ
バ
同
ト
ヲ
リ
ニ
ナ
ヲ
ス
ヘ
キ
者
也
　
　
次
二
彼
一
二
三
ノ
的
ノ
串
ヲ
サ
ス
ヘ
キ
在
所
ヲ
芝
ヲ
廣
サ
八
付
バ
カ
リ
ニ
L
四
方
ク
ワ
ヲ
以
テ
打
ヲ
コ
シ
取
テ
其
ア
ト
ニ
喫
ヲ
土
ヨ
リ
シ
タ
七
八
寸
バ
カ
リ
打
入
テ
又
ヌ
キ
テ
其
跡
へ
七
八
寸
バ
カ
リ
ナ
ル
ク
ヰ
ヲ
打
ヲ
コ
シ
タ
ル
ア
ト
ノ
土
ト
カ
キ
ナ
ラ
シ
ニ
入
テ
其
上
二
彼
打
ヲ
コ
シ
タ
ル
芝
ヲ
本
ノ
コ
ト
ク
一
二
三
ノ
的
ノ
ト
コ
ロ
ニ
ヲ
瓦
ヰ
テ
置
ヘ
シ
此
芝
ノ
ト
コ
ロ
く
ヲ
的
立
ノ
下
人
存
知
ス
ヘ
キ
者
ナ
リ
彼
馬
場
ヲ
ワ
ル
コ
ト
ハ
十
六
日
ノ
書
ホ
ト
ヨ
リ
ハ
夜
宮
参
ノ
上
下
向
ノ
人
馬
場
二
多
ク
シ
」
テ
見
ハ
ル
カ
シ
ナ
キ
ニ
ヨ
ツ
テ
十
五
日
ノ
タ
部
十
六
日
ノ
朝
ノ
間
ニ
ワ
ル
ナ
リ
然
二
三
ツ
ノ
的
北
南
へ
出
入
同
ト
ヲ
リ
ニ
立
ヘ
シ
　
髪
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ソ
カ
問
テ
云
ク
一
ノ
的
ト
ニ
ノ
的
ト
ヲ
間
ハ
何
故
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ト
プ
キ
自
余
ノ
的
ノ
間
ヨ
リ
遠
ソ
ヤ
　
答
テ
日
ク
流
鏑
馬
ノ
見
衆
徒
ヨ
リ
召
カ
ヘ
シ
ノ
時
扇
ヲ
立
ル
其
時
流
鏑
馬
上
手
ノ
見
ハ
一
ノ
的
ト
ニ
ノ
的
ト
ノ
間
三
ア
矢
ヲ
ニ
モ
三
モ
ツ
キ
ハ
シ
ラ
カ
シ
テ
ワ
キ
ホ
ソ
鏑
本
　
タ
ハ
サ
ミ
ナ
ン
ト
ノ
風
」
情
ヲ
射
給
フ
コ
ト
ハ
コ
ノ
的
ノ
間
タ
ル
者
也
又
ア
ル
人
ノ
云
ク
モ
シ
バ
夜
ミ
ヤ
ナ
ン
ト
三
ハ
ふ
二
人
ス
ク
ナ
ク
テ
射
馬
的
ノ
ウ
ラ
ヘ
キ
レ
テ
行
ト
キ
ハ
メ
テ
ト
テ
馬
ノ
カ
シ
ラ
ヲ
弓
ノ
本
ヲ
コ
シ
テ
射
ル
ヲ
メ
テ
ト
云
ナ
リ
　
又
ヰ
マ
ノ
コ
ト
ク
馬
キ
レ
テ
行
ト
キ
ヲ
シ
モ
チ
リ
ト
云
テ
ア
リ
ソ
レ
ハ
ウ
シ
ロ
ヘ
ネ
チ
モ
ト
ッ
テ
馬
ノ
三
ヅ
ノ
上
ヨ
リ
マ
ト
ヲ
射
ル
ナ
リ
如
此
ノ
手
ト
モ
ハ
ク
ワ
シ
ク
云
ヲ
シ
ヘ
テ
射
手
二
心
得
ヲ
ナ
サ
セ
ラ
ル
ヘ
シ
」
夫
如
此
的
ノ
間
遠
近
不
同
ナ
ル
コ
ト
ヲ
存
知
セ
ラ
レ
サ
ル
願
主
馬
場
ハ
ニ
町
ソ
ト
心
得
テ
其
分
ヲ
三
ッ
ニ
ワ
リ
ア
ハ
セ
テ
流
鏑
馬
ヲ
ナ
ラ
シ
給
タ
ル
願
主
ノ
射
手
為
中
ト
奈
良
ト
ノ
馬
場
ノ
的
間
不
同
ナ
ル
・
一
ヨ
ツ
テ
多
分
的
ヲ
射
ハ
ツ
ス
者
也
此
日
記
ノ
コ
ト
ク
馬
場
ヲ
ワ
リ
テ
ナ
ラ
シ
給
ヘ
シ
是
心
得
カ
タ
キ
人
ワ
タ
ラ
セ
給
ハ
ふ
彼
馬
場
ヲ
給
圏
二
移
シ
テ
詞
ヲ
加
ヘ
タ
ル
本
ハ
シ
ヲ
ノ
駿
河
ニ
ア
リ
タ
ッ
ネ
見
給
ヘ
シ
」
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又
ア
ル
人
ノ
云
ク
奈
良
ノ
馬
場
ノ
ワ
リ
様
此
日
記
ノ
コ
ト
ク
ワ
リ
タ
レ
ハ
ニ
ノ
的
ハ
三
尺
バ
カ
リ
一
ノ
的
　
ハ
五
尺
バ
カ
リ
モ
南
ヘ
ヨ
ル
者
也
ム
カ
シ
ョ
リ
衆
徒
ナ
ン
ト
北
ヘ
ヨ
リ
テ
立
給
歎
大
ニ
フ
シ
ン
ナ
ル
子
細
也
此
コ
ト
ハ
リ
ヲ
ヨ
ク
＜
カ
ク
ゴ
シ
テ
仕
丁
丸
ナ
ン
ト
ニ
レ
ウ
ケ
ン
シ
テ
ワ
リ
給
フ
ヘ
キ
者
也
一
夜
宮
流
鏑
馬
事
願
主
一
騎
別
ニ
ヤ
フ
サ
メ
一
番
ツ
ふ
射
給
フ
ヘ
キ
者
也
」
此
三
所
ノ
的
ノ
本
二
人
ヲ
ヲ
キ
テ
射
タ
マ
イ
タ
ル
矢
ヲ
ト
ラ
ス
ヘ
シ
夜
宮
ヤ
フ
サ
メ
ノ
矢
ヲ
無
沙
汰
ニ
シ
テ
場
ノ
日
事
ヲ
闘
タ
ル
事
ア
リ
但
然
ル
ヘ
キ
願
主
ハ
両
日
ナ
カ
ラ
矢
ヲ
射
ス
テ
給
モ
ア
リ
夫
流
鏑
馬
ト
申
ハ
武
田
　
小
笠
原
其
外
家
〉
ノ
流
ア
リ
彼
流
ぐ
ノ
説
ヲ
習
傳
へ
給
タ
ル
人
々
其
年
ノ
射
手
ニ
ヲ
シ
へ
来
給
フ
庭
二
若
宮
ノ
祭
礼
　
元
弘
年
中
ヨ
リ
　
永
徳
元
年
酵
歳
二
至
マ
テ
四
十
余
年
ノ
間
二
十
八
年
關
如
ス
L
然
ハ
毎
年
相
績
ナ
キ
・
一
ヨ
ッ
テ
國
中
二
一
流
相
傳
ノ
ヤ
フ
サ
メ
ノ
師
匠
サ
ラ
ニ
ナ
シ
夫
永
徳
年
中
　
ヨ
リ
ノ
流
鏑
馬
ト
申
ハ
彼
家
々
ノ
流
イ
ツ
レ
ト
（
4
）
モ
ナ
ク
取
合
ナ
ラ
シ
テ
馬
ヲ
ハ
セ
ワ
タ
シ
的
ヲ
射
破
給
タ
ル
マ
テ
也
是
武
家
ノ
人
々
ノ
見
給
事
國
ノ
ハ
ヂ
タ
ル
者
也
然
二
神
ノ
タ
メ
國
ノ
爲
其
家
ハ
何
レ
タ
リ
ト
云
ト
モ
一
流
ノ
ヤ
フ
サ
メ
習
傳
テ
國
ノ
師
匠
ト
ナ
リ
給
ハ
ン
事
御
興
隆
タ
ル
ヘ
キ
者
也
し
一
十
六
日
夜
宮
流
鏑
馬
ヨ
リ
願
主
大
宿
所
二
帰
給
ハ
若
宮
殿
ヲ
以
テ
随
兵
傅
二
召
レ
タ
ル
人
々
ノ
御
方
へ
大
宿
所
へ
御
入
ア
ル
ヘ
キ
由
給
ヘ
シ
同
大
宿
所
雑
掌
ノ
風
情
陪
膳
ノ
一
ソ
ク
殿
原
用
意
シ
テ
待
申
庭
二
人
々
入
御
ワ
タ
ラ
セ
給
ハ
其
一
手
く
ヲ
一
座
く
ニ
ナ
ヲ
シ
申
御
圷
ヲ
ス
エ
初
コ
ン
ス
エ
サ
カ
ナ
　
ニ
コ
ン
目
二
九
ス
エ
三
コ
ン
目
破
籠
綜
折
敷
餅
ナ
リ
ソ
ノ
ム
チ
ク
ワ
シ
ヲ
マ
イ
ラ
ス
ヘ
シ
奉
行
く
ヲ
付
テ
L
ヲ
チ
ト
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
マ
イ
ラ
ス
ヘ
シ
又
今
ホ
ト
ハ
定
リ
ノ
三
コ
ン
マ
イ
リ
其
膳
ヲ
上
テ
後
ケ
タ
ミ
　
フ
ン
ニ
マ
ン
チ
ウ
ナ
リ
共
サ
ウ
メ
ン
三
ア
モ
或
ハ
三
　
コ
ン
或
ハ
五
コ
ン
願
主
ノ
分
限
ニ
ヨ
ツ
テ
吉
酒
　
ナ
ン
ト
ホ
ン
ソ
ウ
シ
テ
マ
イ
ラ
セ
ラ
ル
ナ
リ
　
　
居
肴
三
之
内
芸
　
弧
　
海
鼠
　
　
　
　
　
　
　
ア
ユ
ノ
ス
コ
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（
5
）
（
6
）
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ノ
イ
モ
　
　
　
　
　
　
　
ア
ハ
ヒ
　
サ
ケ
　
　
　
九
居
　
暑
預
　
イ
リ
コ
　
飽
　
鮭
　
　
　
　
　
鳥
　
兎
ウ
サ
キ
鯛
タ
イ
鰹
ハ
ム
　
　
　
　
　
餅
　
以
上
大
略
比
等
也
L
此
外
結
構
シ
給
願
主
ハ
如
何
様
ノ
魚
鳥
ヲ
モ
御
サ
カ
ナ
ニ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
マ
イ
ラ
セ
給
者
也
一
宵
ノ
催
願
主
ノ
交
名
ト
リ
ニ
来
中
網
仕
丁
両
座
二
五
十
余
人
バ
カ
リ
来
ル
ス
エ
サ
カ
ナ
十
九
ス
エ
　
ワ
リ
コ
　
綜
　
折
敷
餅
　
悉
ク
ス
エ
テ
酒
ヲ
三
コ
ン
モ
ル
ナ
リ
　
シ
ヤ
ク
ハ
イ
セ
ン
ハ
中
間
ノ
沙
汰
タ
ル
ヘ
シ
同
両
座
へ
定
取
銭
願
主
一
騎
別
二
弐
貫
五
百
文
下
行
ス
ヘ
シ
又
別
儀
二
当
代
大
名
ノ
願
主
五
貫
三
貫
文
コ
ふ
ロ
サ
シ
ア
リ
L
次
二
願
主
ノ
交
名
出
ヘ
キ
案
文
折
昏
ニ
カ
ク
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
其
在
所
ノ
名
ヲ
ソ
バ
ニ
細
字
ニ
テ
カ
ク
　
　
　
　
一
番
長
川
　
　
　
某
丸
　
　
　
　
　
　
　
童
名
ヲ
本
ニ
カ
ク
也
一
大
宿
所
ヨ
リ
随
兵
方
へ
送
物
ア
ル
ヘ
シ
其
送
物
状
之
案
文
折
昏
二
　
　
酒
三
桶
筒
一
荷
種
五
荷
鯛
五
懸
　
　
鯉
三
喉
　
櫨
二
喉
　
鳩
二
羽
　
鴨
二
番
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
ク
イ
　
　
鵠
一
　
　
鴻
一
　
金
鳥
三
番
　
鮎
ノ
鮨
　
　
破
子
十
合
折
敷
餅
十
束
綜
十
連
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
ル
　
メ
鱒
マ
ス
蝶
カ
レ
イ
鰐
プ
リ
海
鼠
イ
リ
コ
飽
ア
ハ
ヒ
小
蛸
魚
　
蛸
タ
コ
鰻
ハ
ム
鰹
ヵ
ッ
ホ
鱒
エ
イ
干
鮭
勃
”
蜆
エ
ビ
鮪
イ
ヵ
■
賊
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
レ
イ
鯛
タ
イ
鰺
ア
チ
蛤
ハ
マ
ク
リ
煙
畑
い
ス
ル
メ
王
詮
弥
魚
　
　
鯉
コ
イ
鮒
フ
ナ
櫨
ス
キ
硫
発
縫
；
ソ
鯨
ζ
ッ
檀
ウ
ナ
キ
鮮
ム
ツ
勉
2
サ
ハ
ラ
鰭
秦
フ
ヵ
鮫
サ
メ
蟹
ヵ
二
蠣
ヵ
キ
蛙
ニ
シ
鯉
魚
エ
イ
キ
ム
ウ
鰯
鰯
イ
ハ
シ
師
カ
マ
ス
鰍
同
鱈
タ
ラ
鱗
ク
シ
ラ
鯖
サ
バ
L
　
　
　
　
　
引
出
物
　
錦
三
把
　
　
赤
根
染
物
三
　
絹
二
疋
　
手
袋
一
具
　
沓
一
足
　
銚
子
提
　
一
具
　
面
皮
三
枚
　
鞍
骨
一
口
　
鰍
一
具
　
切
付
一
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
某
箸
尾
殿
立
野
殿
北
角
布
施
殿
吐
田
ぐ
越
智
〉
筒
井
〉
金
剛
寺
殿
相
谷
萬
歳
倶
　
羅
〉
嬬
田
ξ
五
条
野
〉
柄
垣
ξ
伴
堂
殿
嶋高
田
楢
原
〉
宝
ぐ
子
嶋
〉
細
井
戸
〉
片
岡
殿
岡中
村
L
脇
田
ξ
稲
屋
戸
〉
南
郷
〉
岸
田
ミ
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（
7
）
（
8
）
河
合
ぐ
長
谷
川
薫
楊
本
ミ
大
竹
供
ミ
木
原
〉
池
内
≧
佐
味
郡
山
須
川
小
蔵
柳
生
櫟
本
〉
唐
古
≧
戒
重
〉
賀
留
ぐ
松
塚
安
部
高
瀬
超
昇
寺
平
清
水
助
命
山
田
〉
在
原
≧
江
堤
〉
十
市
〉
土
庫
放
野
迎
田
山
陵
長
谷
山
中
福
住
≧
大
木
〉
大
西
ぐ
味
間
ミ
吉
備
ぐ
」
志
賀
小
林
狭
川
椿
尾
丹
生
一
暁
ノ
催
ノ
コ
ト
公
人
両
座
四
五
人
来
ヨ
イ
ノ
　
コ
ト
ク
酒
肴
ヲ
居
ヘ
シ
是
ハ
宵
ノ
催
ノ
時
交
名
取
テ
別
會
ノ
五
師
ノ
坊
ニ
テ
流
鏑
馬
L
番
宛
定
給
タ
ル
日
記
ヲ
モ
チ
テ
来
ル
此
日
記
ハ
末
く
ノ
願
主
ノ
為
ニ
ハ
大
切
タ
ル
ヘ
シ
長
川
平
田
ハ
一
番
タ
ル
間
凡
心
得
マ
テ
ノ
日
記
ナ
リ
一
十
七
日
ノ
暁
刀
時
バ
カ
リ
ニ
南
大
門
二
柱
松
ノ
立
ヲ
見
テ
見
参
取
・
一
行
ヘ
シ
射
手
ノ
児
ノ
装
（
9
）
（1
0
）
束
ハ
夜
宮
マ
イ
リ
ノ
コ
ト
シ
馬
鞍
具
足
同
殿
原
四
五
人
馬
ニ
ノ
セ
テ
供
ス
ヘ
シ
但
此
時
夜
宮
参
リ
ニ
カ
ハ
ル
コ
ト
ハ
張
替
二
申
ヲ
キ
ス
ル
者
也
」
南
大
門
ヘ
ア
カ
ル
時
ノ
藤
次
ノ
様
　
　
一
番
的
　
　
二
番
キ
セ
ナ
カ
　
　
三
番
射
手
　
次
二
殿
原
餌
げ
治
輔
は
椚
酌
巳
氾
β
労
ル
㌶
⇒
●
ト
一
渡
物
用
意
事
　
キ
セ
ナ
カ
ノ
具
足
注
文
　
鎧
　
　
　
　
鎧
直
垂
ヵ
チ
ン
　
弓
袋
　
ホ
ウ
シ
　
バ
ふ
キ
ヵ
チ
ン
　
ク
ム
リ
　
ワ
ラ
ク
ツ
　
馬
　
鞍
総
ノ
鰍
　
ケ
ア
ヲ
リ
　
引
指
縄
ウ
ζ
セ
　
ク
ツ
ワ
　
手
縄
　
腹
帯
　
　
　
鎧
　
ハ
リ
カ
ヘ
ノ
サ
ネ
　
カ
タ
ナ
　
　
ユ
カ
ケ
　
　
タ
ビ
」
一
十
七
日
揚
ノ
具
足
注
文
　
　
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
ク
ツ
ワ
水
干
ア
フ
ミ
タ
ツ
ナ
ユ
コ
テ
ユ
ミ
カ
リ
マ
タ
数
同
サ
カ
ツ
ラ
’
　
鞍
ケ
ア
オ
リ
　
フ
サ
ノ
シ
リ
カ
イ
引
サ
シ
ナ
ハ
白
ハ
ル
ビ
獅
馳
距卵か
タ
　
ア
ケ
カ
サ
　
ヒ
タ
ア
テ
ノ
ク
ミ
ア
フ
キ
　
　
手
フ
ク
ロ
　
タ
ヒ
　
ム
チ
カ
ケ
カ
ヘ
ノ
ッ
ル
　
　
箭
九
旭
療
扮
㌶
爺
W
　
　
　
ツ
ル
マ
キ
　
ウ
ワ
ヲ
ヒ
　
ヤ
ハ
シ
リ
　
　
　
ウ
シ
ロ
ヲ
　
ム
カ
ハ
キ
　
ク
ツ
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（1
1
）
（1
2
）
　
　
　
カ
チ
ラ
ウ
タ
ウ
十
人
同
サ
ネ
L
　
　
エ
ホ
シ
＋
頭
カ
タ
ナ
＋
コ
シ
ア
フ
キ
十
本
赴
ル
”
竺
”
”
川
ウ
ハ
　
　
ヒ
タ
ふ
レ
＋
具
大
ロ
＋
ロ
徒
童
ネ
リ
ワ
ラ
ワ
ノ
サ
ネ
中
間
一
人
的
モ
チ
ノ
サ
ネ
下
へ
一
人
　
　
　
ト
ネ
リ
ノ
女
子
下
へ
一
人
タ
ウ
シ
キ
ノ
サ
ネ
バ
弼
以
昧
劫
邪
言
ク
ツ
」
一
張
替
ノ
具
足
注
文
同
サ
ネ
足
注
文
　
ア
　
シ
　
　
　
　
　
　
ア
　
ツ
ハ
ラ
マ
キ
筒
　
ヨ
ロ
イ
同
ヒ
タ
ふ
レ
サ
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ネ
ク
ふ
リ
ワ
ラ
ク
ツ
ハ
ふ
キ
ア
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
　
シ
ク
ラ
　
　
　
　
ア
フ
ミ
白
ア
　
ツ
シ
リ
カ
イ
ゥ
ネ
フ
ト
ア
ヲ
リ
　
ア
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ネ
　
タ
ツ
ナ
　
ハ
ル
ピ
　
カ
タ
ナ
ア
　
シ
弓
ノ
フ
ク
ロ
ア
シ
馬ア　
シ
ク
ツ
ワ
白
サ
シ
ナ
ワ
ゥ
チ
マ
セ
L
ハ
リ
カ
エ
ノ
サ
ネ
一
人
下
ヘ
テ
フ
ク
ロ
　
タ
ヒ
一
随
兵
具
足
注
文
　
ア
　
シ
　
　
　
　
　
　
ア
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ネ
　
　
ヨ
ロ
イ
　
　
鎧
ヒ
タ
ふ
レ
　
ア
　
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ネ
　
テ
ッ
カ
イ
　
ス
ネ
ア
テ
　
ハ
ふ
キ
　
ア
　
シ
　
　
　
　
　
　
サ
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
ヤ
　
太
刀
　
　
カ
タ
ナ
　
　
征
矢
　
サ
　
ネ
　
　
　
　
サ
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ネ
　
　
ア
フ
キ
　
テ
フ
ク
ロ
タ
ヒ
　
馬
　
ア
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
シ
　
　
　
　
ア
　
シ
　
　
フ
サ
ノ
シ
リ
カ
イ
ケ
ァ
ヲ
リ
ア
フ
ミ
　
ア
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
シ
　
サ
シ
ナ
ワ
白
タ
ツ
ナ
ハ
ル
ヒ
弓
テ
　
ネカ
チ
ラ
ウ
ト
ウ
ノ
サ
ネ
　
　
　
大
ク
チ
L
エ
ホ
シ
＝妹Wヵ
ヶ
一
寸
ア
　
シ
ケ
カ
リ
ハ
　
　
　
　
ウ
シ
ロ
ヲ
サ
カ
ツ
ラ
ウ
ハ
ヲ
ヒ
　
　
　
　
ツ
ル
マ
キ
ア
　
シ
ク
ラ
ク
ツ
ワ
フ
チ
（1
3
）
（1
4
）
（1
5
）
（1
6
）
　
　
サ
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ネ
　
　
ヒ
タ
ふ
レ
　
　
タ
チ
カ
タ
ナ
　
　
エ
ホ
シ
同
ヵ
ヶ
ハ
ァ
ヵ
」
ワ
　
　
サ
ネ
　
　
　
　
　
　
7
シ
　
　
　
サ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
0
8
　
　
タ
ウ
シ
キ
ノ
サ
ネ
　
　
同
装
束
損
料
　
ワ
ラ
ク
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
一
童
具
足
注
文
↑
担
蒋
バ
わ
㍑
　
　
ハ
ラ
マ
キ
同
丸
　
コ
テ
　
タ
チ
ヵ
タ
ク
ヘ
キ
　
カ
タ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ネ
ノ
カ
ウ
　
　
サ
シ
ヌ
キ
　
　
　
ハ
ふ
キ
　
　
　
ア
フ
キ
　
カ
ツ
ラ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
テ
上
ヘ
シ
　
　
ワ
ラ
バ
ノ
サ
ネ
一
十
七
日
ノ
朝
揚
・
一
メ
サ
ル
瓦
御
方
井
随
兵
一
一
メ
サ
ル
ム
カ
　
タ
く
へ
殿
原
ヲ
マ
イ
ラ
セ
テ
御
用
意
候
テ
御
出
立
イ
ソ
カ
レ
候
テ
給
候
ヘ
ト
ニ
度
モ
三
度
モ
大
宿
所
ヨ
リ
」
申
ス
ふ
ム
ル
ヘ
キ
ナ
リ
一
南
大
門
へ
上
ル
藤
次
　
　
　
　
　
　
　
古
老
ノ
一
族
吉
也
但
今
比
ハ
若
殿
原
打
也
　
一
番
的
　
　
　
二
番
前
打
二
行
　
　
三
番
キ
セ
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捗
四
番
揚
　
　
　
五
番
ネ
リ
童
　
　
　
六
番
カ
チ
ラ
ウ
タ
ウ
七
番
張
替
　
　
八
番
随
兵
　
　
　
　
九
番
惜
畑
繊
ク
チ
ニ
行
十
番
願
主
　
　
十
一
番
博
　
　
　
次
ウ
チ
コ
ミ
ヲ
リ
カ
ミ
ニ
繭
次
ヲ
カ
キ
テ
奉
行
ヲ
付
テ
次
第
ヲ
サ
タ
ム
ル
也
時
ニ
ト
リ
テ
ハ
物
シ
ナ
ル
間
心
得
タ
ル
人
ヲ
一
二
人
奉
行
ニ
サ
ス
ヘ
シ
L
一
南
大
門
三
ア
随
兵
ノ
番
宛
ノ
ヨ
ミ
様
南
大
門
ノ
正
面
ノ
東
ノ
ト
ヲ
リ
馬
ヲ
南
ヘ
ノ
リ
出
シ
テ
乾
方
ヘ
ヒ
キ
ム
ケ
テ
ヨ
ム
ヘ
シ
コ
エ
ハ
中
音
タ
ル
ヘ
シ
『長川流鏑馬日記上巻』
（1
7
）
此
役
人
ヲ
ハ
兼
テ
ヨ
リ
申
定
テ
ヨ
ミ
ヤ
ウ
ヲ
ナ
ラ
サ
セ
申
也
口
傳
ア
リ
番
宛
ノ
カ
キ
ヤ
ウ
杉
原
ヲ
折
紙
ニ
シ
テ
　
　
長
川
随
兵
番
宛
次
第
　
　
合
一
番
　
二
番
シ
タ
ニ
名
字
ヲ
ヵ
ζ
殿
ノ
字
ヲ
ハ
　
　
ス
エ
サ
ル
ナ
リ
里
ノ
名
ト
假
名
也
官
名
ア
ラ
バ
カ
ク
ヘ
シ
」
一
随
兵
ニ
ノ
ル
ニ
所
く
ノ
在
所
二
馬
二
二
地
ヲ
ラ
ス
ル
コ
ト
御
坊
人
随
兵
ニ
ノ
リ
給
二
北
へ
打
テ
行
力
御
サ
シ
キ
ノ
前
三
ア
西
ヘ
キ
ツ
ト
馬
ノ
頭
ヲ
引
ム
ケ
テ
馬
二
手
縄
ヲ
入
サ
セ
三
度
ヒ
ツ
ス
エ
テ
サ
テ
弓
ノ
前
ト
ユ
ホ
シ
ノ
前
ト
ヲ
　
一
度
ニ
キ
ツ
ト
カ
タ
ム
ケ
テ
馬
ヲ
北
ヘ
ヒ
キ
ム
ケ
テ
打
テ
行
ナ
リ
弓
ノ
ホ
コ
マ
イ
ラ
ス
ル
ト
云
ナ
リ
又
大
鳥
居
・
＝
ア
北
ヨ
リ
打
テ
行
力
大
鳥
居
チ
カ
ク
ナ
レ
ハ
馬
ノ
カ
シ
ラ
ヲ
ス
コ
シ
ヒ
ツ
シ
サ
ル
ノ
方
へ
引
ム
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
　
シ
テ
大
鳥
居
ヲ
ス
コ
シ
南
ノ
柱
ト
ヲ
リ
ニ
ナ
ル
程
ニ
テ
L
馬
ノ
カ
シ
ラ
ヲ
東
ヘ
キ
ツ
ト
ヲ
リ
テ
一
二
度
ヒ
ツ
ス
エ
テ
大
鳥
居
へ
入
ル
ふ
ナ
リ
乗
テ
ニ
ヨ
ツ
テ
馬
二
手
縄
ヲ
ニ
ツ
　
三
ツ
入
サ
セ
テ
大
鳥
居
へ
入
給
也
又
御
旅
所
ノ
御
前
三
ア
東
へ
打
テ
行
力
正
面
ニ
　
テ
馬
ノ
頭
ヲ
キ
ツ
ト
北
ヘ
ヒ
キ
ム
ケ
テ
馬
ヲ
ヒ
ツ
ス
エ
（1
8
）
テ
弓
ノ
サ
キ
ト
烏
帽
子
ノ
払
9
0
ト
ヲ
一
度
ニ
キ
ツ
ト
カ
タ
ム
ケ
テ
サ
テ
馬
場
末
ヘ
ウ
ツ
ナ
リ
是
ヲ
ユ
ホ
コ
マ
イ
ラ
ス
ル
ト
申
ナ
リ
一
二
行
打
ノ
随
兵
大
鳥
居
打
入
ヤ
ウ
左
ノ
随
兵
大
L
鳥
居
ノ
北
ノ
柱
．
リ
七
八
尺
西
ホ
ト
ユ
馬
ヲ
南
向
二
引
立
徒
郎
等
ヲ
ハ
鳥
居
へ
入
力
ふ
ル
又
右
ノ
随
兵
ハ
西
ノ
ソ
ヰ
ヲ
ス
ク
ニ
打
ト
ヲ
リ
鳥
居
ヨ
リ
未
申
角
マ
テ
馬
ヲ
打
ッ
メ
彼
角
二
馬
ヲ
東
向
二
引
立
大
鳥
居
ノ
南
ノ
柱
本
ヨ
リ
七
八
尺
西
二
引
立
徒
郎
等
モ
今
ノ
主
人
ノ
コ
ト
ク
角
マ
テ
廻
テ
左
ノ
徒
郎
等
ノ
コ
ト
ク
鳥
居
へ
入
力
ふ
ル
ヘ
シ
此
時
左
随
兵
馬
ノ
頭
ヲ
東
へ
引
向
ル
左
右
ノ
随
兵
見
合
テ
馬
　
ヲ
ス
コ
シ
ヒ
キ
ス
サ
ラ
カ
ス
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
手
綱
ヲ
」
　
二
三
入
サ
セ
テ
後
同
時
二
鳥
居
ヲ
入
給
ヘ
シ
但
馬
二
心
得
給
タ
ル
ア
ヰ
テ
ハ
子
細
ナ
シ
馬
二
心
得
給
ハ
　
サ
ル
相
手
ハ
ナ
ン
キ
タ
ル
ナ
リ
然
ハ
西
南
院
ノ
辻
雲
居
坂
ノ
角
ヲ
折
時
鳥
居
ヲ
入
ヤ
ウ
ヲ
ナ
ラ
シ
　
給
ヘ
キ
也
但
此
辻
ニ
ハ
右
ハ
ヒ
カ
へ
左
ハ
ス
N
ム
　
ヘ
キ
辻
ナ
リ
難
然
タ
カ
イ
ニ
才
覚
ヲ
ツ
キ
給
　
ヘ
キ
者
也
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（1
9
）
（2
0
）
　
次
二
二
行
打
入
御
旅
所
ノ
御
前
ノ
コ
ト
左
ノ
随
兵
北
向
二
御
社
二
向
テ
馬
ヲ
引
立
又
右
モ
其
南
二
L
重
テ
馬
ヲ
引
立
ト
モ
ニ
烏
帽
子
ノ
サ
キ
ト
弓
ハ
ス
　
ト
ヲ
同
時
ニ
カ
タ
ム
ケ
テ
大
明
神
ヲ
礼
シ
奉
ル
　
ヘ
シ
其
後
馬
ヲ
東
頭
二
引
向
打
テ
ト
ヲ
ル
ヘ
シ
又
花
林
院
ノ
御
所
ノ
御
サ
シ
キ
ノ
前
ニ
テ
ノ
御
礼
　
モ
御
旅
所
ト
同
シ
一
十
七
日
馬
場
ノ
流
鏑
馬
用
意
事
　
的
立
難
糠
　
口
取
熊
糠
　
童
難
棘
‥
耐
秒
⇔
檀
ル
　
馬
・
口
可
取
殿
原
馬
場
可
通
中
間
　
的
モ
チ
ノ
当
色
賎
煉
九
㍊
勺
”
ノ
ヲ
L
然
ハ
ワ
タ
リ
ハ
テ
ふ
的
立
口
取
ノ
仁
ヲ
イ
ソ
キ
大
宿
所
へ
請
シ
申
テ
又
装
束
師
モ
同
ク
ヨ
ヒ
テ
的
立
口
取
二
装
束
ヲ
キ
セ
申
ナ
リ
但
的
立
大
名
ナ
　
レ
ハ
装
束
師
ヲ
我
宮
ヘ
ヨ
ヒ
テ
出
立
者
也
　
　
　
　
　
　
太
刀
イ
カ
ニ
モ
ク
＼
ミ
ノ
吉
ヲ
ハ
キ
給
フ
ナ
リ
　
　
的
立
口
取
初
M
洞
㌍
鞠
八
㌻
竺
的
赫
禰
⇔
拮
”
け
ヨ
シ
　
　
　
　
　
　
馬
ハ
フ
サ
ヲ
カ
ケ
テ
メ
サ
ル
ヘ
シ
次
的
立
口
取
二
出
立
ト
ヲ
チ
付
ト
ニ
酒
ヲ
マ
イ
ラ
ス
ヘ
シ
⊥則
．
ス
シ
キ
ニ
ス
エ
申
ヘ
シ
一
上
井
キ
セ
ナ
カ
渡
ノ
時
ノ
具
足
等
用
之
L
（2
1
）
（2
2
）
水
干
　
　
馬
　
　
鞍
　
　
綱
等
イ
ッ
レ
モ
ワ
タ
リ
ノ
コ
ト
ク
当
色
八
人
　
　
　
的
持
　
　
舎
人
一
同
時
流
鏑
馬
注
文
水
干
ρ
妙
輌
袖
”
ト
キ
テ
　
竹
笠
　
ア
フ
ギ
ス
テ
フ
チ
馬
ク
・
フ
ヲ
置
・
引
三
・
鞍
召
努
㌃
賠
塑
フ
具
足
等
轡
麗
三
力
旱
ヲ
　
鐙
誇
箕
朋
㌶
平
鰍
或
説
・
一
云
此
時
ノ
射
馬
ノ
カ
ミ
ヲ
ハ
ヌ
カ
ス
シ
テ
結
タ
ル
ヲ
其
マ
ふ
置
ト
云
其
故
バ
カ
ミ
ヲ
ヌ
キ
ツ
レ
ハ
馬
ノ
L
手
綱
馬
ノ
頭
ヲ
カ
ヘ
テ
足
ニ
カ
ふ
リ
テ
ケ
シ
タ
ユ
コ
ト
ア
リ
カ
ミ
ヲ
ヌ
カ
サ
レ
ハ
タ
ツ
ナ
ユ
イ
タ
ル
カ
ミ
ニ
ト
ふ
マ
リ
テ
吉
ト
云
ナ
リ
次
二
射
手
的
立
ノ
馬
場
本
ヘ
ノ
ム
カ
ヒ
ニ
殿
原
ヲ
兼
テ
申
定
給
ヘ
シ
一
流
鏑
馬
ノ
馬
場
本
へ
上
ル
蔑
次
　
一
番
的
　
　
　
二
番
揚
ノ
先
打
四
番
射
手
　
　
五
番
的
立
七
番
童
　
　
　
八
番
屋
形
口
二
行
十
番
御
師
　
　
　
　
十
一
番
博
次
ニ
ウ
チ
コ
ミ
三
番
キ
セ
ナ
カ
六
番
口
取
九
番
願
主
L
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ノ
（
2
3
）
一
馬
場
本
へ
衆
徒
ノ
御
下
向
事
　
　
　
兼
テ
ヨ
リ
カ
タ
ラ
イ
申
ヘ
シ
願
主
出
合
ク
ツ
ヲ
　
　
　
ヌ
キ
ア
フ
キ
ヲ
モ
ツ
衆
徒
ノ
馬
場
下
云
也
」
（
2
4
）
上
古
願
主
吉
凶
末
代
人
〉
才
覚
用
註
之
　
　
　
　
合
　
　
　
夫
神
者
不
受
非
礼
恭
宿
正
直
之
首
然
二
流
　
　
　
鏑
馬
ヲ
奉
勤
仕
事
大
名
小
名
ニ
モ
カ
キ
ラ
ス
　
　
　
冨
貴
食
道
ニ
モ
ヨ
ラ
ス
只
願
主
ノ
心
ノ
モ
チ
　
　
　
ヤ
ウ
ニ
依
テ
無
為
二
令
勤
仕
吉
例
ノ
願
主
ト
成
　
　
　
給
モ
ア
リ
復
思
外
錐
勤
仕
不
吉
ノ
願
主
二
　
　
　
引
レ
給
モ
ア
リ
夫
吉
例
ノ
願
主
ト
申
子
細
ハ
」
　
　
　
古
或
人
少
分
限
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
日
来
ヨ
リ
願
　
　
　
主
ヲ
心
ニ
カ
ケ
奉
リ
致
月
次
社
参
↓
日
ぐ
二
春
　
　
　
日
山
ヲ
拝
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
首
ヲ
カ
タ
フ
ケ
テ
祈
　
　
　
申
サ
ル
錐
然
兼
定
置
給
ヘ
キ
料
足
不
足
ノ
　
　
　
故
力
又
信
力
ヲ
イ
タ
ス
虚
力
初
物
ト
名
付
テ
　
　
　
諸
ノ
上
分
ノ
多
少
ヲ
限
ラ
ス
投
ク
ワ
エ
置
給
ヰ
　
　
　
御
神
楽
米
ノ
種
子
物
ヲ
奥
行
セ
ラ
ル
下
ハ
　
　
　
　
一
粒
半
銭
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
塵
ツ
モ
ツ
テ
山
ト
L
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
ヲ
　
　
　
ナ
リ
砂
長
シ
テ
巌
ト
成
カ
コ
ト
ク
成
立
事
ヲ
ヒ
タ
ふ
シ
然
ハ
彼
種
子
物
・
一
自
分
ノ
沙
汰
ヲ
涯
分
入
ク
ワ
へ
置
給
虚
二
又
人
々
ノ
助
成
思
外
二
出
来
ス
髪
・
一
神
力
ア
ラ
ハ
ル
ト
ヲ
ホ
シ
ク
テ
可
然
人
々
随
兵
ノ
実
ニ
ス
ふ
ミ
テ
召
サ
ル
彼
送
物
拝
殿
ノ
境
飯
大
宿
所
ノ
雑
掌
等
其
外
ノ
沙
汰
共
無
為
二
勤
仕
セ
ラ
ル
然
者
社
家
ノ
人
々
二
嘆
徳
ノ
詞
ヲ
得
給
フ
其
外
國
中
ノ
上
下
人
ぐ
満
山
」
サ
ル
ハ
ナ
シ
是
日
来
ノ
願
今
成
就
セ
シ
メ
喜
ヒ
ノ
眉
ヲ
ヒ
ラ
キ
給
者
也
　
髪
二
或
人
日
ク
此
願
主
更
二
私
ノ
心
ヲ
モ
チ
給
ハ
ス
只
正
直
ノ
心
ヲ
本
ト
シ
テ
願
心
二
誠
ア
ル
故
二
神
慮
ニ
カ
ナ
イ
奉
リ
如
此
無
為
二
令
勤
仕
吉
例
ノ
願
主
ト
ナ
リ
給
者
也
然
末
代
ノ
願
主
此
人
ノ
心
ヲ
ヨ
ク
存
知
セ
シ
メ
給
テ
其
沙
汰
ヲ
イ
タ
シ
給
ハ
ふ
必
目
出
カ
ル
ヘ
キ
者
也
次
二
昔
或
人
大
名
・
一
シ
テ
威
勢
ヲ
ヒ
タ
ふ
シ
然
者
人
ノ
痛
ヲ
モ
更
ニ
カ
ヘ
リ
ミ
給
ハ
ス
其
器
量
二
依
」
テ
浅
深
モ
ナ
ク
只
助
成
ヲ
巨
多
二
申
カ
ケ
ラ
ル
復
管
領
ノ
内
ノ
寺
社
二
夫
役
ヲ
カ
ケ
ラ
ル
次
二
日
来
ヨ
リ
流
鏑
馬
米
ト
名
テ
借
散
シ
置
給
タ
ル
料
足
ヲ
此
時
ヲ
前
ニ
ア
テ
ふ
キ
フ
ク
責
立
ラ
ル
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難
然
其
身
不
涯
沈
ニ
シ
テ
無
沙
汰
ナ
ル
輩
ニ
ヲ
キ
テ
ハ
住
宅
ヲ
破
リ
取
其
心
ユ
カ
サ
ル
質
物
ヲ
取
流
シ
又
管
領
進
退
ノ
内
可
然
輩
ニ
ヲ
キ
テ
ハ
有
徳
銭
ヲ
キ
リ
カ
ケ
ラ
レ
其
躰
器
用
ア
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
L
時
ニ
ノ
ソ
ン
テ
其
煩
多
シ
彼
料
足
ヲ
以
テ
初
テ
鐙
ヲ
ア
マ
タ
ヲ
ト
シ
立
随
兵
ノ
具
足
等
其
数
改
メ
ラ
レ
只
我
二
上
越
タ
ル
願
主
上
古
ニ
ナ
シ
末
代
難
有
思
フ
名
聞
ノ
心
ヲ
本
ト
シ
テ
人
ノ
ナ
ケ
キ
ヲ
モ
更
ニ
カ
ヘ
リ
ミ
給
ハ
ス
私
ノ
沙
汰
ヲ
イ
タ
シ
給
コ
ト
ヲ
ヒ
タ
ふ
シ
髪
二
一
ノ
不
思
議
ア
リ
十
六
日
夜
宮
ヨ
リ
大
雨
ブ
リ
出
テ
同
十
七
日
十
八
日
ノ
タ
部
マ
テ
ツ
イ
ニ
フ
リ降
留
ラ
ス
同
十
九
日
ノ
朝
衆
徒
先
例
ヲ
タ
ツ
ネ
給
処
二
L
十
七
日
ノ
祭
礼
雨
ニ
ヨ
ッ
テ
延
引
在
テ
同
十
八
日
二
行
タ
ル
例
ハ
ア
リ
十
九
日
ノ
例
ハ
ナ
キ
ニ
ヨ
ッ
テ
衆
徒
悉
ク
退
出
セ
ラ
ル
彼
願
主
此
間
ク
ワ
タ
テ
給
フ
ト
コ
ロ
ノ
太
儀
只
一
夜
ノ
如
夢
此
人
非
礼
ヲ
多
沙
汰
シ
来
リ
タ
マ
イ
タ
ル
カ
故
神
慮
ニ
ソ
ム
キ
給
力
彼
代
マ
テ
ノ
不
吉
ノ
例
二
引
レ
給
コ
ト
無
念
無
申
斗
次
或
願
主
イ
ニ
シ
ヘ
ヲ
尋
キ
ふ
給
ヘ
ハ
只
人
〉
二
煩
歎
ヲ
ノ
ミ
カ
ケ
給
タ
ル
願
主
不
吉
也
L
夫
慈
悲
萬
行
ノ
御
神
ニ
テ
ワ
タ
ラ
セ
給
ヘ
ハ
私
ノ
心
ヲ
以
テ
沙
汰
ヲ
致
タ
マ
ウ
間
神
慮
二
奉
背
キ
給
歎
然
者
我
此
時
ニ
ヲ
キ
テ
ハ
涯
分
願
主
ノ
沙
汰
ヲ
本
ト
シ
人
々
二
煩
ヲ
カ
ケ
ス
慈
悲
心
ヲ
以
テ
其
沙
汰
ヲ
イ
タ
シ
奉
ラ
ン
ト
思
フ
心
ヲ
フ
カ
ク
モ
チ
給
フ
夫
彼
人
ノ
慈
悲
心
ト
申
ハ
人
二
助
成
申
サ
ン
時
何
一
三
煩
ナ
ケ
キ
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
沙
汰
ヲ
至
ス
ヘ
キ
願
ヲ
ヲ
コ
シ
給
然
ハ
此
願
主
人
ミ
ニ
器
量
ヲ
L
マ
モ
リ
其
用
人
井
大
宿
所
ノ
沙
汰
等
ヲ
申
給
時
マ
コ
ト
ニ
其
煩
ヲ
フ
カ
ク
痛
思
心
ヲ
以
テ
申
給
又
我
管
領
進
退
ノ
内
ノ
輩
ニ
ヲ
キ
テ
ハ
其
中
ノ
可
然
仁
ヲ
少
ミ
召
ヨ
セ
テ
我
大
事
此
時
ニ
ア
リ
各
ハ
シ
メ
テ
余
人
二
其
歎
ナ
キ
程
ヲ
相
斗
テ
助
成
井
二
人
夫
傳
馬
等
ヲ
涯
分
可
致
其
沙
汰
由
下
知
セ
ラ
ル
然
ハ
我
人
心
ヲ
和
合
シ
テ
上
下
ノ
人
ノ
助
成
ヲ
ヒ
タ
ふ
シ
更
二
自
他
ノ
煩
ナ
ク
」
無
為
二
勤
仕
ラ
ル
也
是
ヲ
目
出
度
願
主
ノ
例
二
引
申
者
也
次
二
不
吉
ノ
願
主
ノ
例
ヲ
引
テ
日
ク
夫
國
役
難
遁
故
二
願
主
ヲ
請
取
ト
イ
ヘ
ト
モ
只
自
由
ノ
心
ヲ
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本
ト
シ
給
ヒ
御
神
楽
井
随
兵
ノ
騎
カ
ス
大
宿
所
等
ノ
時
儀
以
其
外
ノ
沙
汰
土
ハ
分
限
二
A
ロ
セ
申
テ
ハ
如
形
ノ
儀
ヲ
以
テ
定
置
給
只
助
成
物
ヲ
多
ク
コ
イ
取
給
ヰ
テ
彼
料
足
ヲ
以
テ
諸
ノ
沙
汰
L
ヲ
致
ス
ヘ
キ
心
ヲ
モ
チ
給
タ
ル
願
主
ナ
リ
此
人
祭
礼
日
近
ナ
リ
ケ
レ
ハ
大
宿
所
へ
大
小
事
二
付
テ
上
置
事
キ
ハ
モ
ナ
シ
同
諸
ノ
送
別
ノ
魚
鳥
井
人
〉
ノ
助
成
ノ
雑
掌
等
悉
ク
大
宿
所
へ
出
来
之
庭
二
俄
二
触
微
ニ
ヨ
ッ
テ
式
日
ノ
祭
礼
延
　
　
マ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ウ
引
ス
復
其
後
ノ
祭
礼
ノ
時
ハ
願
主
二
中
天
出
来
シ
ツ
イ
ニ
勤
仕
ラ
レ
ス
又
其
時
代
二
彼
勤
仕
ラ
レ
サ
ル
願
主
ノ
心
ノ
コ
ト
ク
ニ
」
心
ヲ
モ
チ
給
願
主
ア
リ
此
人
モ
タ
ヒ
く
取
ク
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ク
バ
ク
タ
テ
ラ
ル
ふ
ト
イ
ヘ
ト
モ
両
三
度
延
引
ス
其
煩
幾
　
　
　
　
カ
ク
ソ
ヤ
雄
然
此
ノ
コ
ト
キ
ノ
願
主
其
後
此
日
来
ノ
心
ヲ
改
大
明
神
ノ
御
前
・
手
繊
悔
ノ
心
ヲ
以
テ
涯
分
祈
念
セ
シ
メ
給
ナ
ラ
バ
神
慮
二
相
叶
給
事
モ
ァ
ル
ヘ
キ
ニ
誠
二
如
形
ノ
儀
ヲ
以
テ
其
沙
汰
ヲ
イ
タ
サ
ル
間
其
身
二
中
天
忽
二
来
ル
同
子
孫
ヲ
キ
テ
更
二
目
出
カ
ラ
ス
是
等
ノ
人
ヲ
不
吉
ノ
L
レ
イ
ニ
申
者
也
愛
或
人
日
ク
彼
願
主
二
其
器
量
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
心
二
私
ヲ
モ
チ
タ
ル
人
ハ
神
慮
二
背
給
者
也
夫
実
二
其
器
用
ナ
キ
願
主
ハ
助
成
物
ヲ
蒙
ラ
ス
ハ
勤
仕
ア
リ
カ
タ
キ
ニ
依
テ
涯
分
助
成
ヲ
申
テ
其
沙
汰
ヲ
致
シ
給
ハ
ン
コ
ト
私
ノ
心
三
ア
ハ
更
ニ
ナ
シ
子
細
ア
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
也
一
願
主
其
分
限
ヨ
リ
流
鏑
馬
ヲ
大
二
取
立
給
事
」
尤
目
出
シ
然
ハ
就
彼
趣
目
＝
可
令
存
知
給
心
ニ
ツ
ア
リ
名
聞
ノ
心
ト
慢
ノ
心
ナ
リ
夫
名
聞
ノ
心
ト
申
ハ
神
ノ
御
タ
メ
ニ
勤
仕
タ
テ
マ
ツ
ル
心
ヲ
ハ
凡
ノ
儀
三
ア
我
名
聞
ヲ
本
ト
サ
タ
イ
タ
ス
事
ナ
リ
又
慢
ノ
心
ト
申
ハ
我
威
勢
人
ニ
ス
ク
レ
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
如
此
ノ
太
儀
ナ
リ
立
タ
リ
ト
思
是
等
慢
ノ
心
也
此
ニ
ノ
心
ハ
ツ
ネ
ノ
ナ
ラ
ヰ
ナ
リ
　
然
二
子
細
ナ
キ
儀
　
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
此
心
フ
カ
ク
住
ス
レ
ハ
天
魔
目
ヲ
L
見
入
其
心
ヲ
破
セ
ン
カ
為
二
少
シ
中
天
来
ル
例
　
ア
リ
此
心
出
来
時
ハ
ウ
チ
ハ
ラ
イ
ス
テ
ふ
無
想
ノ
心
ヲ
以
テ
涯
分
其
沙
汰
ヲ
致
シ
給
フ
ヘ
シ
夫
神
ハ
依
人
之
敬
二
増
⇒
威
ヲ
人
者
依
神
之
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徳
二
添
運
ヲ
此
明
文
ノ
コ
ト
ク
ハ
其
分
限
ニ
ヨ
リ
結
構
ノ
儀
ヲ
以
テ
取
沙
汰
セ
シ
メ
給
ハ
神
ハ
弥
増
威
光
ヲ
願
主
ハ
又
子
々
孫
〉
ニ
ヰ
タ
ル
マ
テ
現
世
三
ア
ハ
冨
貴
栄
花
ニ
ホ
コ
リ
寿
命
長
遠
ニ
シ
テ
」
心
中
所
願
一
〉
円
満
セ
シ
メ
射
者
来
世
三
ア
ハ
必
シ
モ
善
所
二
生
シ
令
得
佛
果
事
何
ノ
類
ノ
有
ヘ
キ
伍
記
録
如
件
右
春
日
若
宮
祭
礼
流
鏑
馬
頭
願
主
ノ
不
審
之
虚
之
条
〉
復
古
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Introduction　of“List　of　Wakamiyae”and“Nagakawa　Yabusame　Diary”
　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　Bibiographical　Introduction
－
Historical　Records　of　Yabusame　Being　Conducted　at　the　Festival　Held
　　　　　　　　in　Kasuga　Wakamiya，　Compiled　by　Touyaku　Gonji一
FuKuHARA　Toshio
　　Although　the　festival　held　at　Kasuga　Wakamiya　occupies　an　important　position
in　the　Japanese　festival　history，　the　fundamental　historical　records　have　not　been
published．　In　this　paper，　in　a　sense　to丘ll　the　lack，“List　of　Wakamiyae”and
“ Nagakawa　Yabusame　Diary”，　the　historical　records　on　festivals　held　at　Kasuga
Wakamiya　in　the　middle　ages，　are　reproduced　together　with　the　biblographical
introduction．
　　Conventionally，　the　studies　on　Kasuga　Wakamiya　festivals　have　been　conducted
from　the　viewpoint　of　the　history　of　the　Performing　Arts．　The　reason　is
because　the　arts　performed　at　the　festival　site　are　so　important　that　they　are
referred　to　as　the　epitome　of　the　Performing　Arts　history　in　the　ancient　and
middle　ages．　On　the　other　hand，　it　is　true　that　the　extensive　researches　on　the
structures　of　the　festivals　that　exist　behind　the　various　art　have　not　been　made．
　　Kasuga　Wakamiya　festival　was　started　by　the　monks　of　K6fuku　Temple
against　the　Kasuga　festival　sponsored　by　the　Ieader　of　the　Fujiwara　family　in
1136．The　main　event　of　the　festival　is　to　invite　the　god　of　Wakamiya　Shrine
to　the　O．tabisho　located　at　the　east　end　in　the　estate　of　K6fuku　Temple．　This
very　fact　shows　that　the　Wakamiya　festival　is　that　of　K6fuku　Temple．
　　Wakamiya　festival　has　experienced　a　series　of　transformations．　These　trans．
formations　are　more　c皿spicuous　in　terms　of　the　organization　of　the　ritual　than
in　terms　of　the　form　of　ceremony，　because　the　organization　of　the　ritual　reHects
the　organization　and　structure　of　the　society　at　that　time．
The　head　for　each　art　is　nominated　for　the　various　art　performed　at　Waka．
miya　festiva1，　and　the　head　on　duty　will　be　the　chief　donor．　Although　this　is
the　most　common　organizational　structure　in　the　festivals　conducted　by　the　big
temples　in　the皿iddle　ages，　the　festival　at　Kasuga　Shrine　is　large　in　scale　and，
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therefore，　the　organization　is　comlicated　accordingly．　For　example，　the　Den－
gaku　Tou－yaku　is　nominated　among　the　senior　scholars，　the　Sogo，　the　Bacho
Tou－yaku　among　the　Tokugo／Goshi（scholars），　the　Kurabe．uma　Tou－yaku　among
Sango－shu　of　Kδfuku　Temple．　As　such，　the　organization　to　administer　the
festival　is　composed　mainly　of　the　scholars　of　K6fuku　Temple．
　　The　above　mentioned　are　the　Tou－yaku　of　the　monks　of　K6fuku　Temple．　In
the　period　o正the　Northern　and　Southern　Dynasties，　six　warrior　groups　in　Ya．
mato　province　organized　a　festival　union　to　serve　as　the　Yabusame　Tou・yaku
under　the　name　of　the　Yabusame　petitioner．　In　1384　when“Nagakawa　Yabu－
same　Diary”was　written，　the　Wakamiya　festival　was　sponsored　by　the　waπior
groups　of　the　Yamato　province　in　the　middle　ages（monk　soldiers，　the　people）．
　　Monk　soldiers　and　the　people　united　to　form　six（later　eight）groups　depending
on　the　matters　of　concern；namely，　Sanzai，　Hasegawa，　Inui，　Minami　and　Hirata．
They　made　a　system　in　which　the　two　groups　took　the　duty　every　year　and　the
Yabusame　petitioners　were　nominated　among皿embers　of　the　two　groups．　In
other　words，　two　Yabusame　petitioners　were　nominated　every　year．　Based　on
the　Bukki－ryo（rules　of　dressing）they　and　those　who　administered　the　various
services　set　the　restr三ction　to　participate　in　the　festival，　conducted　various　puri一
丘cations　and　attended　the　Wakamiya　festival．
　　“List　of　Wakamiyae”and“Nagakawa　Yabusame　Diary”are　a　sort　of　a　memo
in　which　what　a　petitioner　must　follow　in　attending　the　festival　are　described
in　details．　As　the　basic　concept，　there　is　a　concept　of‘‘the　god　receives　no
discourtesy”．　In　other　words，　it　is　not　enough　only　to　hold　a　festival．　Whether
the　festival　is　successful　or　not　is　depending　on　the　puri丘cation　of　the　admin．
istrator；it　requires　a　high　tension．　In“Nagakawa　Yabusame　Diary”，　a　case
when　an　unclean　person　participated　in　the　festival　is　mentioned；that　person
was　dead　or　wounded．
　　“List　of　Wakamiyae”and“Nagakawa　Yabusame　Diary”are　religious　memos；
the　former　is　for　Hasegawa　group　and　the　latter　is　for　Nagakawa　group，　espe－
cially，　the　Hashio　family，　the　leader　of　Hasegawa　group，　when　they　served　the
Yabusame　Tou－yaku．　The　period　when“List　of　Wakamiyae”was　written　is
assumed　to　be　in　the　latter　half　of　the　Muro皿achi　period　after　the　Onin　period
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　　Those　two　books　were　handed　over　to　Mr．　Imanaka，　a、descendant　of　the
Hasegawa　group，　then　to　Mr．　Yoshitaro　Yasui，　a　historian，　a　researcher　of
archaeology　and　a　collector　of　archaeological　evidences，　and　are　now　stored　in
the　Yasui　Archive　of　Tenri　Library．
　　Those　two　historical　records　can　be　explained　and　studied　only　by　the　wide
variety　of　researchers　on　the　old　customs　of　samurai，　ancient　practices　and
usages，　dressing　taboos，　costumes，　food　and　wine　o∬ered　to　the　gods，　sacred
treasures，　etc．
　　In　this　paper，　only　the　reproductions　of　these　books　are　shown．　Hopefully，
the　fruitful　results　will　be　produced　through　the　studies　in　the　various丘elds
including　the　study　by　the　author　himself　in　the　future．
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